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トイレのことは全てお任せ下さい. /

時代は T OTOライニングユニット

器具だけでなく、 ト イ レ 造 り に 必 要 な 部 材 を一 括 し て ユ ニ ッ 卜化 し た シ ス テ ム 工 法 の トイ レ。

工 期 の 短縮、 工 事 管 理 の 省 力 化 、 さ ら に 高 品質、 高 性 能 で 在 来工 法 と 同 等 の コ ス 卜 を 実現 。

大 規 模 建 築 か ら 中 低 層 建 築 、 リ モ デ ル ま で 最 適 な ト イ レ 空 間 を 演 出。

自 立 壁 シ ス テ ム ト イ レ は 独 立 構 造 で 耐 震 性 も 万 全。

. ビ ル寿 命50年 時 代 ・メンテナンス ・改

修まで含めて、ライフサイクルコストでは、ラ

イニングユニットが圧倒的に有利 です。

・工 期 の 短縮 : 13職 種 に お よ ぶ 従 来 工 事

の 設 計 ・工事段階の作業を簡素化、各 工

程での施工養生期聞が大幅に短縮、工事

管理の手間も大幅に軽減されます。

・現 場 の 汚 れ ・騒 音 の 大 巾 削 減 : ブロッ

ク積みや、躯体工事、現場加工も不要。

日中の改修工事も容易です。

. 施工の省力化 : 床上配管方式のユニッ

トを組立てるだけで、手 配 や 段 取 り の 手

聞を軽減します。

- 簡単なメンテナンス : 分 割 ・着 脱 式 の

前 面 板 ( ラ イ ニ ン グ ユ ニ ッ ト ) な ど 、

T OT O独 自の構 造 で 点 検 が 容 易 に 行 な

えます。

・脱 臭 機 能 . オゾン脱臭と排気脱臭の 2

つの方式で、 トイレ全体のニオイを追放

します。

・清掃性の向 上 : お手入れのし易い凸凹

の少ないデザインです。

. 耐震構造のシス テム トイ レ: 自立構造

で、建築躯体の層間変位の影響を受けに

くく、 1 Gの耐 震強度設計ーになっていま

す。

カタログをご希望の方は 東陶機器側大阪支社まで ご請求ください。 干 530 大阪市北区曽根崎2- 3- 7 栂新第一生命ビル東舘 窓口6(364) 1181 



会員の受賞

'97 --'98年版

日本建築協会会員

名簿の頒布

'98建築関係14団体

合同新年交礼会

話題建築を聞く

(第26回)

八一ビスOSAKA

苫名正氏に聞く

日本建築協会

& 邑

耳目

このたび、下記会員の諸氏は、建設界

における多年の功績によって、表彰を

安けられました。

ここに誌して、その栄誉をお慶び申し

上げます。

ｾ｣＠

- 勲二等旭日重光章

古賀憲介氏/ 元、新日本製鍬4幅リ社長

' 97- ' 98年版会員名簿が出来上がりま

した。この名簿は、建築界に活躍され

る会員の現況 (出身校・現住所 ・勤務

先 . p!i 担也) を紹介するばかりでなく、

官公庁 ・学校 ・関係諸団体のほか、建

祭事務所、建設、建材、設備その他関

日 時 平 成10年 1 月 5 日(月)

午後 2時30分- 3 時30分

会 場 マ イ ド ー ム お お さ か ・3階

大阪市中央区本町橋2-55

会 費 5，000円 (当日欠席されても

会費をいただきます)

申 込 12月10日までに会費を添えて

/ 、ービス OS A K Aは本年 (1997) 5 月

23日、設計と施工に 7年の歳月をかけ

てグランドオープンした。オフィス 、

オフィスミュージアム、リビングミュ

ージアム 、 トラベルミュ ジアム、ハ

ービスプラザ、ハービスホール、ザ ・

リッツカ ルトン大阪で構成される超

複合建築である。バブルの前にキ ック

オフ 、絶頂期に企画立案、崩壕後に設

計、施工中に阪神大震災と波湖万丈の

連続であ った。その問、首尾一貫して

変わらなか ったのが事業主の開発コン

セプト 「さまざまなシーンの響き合う

街」であり、設計チームのデザイ ンコ

ンセプト「世界第一級の絵になる街づ

くり j であ った。大阪が戦中戦後を通

じて失い続けた「浪速百景」からなる

風景を少しでも復活させたいとの強い

想いがあったからである。具体的には

風景を「遠景J r中景J r近景J の三段

階に秩序だて、どの景を切り取っても

絵になると同時に全体としても一体感

のある風景的建築となるよう腐心した。

今回はこうして造られた建築の出来不

出来もさることながら 、 7 年にわた っ

てサ イトに張。J 付いた設計チームの悪

戦苦闘ぶりを紹介し、どのように考え

どのように対応したかをお話ししたい

と思います。 ( 苫名 正)

- 勲三等瑞宝章

井開章氏/ 元、側フジタ副社長

. 勲五等双光旭日章

品川二三男氏/備品川建築事務所代表取締役

忍田精三氏/ v欄き んでん顧問

. 藍綬褒章

辻剛容宏氏/ 日本国土問糊代表取締役社長

伊奈輝三氏/v糊 NAX代表取締役会長

係業者の主要なものを業種別に収録し

ており、日常業務に大いに役立つもの

とおもわれます。何卒お買い求め下さ

るようお願い致します。

なお、すでにお申し込みの方、営業案

内欄掲載の各社へは 、発行と同時にー

最寄りの団体にお申込み下さい。

共 催 (紛日本建築協会 (紛大阪府建

築 士 会 側日本建築学会近畿

支部 制 日本建築家協会近畿

支部 骨念大阪建設業協会 (紛

日本建築材料協会 制大阪建

築士事務所協会 (紛建築業協

苫名 正 ( とまなただし)

1947年京都市生まれ

70 エスプーンカウバラン設計事務所

( へんンンキ) 勤務

71  東京工業大学建築学科卒業

現在 竹 '1'工務Ks設計部部長

: t な作品

十梅川センターピル (Bcs'nほか)

打出竹 J.i.'fl (学会主II 築選集ほか)

松風ギャラリー (-1:会迎合会作品展優秀.Jt)

ハーピス OSAKA ( [1経ニューオフィス'nほか)

iifi tF. )也 大阪市北区駒[02ふ25

ｾｈ 高主阪神活気鉄道側

ｊ ＡＺＮｴ ｊ ｴｾ Ｚ詑理竹 ＧＱＧ 工 務 ＡＵ

7-f 1D1，- j  T AK E NAK A DE S I GN 

ホテル{ンテリ1 Hi rsch/ Bender& Associates 

AT l ANT A  O[fice  

本f同ンF:! トプ Peridi a n+東京ランドスケープ研究所

音符J盟J I ホIl lfi' 特設J.'

l胞 [ 竹 中 大林! 止M ハ ンシンJV

上田耕造氏/ 元、大阪ガス除j副社長

山口道博氏/ 戸田建設市対取締役相談役

. 黄綬褒章

荒井 清氏/ 附東畑建築事務所技術顧問

生島道春氏/ 附日積サーベイ代表取締彼

黒田憲次氏/ 側きんでん大阪支社施工部

相馬一男氏/ 住友電設刷会長

部ご送付申し上げておりますので、申

し添えます。

1.体裁 B5判275頁 本 文 上 質 紙

1. 定価 3，000円(消費税含む) 干310円

※ 特価 2，500円 (税 ・送料共)

12月末日まで

会関西支部 (紛日本建築構造

技術者協会関西支部 (紛日本

建築積算協会関西支部制建

築設備技術者協会近畿支部

制大阪電業協会 (紛大阪空気

調和衛生工業協会 (紛大阪建

築設備設計事務所協会

日 時 1998年 1 月21日附

見学 17・3かー18:30

講演 18・30ー20:30

会 場 ハ ー ビ スOSAKA

(集合)
6F会議室

* 大阪駅から徒歩 5 分

講 師 苫 名 正

/ 竹中工務底設計部部長

定 員 50人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 賀 会 員 2，000円、一般 3，000円

* コーヒー・ケーキ付、手見込

申 込 1 月13日伏)までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

倒 崖し名: 話題建築を聞く

②氏名

③個人 ・団体会員、 般の別

④戦場・学校名

吾参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 1 月14日闘 に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1-3-2100

大阪駅前第 3 ビル21階 干530

FAX. 348.0634  TEL. 348・0633

強祭と社会 ・1997.12 1  



講演記録集

「話のはなしJ

頒布します!

第20回

情報・シスァム・利用

- 技術シンポジウム

主催 日本建築学会

情報システム技術委員会

後援 日本建築協会ほか

「民間( 旧四会) 連合協

定工事請負契約の解

説J 講習会開催

2  

昭和抑制月に発足した「建築クラブJ

(日本建築協会会員有志の集まり) は、

毎月 1回、大阪市内のリーガクランド

ホテルに学者やジ、ャーナリストをはじ

め政界 ・経済界 ・文芸界・スポーツ ・

芸能界など広い分野から講師をお招き

して、お話を聞く朝食会を開いており

ます。

この朝食会も本年4月には第300回の

記念すべき朝を迎えました。これを記

念して 、講演速記録を集約し、 「話の

はなし j という表題のもと 、最終的に

118四分を5冊1セッ ト (1冊平均約320

ページ) の本に編集いたしました。講

話の内容はとても多彩で、 「おもしろ

い話J r貴重なはなし J r裏ぱなし」

などがい っぱい詰ま っています。

日本建築学会の情報システム技術委員

会は 、1979年以来毎年、社会の動き

に対応した建築や都市環境の設計 ・生

産・施工等にかかわる情報システム関

連技術と利用のあり方等を論じる最大

の場として 、左記シンポジウムを開催

しています。

20回目になる本年のシンポジウムでは、

パネルディスカ y ションに最近躍進を

つづける東アジア地域の第一線で活躍

しているプロフ ェッ ショナルを迎え 、

ビッグプロジ‘ 工クトを進める上での情

報システム技術の利用を中心に議論を

進める大型企画もあります。

今年 9 月から 、 「民間 (旧四会) 連合

協定工事誇負契約約款J (旧四会連合

協定工事請負契約約款の改正新約款)

がー舟生に頒布され、使用されています。

この新約款の解説、説明をするため 、

日本建築協会、日本建築家協会、日本

建築学会ほか 4 団体で矯成する“ 民間

(旧四会) 連合協定工事請負契約約款

委員会" 委員編著による「民間 (旧四

会) 連創綻工事請負契約申撤の儒則

をテキス卜に、説明会が開かれます。

講 師 大 森 文 彦 氏 (東洋大学助制受)

里JII 長生氏 側跡詣十取締役)

橋本喬行氏 (側日建設計顧問)

建築クラブのご好意により、 1セッ ト・

10，000円でおわけできることになりま

した。ご希望のかたは電話またはFAX

でお申し込み下さい。

会 期 1997年12月11 日- 12日

会 場 建 築 会 館

参加費 シンポジウム参加費

(含論文集代)

①会員・後援団体会員 9，000円

②会員外 12，000円

d洋 生 5，000円

定 員 300名 (申込先着順)

申込先 干108 東京都港区芝5-26-20

日本建築学会事務局

「第20回情報システムシン

ポジウム係」

TEL. 03-3456-2057 

FAX. 03・3456・2058

吉 野 高 氏 (弁護士)

参 加 費 用10，000円/ 1名

資 料 テ キ ス 卜 と し て 「 民 間 (1日四

会) 連合協定工事請負契約約

款の解説J (大成出版社干IJ 、

A時IJ_ 200頁、定価2，1∞円)

を会場にて販売

定 員 200人 (先着順)

申 込 10月15日以降、参加希望会

場名、参加者名 、勤務先、領

収書返送用封筒 (80円切手貼

付・宛名記入) を明記した申

込書と参加費を同封して 、現

金書留で下記申込先へ。電話

B6判 5分 冊

申込先: 日本建築協会事務局

TEL06・348-0635

FAX06-348-0634 

. プログラム

12月11 日休)

権造、建築デザイン、自立分散ボトム

アップ型建築・都市情報システム 、都

市データ利用、建築CALSのあり方と

実現のための要素技術

12月12日後)

建築計画、情報システム利用技術、人

工生命と生命進化を模した方法、建築

計画、都市罰菌、情報技術の活用戦略、

建築設計および生産情報の流れ、ファ

ジィ理論とその応用、協調 ( コラポレ

一ション) と建築・都市の創世

申込み不可。銀行振込み、当

日受付も不可。

申 込 先 民 間 (旧四会) 連合協定工事

請負契約約款委員会 (東京都

港区芝5-26-20 建築会館3F、

〒108 TEL.03-3455-31  09)  

・大阪会場

1997年12月 9 日ω 10: ∞- 16: ∞

会場/ 国民会館ホール

大阪市中央区大手前2・1-2



今月の表紙

大 阪 ・ 法 普 寺 界 隈

畑. . 松 村 芳 i台

裏紙デザイン 安 里 俊 久

建 築 と 社 会jZ
1917年創 刊 第78集/ 通巻909号

特集・ 第44回青年技術者

- 特集予告

1 月号/ 新しいまちづくりの予感

東畑建築事務所創立65

〔設計・計画部門〕

周 年

2 月号/ C o n c聞 同
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会 員 の 受 賞 ' 9 7 - ・9 8年 版 日 本 建 築 協 会 会 員 名 簿 の 頒 布 . 話 題 強 策 を 聞 く ( 2 6) ハ ー ピ ス

O S A K Aー 苔 名 正 氏 に 聞 く 第 2 0回 情 報 ーシ ス テ ム 利 用 ・ 技 術 シ ン ポ ジ ウ ム

作品作風

gal l ery 

建 築 の 眼

法令コーナ

備造の頁

設備の頁

基礎講座A

基礎講座B

新建材の頁

R E P O R T  

G B R Cニ ュ ー ス

書 評

。署員良 O副要員長 ' "幹' l i

印 刷 平 成 9 年 1I 月 2 5 日

発 行 平 成 9 年 1 2 月 l 日

発 行 入 社 l調 法 人 日 本 建 築 協 会

発 行 所 社 団 法 人 日 本 述 書 距 協 会

k 阪市北区綿凶 1-1-3-2100

明日 06- 348- 0635 

脈管口l 1 i 00910- 9- 39975 

印 刷 所 市 集 印 刷 抹 式 会 社

日 本 電 鮒 繰 式 会 社

定 価 12∞円[ 本体価絡 1143rq)

i nf or mat i on 

大 阪 府 文 化 財 調 査 事 務 所 4  

斑 鳩 町 文 化 振 興 セ ン タ ー

( 学 ) 都 築 育 英 学 園 東 京 工 業 専 門 学 校 広 島 校

関 西 大 学 白 馬 栂 池 高 原 ロ ッ ジ
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由甲

言宣言十・

大 阪 府 建 築 部 営 繕 室

監 理.

大 阪 府 建 設 監 理 協 会

ｾｬ 毒 ｩ 量 圃

平 田 建 築 情 造 研 究 所

施 工圃

隆 栄 建 設

大阪府文化財調査事務所

大阪府文化財調査事務所は、発tkliされた文化財 の修復 ・研究 ・保存

を行う、大阪府の文化財調査研究の拠点施設として建設された。

敷地 は、泉北ニュータウンの一角にあって、西側 はニュータウンの

境界となる ili 道に、来世Il jは高さ約 8 mの道路放の法面に|燐桜し、そ

の向こうには戸建住宅が挫ち並んでいる 。

設計にあたっては、周辺の良好な住環境を守りながら、地域に根ざ

した施設となるよう計画を行った。

建物は、ボリュームの軽減を図るため、 6 mX 6 m を級小単位とし

た正方形平面のユニットによる集合体として構成するとともに、文

化 財の修復、研究、保存を行う淵主主収蔵ブロックと、研修展示ブロ

ックの 2 つのブロ y クに大きく形態を分割した。

本施設では、文化財保存の認識を深めてもらおうと、 一般 府 民に復

元作業や保管の文化財 の一部を展示公開するため、西側，j，道からの

l 階レベルのア プ ローチとは別に 、ニュータウンの幹線道路である

東側 市道からブリッジによる 3 階レベルへのアプローチを設け、屋

上 庭 園 ・ライトコートと各ブロックを絡ませながら、 l室内外を立体

的に結ぶ回遊動線を設定している 。又、 研 修 展示プロックを45。振

って、道路敷を利用したサ ンクンガーデンを生み出し 、屋外 展示 空

間とした。

( 的回昌彦 ー長坊{ 晃i治/ 大阪府建築部営絡宝)

敷 地 面 積 一一- 4.504. 76m

建 築 面 積 一一一2.001 .1 6 m

延 床面 積 一一- 4. 739. 22m

構 造 規 模 一一一S 、3 F

工 期 一一ー 1995年 12月- 1997年 3 月

、二= 二ごこノ

最 寄 駅 一一一 泉 北 高 速 鉄 道 泉 ヶ 丘 駅 よ り 徒 歩15分

嫁 影 一一一松 村芳 治

3F ブリ ッジよりのアプローチ



前庭より見る

東側外信見上げ 南西側外観
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設 計 監 理・

安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工・

竹 中 工 務l吉

斑鳩町文化振興センター

かつて聖徳太子は、この地を「日出づる所」 と呼んだ。 日本という

1 吋こしえ

国の名がなか った古から斑鳩の里は歴史に登場。藤ノ木古噴や法隆

寺を始めとする遺跡やｾ桝そしてもみじで名高い竜田 川 など、圏内

外に対してその歴史文化や風土を誇るとの堅は、斑鳩町として戦後

間もなくのl可制施行から本年50周年を迎えた。そしてこの印年間に、

西名阪の開通や関西本線の沼化もあ って、大阪や奈良から新しい住

民を迎え人口が3倍 に 増tJ [I 、都市的基盤強備も進められてきた。 こ

れらを背景ーに、このたび文化・芸術創造の新しい活動拠点、として、

斑鳩町文化振興センター( f¥、かるがホールJ ) 及び「斑鳩町立図

5館 J ) が建設された。

斑鳩の風景に溶け込むように水の流れと列柱のある築山の庭をその

前面に計画した建物は、大 ・小ホールと IIIJ 民ロビーに架かる 三つの

屋根によるダイナミ ックな全体構成と、土の築地塀色の炉務質タ

イルの壁面を外部の大きな特徴としている 。 これは斑鳩町の地域 文

化への寄与と記念性の表現という諜組に対して直載さで応えようと

したものである 。 そして内部は、パブリ ックを招き入れる大広間と

しての町民ロビーを、前広場から連続する l次抜空間として計画。 こ

れを核として大 ・小ホールと図諮館及び前l廷がとりまくように編成

している 。

確固とした存在感と自由な公共性あるこの建物は、今後、人々の交

流そして独自文化や情報の創造の場として活用されていくものと考

えている 。 (小 林i直紀/ 安井建築設百十事務所)

配置図・ 1楢 平 面 図 1 ・20∞

所 在 地 一一一奈良県生駒郡斑鳩 町興留 10・6- 43

敷地面積一一一 12，869ni

建築面積 一一一 5，309ni

延床面積一一一 8，187ni

情造規模 一一- RC、3F

工 期 一 一ー1995年 7 月- 1 9 9 7年 6 月

最 寄 駅 一一一 J R大和路線法隆寺駅

煩 影 一一 一 泉 幸 男 (イ申和)

④ 





Ni
l  

設 計施 工・

竹 中 工務 J吉

( 学) 都築育英学園

東京工業専門学校広島校

当建物は、( 学) 音1¥築育英学園の広島での基盤となる初めての学校と

して計画した。

計画地は、広 ｉｾ 占駅から至近の距ｉｬｩｉ ｴ に位置しており、工業専門と尚ー業

実 務 専門の2談 程 を 持つ 専門学校として、有効率が高くフレキシブ

ルな計画とした 。

Ｑ ＭＲ Ｑ 街には、駐車・駐 ［Ｑ 戦場や事務室を、 Ｒ Ｑ 渚の 一 部と ＳＭＷ Ｑ ｾ 皆には、

教室、実習室、図flJ 室などを配した。鉄骨造の長大スパンとその鉄

骨の柱・梁を外自 ｾ ｜ ｦｊｬ ｉｊ に 出すことにより、フレキ シブルな空 ｉ ｉ ｦｉを確保

した。 その柱 梁をアルミスパンドレルによる丸柱とタイルn占りの

梁型とし、斬新で端正なデザインとした。

また、アプローチの大階段を 1 - 21街のピロティーに配し、街路と 一

体とな った都 市空 間 としての表現を行い、専門学校の門戸としての

社会への開放性を演出した。

( 谷村隆司 門谷和維/ 竹中工務庖)

基 準 魁 平 面 図 (3- 7F) 1  :  600 

所 在 地 一一一 広 島 市 東 区 光 町1丁目 13- 6

敷 地 面 積 一一- 1，006.37m

建 築 面 積 一一一 692. 14m

延 床 面 積 一 一- 4，265.57m

構 造 規 模 一一一S 、7F

工 期 一一一 1996年 1 月- 1 9 9 6年10月

最 寄 駅 一一一 J R広 島 駅

j量 影 児 島 修

正面見上げ

7 ブローチ階段

アプローチ階段夜景

9  
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設言十監理圃

竹 中 工 務 庖

施 工圃

竹 中 工 務 庖

関西大学白馬栂池高原ロッジ

長 野 県小 谷村 は最大積雪11が3mを超える多雪地 帯であり、冬はス

キー ヤ ーのメッカとして賑わいを見せ る。 学 生 や0 8を対象とする

この建築は、大阪は吹田市にキャンパスを位 く関西大学の「山の家」

であり、都会の キ ャンパ スで送る日々と相補 的な体験 を 提供する べ

く計画された 。 冬季のスキーの宿としてだけでなく、ｾかな自然の

中で、物: i j } を首相、に考える場として位置づけら れ ている 。

敷地 は緩やかな傾斜地にあり、宿泊室( 和室) ウイン グ と、栂池の

ゲレ ンデを望める食堂などのパフ. リックゾーンがL字 形 に 配 置 さ れ

ている 。建 物 全体 を毅う金属屋根は、敷地形状に呼応して折り紙の

ように折れながら軽やかなシルエッ 卜を見せ る。

内部においては「思索の場J と しての空間づくりのために各所で「陰

影J が強調さ れ ている 。桝 造体 のD Tス ラ ブ ( 屋根 ) は力強 いリズ

ムと深い影を生み出 し、白熱灯の点光源は外部の厳しい自然と対照

的な暖かいあかりを灯す。 コン ク リート打放しの壁や、木質感を追

求 した家具は、諮られていることの安心感を醸成し、この建築の存

在感を強調している 。

シェ ルターとしての機能のみに留まることなく、それを成立 させて

L 、る構 造 体等の要素を、光と影によ って表現のレ ベルへと高めるこ

とが怠図されている 。 ( 前田政男・角田晩 治/ 竹 中工務庖)

..../............ T ' ..，¥ ＮＮＮＮＮＮＮＮＯＧＮＺｾＮＯ＠ /  .... ¥ 
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所 在 地 一一一 長 野県北安曇郡 小 谷村大字千国字貌 ノ原 乙 12840・91

敷地 面積 一一一一2.192.00ni

建 築面 積 一一- 438.79ni  

延床 面積 一一- 876.74ni  

4荷造 規模 一一- R C、81 、2F

工 期 一一一一 1996年 6 月- 1997年 6 月

最 寄 駅 一一一 J R大 糸 線 ・白 馬 大池駅

樋 影 一一一古 川 泰 三

エン トランス
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総 合 設 計 監 理 ・基 本 設 計・

近 畿 日 本 鉄 道 建 設 改 良 局 工 事 部

実 施 設 計 ・監 理・

鹿 島 建 設 ・全 日 本 コ ン サ ル タ ン ト

施 工・

鹿 島 建 設 ・大 日本 土 木J V

近鉄瓢箪山駅

:J Jl飯山駅は大阪難波と奈良市を結ぶ近鉄茶良線にある駅で東大阪市

の南東部生駒山の泌に位位する 。悶りには賑わいのある尚! 占街や|刻

!'1ft な住宅街があり、乗11i ' ，!客約三万五千人と 奈良線でも比較的多い駅

である 。駅名の由来は、近くに瓢箪形の双円I貨を肥っている 瓢筋山

稲荷という神社があり、この名をいただいたものである 。古漬があ

る本からわかるように古くから栄えた所であり 、歴史的に補木正成

正行や太|各!秀吉の名も 11 ¥てくる地 域である 。

施設 は 駅 胞 設 商 業 施 設 行 政 サ ー ビ ス 加 設 を 線 合 し た柄上駅で、

京 阪事l'から凡れば奈良 大柄|への入り仁l 、奈良 大利 から兄ればR官

庁11大 |波への入り口という地理 的条件 か らゲー ト的で存在感のある形

態とした。両 fJll Iのキ ューブ状の階段室に挟まれた軌道上の大属機を、

地 域のシンボルとなるような、瓢箪や双円境を連想するような、あ

るいは生駒の山並みに繋が っていくようなドーム属板としている 。

内部のコンコースではガラス張りのカーテンウオールより入り込む

盟かな光が、天井のヴオールトトラスをく っきりと浮かび上がらせ

ている 。 との大きな窓から駅の来世!II にx l ! なる生駒山の木々が1m近に

みて取れ、生 ｾｩｪ の四季を ￬ ｩ 出 ｬ 契できる 。

112かな 1当然の山々に固まれたこの駅は、地域の拠点として人身の総身

なドラマの場、活動の幼として親しまれてゆくだろう 。

( 中山勉/ 近 畿 日 本 鉄 道 、 大 野 泰 史 吉 村 弘11mぬill 設)

東 立 函 図 1:  600 

所 在 地 一一一 大 阪 府 東 大 阪 市 昭 和 町4-1

敷 地 面 積 一一一5，927.9 7 m

越 築面積 一一一 841.81m (確 認 申 諸 部 分)

延 床面積 一一一2，330.76而

4荷造 規 模 一一一S 、3 F

工 期 一一一 1995年 12月- 1997年 9 月

最 寄 駅 一一一 近鉄奈良線瓢箪山駅

織 影 一一ー福漂日召嘉

コンコース

マコンコースカーテンウオール
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AR CHI T E CTJs  E Y E  

ユニバーサルデザインの可能性一ーさりげないやさしさを

問 中 直 人

すべての人にやさしいといいながら、 実際に行われているデ

ザインは特定の人に役立っても、 他 の人にはまた迷うバリアー

(障害) をもたらしていることもある 。 アイデアがそのままデ

ザインとして有効に機能する場合もあるが、問題を潜在化 した

まま 疑 う余地のない社会常識として定着してしまう乙とは危険

である。 これまでのバリアフリーデザイ ンでは解決したい機能

を俊先して、 「障害者のためにしてやった。」 といわんばかり

のごつごつした馴染みの恐いデザインが多 L 、。先日、神戸で高

齢者 ・障害者のフ ァッショ ンショー を開催した。 これは心のバ

リアーがなしに、お猶予容にバ リアフリーされた街へ出かけよう

という趣旨で企画したものである 。

- J l 立近、ユニバーサルデザインということばですべての人にや

さしいことをめざす動きが目 立つが、単純にバリアフリーデザ

インより、ユニバーサルデザインをめざすべきだということで

はな くて、私たちはこれまでのバリアフリーデザインの内容を

卜分に検証し、その科学的な詳侃Ij の上に立っ た新たなデザイン

展開 を試みるべきである 。いずれにしても “ さりげないやさし

さ，. のおYi 国務な街へ，'.HIJ 、けたいものである 。

摂南大学工学部建築学科教綬

HeaJing  Archi tecture ( ヒーリンク守アー キテクチュア) と

その向こうにあるもの

篠 原 佳 則

我々は老人ホームや病院を設計するとき、ヒー リングアーキ

テクチュアという自主主を掲げている 。 これらの施設では管理者

やそこで生活してない訪問者の視点で設計されがちである 。実

際の生活者の感覚で設計、計画するのがその大きな目的である。

最近よく耳にするヒーリングアートやヒーリングエンパイロメ

ン 卜を施設の中で全体的な雰囲気として実現するものである。

昔 ( 今でも) 柏村1病院は気迫い病院と 言 われ 「我々とは縁の

ない世界だ。J と人は自分たちと線を引いてしまいがちである。

それでいいだろうか。 個人をとりまく社会の流れは早く、人

IL¥J が本来持っている時間 を飛び越えてi住んで、しま っている 。 た

まには、浜で休や心を休 めたいものだ。 自分で泳げれば気H青しに

リゾー トに行くであろうが、みんながそういう状況ではない。

ストレス社会 といわれる今のH寺代、綴々な形の心のケアが求

められ身体的な病気でも、その人を取り巻く環境的な要因で発

病する jJ;J 合 もある 。限られた空間に閉じ込められる老人ホーム

や病院は、特に環境の影特に気を使う必要があるだろう 。

施設以外の街づくりでも開境が人に与える影響は思いのほか

大き L 、。 このことを感覚的に割! 併できる人がおり、その理論的

な災付けがなされたとき、ヒーリン グアーキテクチュアは建築

という協を越えて街や地域に広が っていく 。 そのとき我々は子

どもたちに師く環境を残せるであろう 。安井建築段計事務所名古屋事務所

16 彊第と社会 ・1997.12

ひとが景 観

岩 本 康 男

都市の発展を支えるのは、つまるところ市政を担い愛着を持

って居住する市民と、経済基離となる雇用機会のふたつであろ

う。産業構造の変化 は著しいが、若い人の失業率 が高いヨーロ

ツノTの都市では雇用問題が最大の都市問題である 。関西国では

昭和40年代末から人口の社会減 が 統L ミている 。今回の震災にみ

まわれた地域においては、住宅問題以上に就労の問題は深刻だ。

高 齢化 社会で負担の泊える若い人迷にと って、魅力的な職が少

ないというのは踏んだり蹴ったりではないか。

そこで考えられる空洞化対策のひとつが集客産業だ。観光で

あれコンペンション、ビジネスでもホテルやレストラン 、交 通

機関その他すそ野が広L 、。関西は歴史、文化、自然に恵まれて

L 、るので、さらに古11市観光をセ ッ トにすれば乙れほど魅力的な

地域はないはずだ。 そのための集客施設の整備は必袈だが、何

よりも都市の安全性、 美 しさが基ー本となる 。

景観は見える環境づくりであるので、まちもひとも見せる、

見られることを意識し、アクティブに存在したい。パリのカフ

ェテリアでくつろいでいると、初めに自に映るのは建錠協であ

り、街路樹でがり石畳であるが、次第にそこを行き交う人々の

姿が印象的なものとな ってくる 。人々が生き生きと暮らし、働

いている姿ほどまちの魅力はなかろう 。 大阪市計画調整局計画部長

建物のライフサイクノレと地球温媛化

柿 本 正 和

近年、 地球環境に関する話題が急速に新聞雑誌、テレビ等メ

ディアに登場する様にな った。12月には京都で 「地球渦暖化防

止国際会議」 が開催される 。今世紀は石油文明で、石油をエネ

ルギー源やプラスチック等石油製品の原料として用いることに

より、現在200億トンのC 02を大気に放出しているといわれて

Lミる 。C02も2ぽ沿年には借地し気漏が2 S C上昇して異常気象、

気候変動、海面上昇等が発生すると想定され人類による地球 環

境破右翼として大きな問題とな って来ている 。

建設産業においても LCC02 ( ライフサイクル海室効果ガス排

出立) についての検討がなされつつある 。建物の建設から運用、

改修、 ｊｾｾ 棄に至るライフサイクルの段階で温室効果ガスを 二 酸

化炭業の立に換算するもので、 全産業の中で建設関連は32. 9%

を占めると 言 われている 。 Ｘ ぴ玉、主ｉＡ設省でｾｾ定方法や設計手法

の基準化に向けての検討がなされつつあり、より 一層省エネ、

エコマテリアルの採用が推進されることになりそうである。

身の廻りにある電化製品や自動車をはじめとする数多くの工業

製品は再生産が可能であるが、私達は自然や動植物を工業製品

と同様、使い捨てていないかもう 一度反省すべきときではない

だろうか。

銭高組大阪本社役計部副部長

建築の限



青年技術者選考委員会総評

選考委員畏 輿謝野 久

本年は応43滋君、数31' ( ' 卜で、昨年 (381'約よりは下回った

ものの、内容の泌さは例年をi変ぐものとなりました。

務査過程では、様々な角度からの ｊｊｾ が熱っぽく取り

交わされました。本人のプロジェクトへの取り組み姿

勢と参画度のほか、本人が日ヒ期Rり組んでいるテーマ、

見識の広さと将米の発展性、プレセツ技術などを視点

t して審査に当たりました。この結果、 21人の技符I者

の方々を背年技術者 t して野路 ・奨励するにふさわし

い人として選定いたしました。

選考プロセスでは、 35歳以下の有能な技術者が大親族

物件にどこまでリーダーシツプを粥耳{ できるか、話見

したプロジェク卜を何件くい、用意できるか、計画的

な作品に対して選考委員がE こまで洞察できるか、な

E の点力雫指命になった。

入選された方は、その将来について委員一同大いに期

待できる t 思われる技締描てあり、その中に女性技術

者も含まれていることは喜ばしい。惜しくも選にもれ

た方には、作品数やプレセ ーン技術に初聞を干 Ｑｾ んでほし

い t の願いが込め られている。

概 室部門/ 応募は、主として単独の建物を対象にした

ものと、複数の建物を対象にしたもの t に分かれた。

エオ

、
した点等、 もう一段つつこんT丘見明が欲い、。資料力か

らlはまq強虫いインノ f クトをJ感惑じ t れなかつ Tたニ。

施工部門/ 送時1 こあたっては、工事規模については考

慮、せず、難易度は本人の参画支 t の相I刻て若干考慮し

た。しかし、前司自iの基準はあくまで木人の参画皮及び

側諸としての資質とした。

選考r された技手I詑; ーのうち 21'斗は、巨大空間建築に参画

したもので、中でも、巨大ドームの急必リフトアップ

のコンピュータシステムの側発に取り組んだY 氏は、

その参画度がよ ｈ 利 ｉｾＩ で施工時の苦労が察しられる。ま

た、変形大空間アトリワム鉄骨工事に取り組んだT 氏

この た び 静 微 怖 諸 として選ばれた方々におかれまし T 氏はスタジアムの大スパン鋼管アーチ、即日長l ! 物の は、作業と安途上倒慨は良〈瑚草できるが参匝伎の

ては、日頃の研鈴にーJ('j の磨きをかけて、激しく変転 吹抜け昔flのメ Jゲトラスなど、 これまで、の→Eの椛造設 アピーノレはやや物足りなかった。

する紅会の被雑なニース。lこ的舵に応λ た建築 ・まちづ 計において行った種々の工夫カ潤ヰ附された。 一方、工事が大型化する中で、小型工事への取 り組み

くり ・技術への提案を今後も精力内法践していただ S .Y 氏は中堅断、コンの技手f諸として、一社判灯、は に;ff嚇的に側役したY 氏は、自社の要紫技術を応用 ・

けるもの日制言しております。また惜しくも選にもれ 開発力苦難しいこつの新技術備高府 R C造、免潤件治) 駆使し、新たなシステムづくりに寄与したのはおく言!と

た方々におかれましでも、主主築に取り組む情熱をーJ習 に中堅ゼオ、コ ンの共同メンバー として秘閥均に取り組 側で きる。ま t.: 、魅力ある現場づくりと いう、 切り口

燃やして、価値ある社会的資産制止に号 |き続き送り出 み、実施設計まで行った点ヵキ判断された。ｾ変えたテー＿で作業所の ｏａ 化に Ｑｪ ＵＱＮり組んた ｍ 氏は、

していただくように祈っております。 Y 氏は複数の建物についての応議てあった力士特にメ 屯子化の将及にかなり先駆りて空繍の筒索化・共通化

なお、 5 部門知lに審査を始めましたが、本年の「その カ、、ストラクチャーの大スパン交差梁の捜み乱開ぞ対象 に成来を上l久自社システムの方針決定にも大きな影

it I ! J 部門への応議内容は施工分野での様々な議題への t した施工を考l返した設計上の工夫力安評価された。 理事ｾ与・えたであろう ことは矧而で きる。

取り組みとも捉えられますので、この 2件は施工部門 S.  K 氏は高層 R C迭の下府ピ ロテ ィ一部に採用され その他吉11[" 1への応拡li 2  l'牛fごったが、いずれも施工部

て取り扱うこととしました。 た SRC造の極l平鉄骨のj約費常事IUに着目し、 溶接部の 1''' 1にかかわる内容で、施工部門での選考となった。

日頃よりご支援をいただいております会員の皆様は言 設計 ・施工監理に; f1'略的に取り組んだ点力朝刊iHi された。 怖械化による{ 宇治苛の施工品質管理業務の効率化を目

うに及Itず、お忙しい仕事の合聞を苦11いて応募された 設備部門/ 3名のr . e辺住があり、 2名が退出された。 指したもので、ツールも含め適切な怖開t技術の適用手

方々、務査に当たられた委員の皆織のご労苦に心より 粕谷氏は、4 i ' 牛のプロジェク トにおいて先進技術の計 法を駆使して、見事に謝去の効率化をなし遂げている

感謝申し上げます。次回の木企画への引き絞きの精力 画 ・謂 十に脳波し、粘り強 〈っくり込みを行い、実現 M氏 を 限J した。

的なご支援ぽ引l青らしい技術者の方々の応募を心より させた情熱が感じとれんさらに、その技符市怖を行 なお、本年も応募規定( 年齢制限) を満たさない人が

お待ち申し上げております。 い、発展させていく姿勢に制抑制待される。 いたのは残念ゴごった。あらためて注窓をお願いしたい。

設計 ・計画部門/ 応腕ーは15名であり、近拷趣旨に照 加藤氏は、目立ったプロジ. エクトではな いが、テーマ

らして時命の未その中か ら10名の技u商 品1彫させ をi菜〈掘り下』久発注者の要望に十分に応えている。

ていただく結巣となった。群を抜くデザインカヵ常利而 また、設備設計、 C A Dシステム IJFI発、施工管理と 幅広

された応募者を除けば、医療 ・名古ヰ止や環ザ必i築、ある く経験を積みながら、自分のものとしており、その取

いは再生的まちづくりとい った、今目的なテーマが目 り組み意欲、広くと らλ る考 λ 方に好感がもてる。

についた今回の傾向である。 選にもれたK u氏はショッピンク、センターでのコージ

応募の状況と結果

部門 設 計 ・計画 構 造 設 備 施工 その他 計

応募数 15  5  3  6  2  31  

入選数 10  4  2  5  2 1  

第44回青年技術者選考委員会

奥謝野 久/ 日建設計取締役大阪本社則代表

井口 勝文/ 竹中工務底開発計画本部長

加藤 晃規/ 大阪大学助教授・工学部環境工学科

岡本 弘之/ 安井正I ! 築設計事務所常務取締役大阪事務所長

江川 直樹/ 現代計画研究所代表取締役大阪事務所長

回t自l 法嗣/ 神戸大学教授・工学部建設学科

八木 大児/ 平田建築榊造研究所代表取締役所長

高山 博/ 消水建設大阪支底設計部部長

原 千望書/ 日建設計設備設計室長

桜井仙三郎/ 大林組本庖建築工務部部長

佐1' I 久/ 鹿島建設関西支庖建築部生産計画室長

建築と社会 ・1997. 12 17  
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堀 井 一 孝

生年JI 日 Ｑ ＡｊＶＳＧｦＱＧ Ｎ ｝｝ｊ］ｬ ＲＲ ｾＱ＠

学 歴 ＱＹ ＦｐＱＧｊ岡山手 ー ｌ サ ｅ 期怯ｾ ｾ 舛干 卒

業

19&Pf ' - 京都大お 片手事員三仁J品開t斜

地挺回以修士淵JJ 修了

業 ｾ＠ 19総年1: 1主s初日|例1il ij' J日務所入札

Ｑ 鈎ｾ ｦＧＭ 三 Ｊ総合研究所目怖 ｬ

主な業務経歴

- ] 993年担割庇地区Uf J 予創価マスタープラン

-1993年;1等nITI1I:Ii lfJ t! !A:i 1
到1トH1l;1i1i1i

l

- ]9911f-布HN. '-j' 央止陵( トリウ'ェ - )1/;布U，止)

地区センタ一五lYt;11i百l

- 1 Wド1! 林 市ιJI .C・1打倒似也区市 街 雌1合Iヰ

生 砂時|例

- すいせんのことば/ 野村康彦

堀井君は、コンセプト構想力 ・空間

形成創造力 ・事業センスを兼備した、

これからのまちづくりを担うにふさ

わしい人材です。

とくに生活者や都市利用者のアクテ

ィピティからまちづくりを志向する

独自のプロセス手法は、真の豊かさ

を生み出していくものと確信します。

- 青年技術者のニとぱ

右に示した UI Aのコ ンべでは、持続

可能な社会の将来像として「道楽社

会J を提案した。これは、「場」の歴

史、風土、風俗、地霊等を資源とし

て、その場に暮 らす人々の「メシの

たねJ をつくるという、広い意味で

の観光産業を基幹とする社会を提案

したものである。その後、自介自身

の中てに来るべき社会の「イデー」

として持ち続けているものだ。

その意味から、右記の熊本の仕事は、

地域に深く根さ. した都市計画家との

コ ・ワークであり、都市の歴史と空

間的個性を丹念に計画に織り込んで

いく姿勢は、大いに勉強させていた

fゴいfこ。

思えば、「人が集まる場所をつくりた

い」と志して 10年。都市開発の現場

に身を置き、今後もそうあり続ける

所存であるが、プロジェク卜の実現

のプロセスが、そのまま自らの! l I t 念

を削るプロセスとならぬよう、ある

穫の「攻罰金J を身につけることが、

今後の自分自身の大きな課題である

と感じている。

熊 本 市 中 心 市 街 地 地 区 市 街 地 総 合 再 生 基 本 計 画 共 同 人 間 都 市 研 究 所

- 計画の概要

熊本市中心部の熊本城東側に位置する

約70haの商業業務中心地区について、

地区整備の基本方針を策定し、再開発

等を誘導する地区について整備方針と

実現化方策の検討を行う、市街t也総合

再生基本計画。

・計画の特徴

本吉村函は、地区の内部に残るヒューマ

ンスケールの路地空間の魅力など、地

区の歴史的特質と空間的個性を生かす

計画づくりを行ったという点が大きな

特4数である。

- 提案の具体的内容

① まちの個性を生かす開発ボ リューム

の適正化方策の提案一一地区内部の細

街路の再編とスポ ッ トターミナル

告涜通体系と拠点形成に対する総合的

な提案一一地区内部の歩行者優先化と

拠点性を持つフリ ンジパーキ ング

③シンボル軸i合いの景観形成への提案

一一屋上庭園とアーバンコリドール

- その後のまちづくりの動き

基本計画策定後、対見模再開発プロジ

ェク卜が事業実現に向けて本格的に動

き出すなど、まちづくりの動きが活発

イヒしてきている。

細街路の整備イメージ

地区整備構想、図

屋上庭園のイメージ アーバンコリドールのイメージ

一 道 楽 社 会 が 地 球 を 救 う ー [ 持続可能な地域計画コ ンペ」応募作品/ 1叩 年 山 州 共 催
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新 谷 依 子

生年月日昭和41年 7J' J 8 日

li 掛 字書豊平成 4年付戸大半決明正工学研究

科鈴! J l i1j雷除こW:J.士修了

業 歴 平 成 4 年住完 ・古|賄主主{ 商公団入社

平I&: 7年関西支ヰaut 復興，)喋コ宇

都市街血整備第一都市街也部 |諜

. すいせんのニとぱ/ 岩永克美

東部新者島心は、震災復興事業の中で

も特に注目されるシンボルプロジェ

ク卜で、臨海部に建設される公的住

宅はすべて公団が受託して一体的に

設計施工しているところである。

新谷君は、灘 ・日出町地区担当の設

詐蓄の一人として、設計コンセプ卜

から配置、建物設計にいたる企函・

諒閣整及ひ発，主業務を、都E期 間

のうちに的確に知里し、街の早期復

興に向けて設計業務を推進するキー

マンとして活躍 中であり、その技

術 ・能力からみて青年技祢渚として

相応しいと思われる。

- 青年技術者のことぱ

日出町は、 6. 2ha の敷地を兵庫県、

神戸市、住 ・都公団が一体で開発し

た地区である。 この事業の特徴は、

用地の所有権上の区分は行うが、機

能土は一つの蜘也と見なし開発する

公的賃貸住宅也区である点、また、

敷地周辺の土地区画整理事業の計

画 ・工事と同時進行で当団地の設

計 ・施工を行わさ「るを得なつかた点

であろう 。

このような特殊な条件の団地ではあ

る力三兵庫県、神戸市の方のみなら

ず、基本配置図; 度しから 2週間で模

型を持ち寄っていただいた各設計事

務所の皆さん、短い工期の中で施工

してくださ っている各ゼネ コンの

方々全員の、「復興のために… 」とい

う思いがあるからこそできるのだと

恩う 。

平成川年春の入居までこれからが

正念場。皆さんの力を借りて頑張り

たいと思う 。

東部新都心 灘・日出町地区の設計計画

(仮称) ;難 ・日出町団地の設計コンセプト

神戸の魅力の復興 アーノ てンリゾー 卜の都市づくり

( 快適でる安全な住宅街区の形成)

目標指針 < 東部新都心て目指す街づくり>

①新1 . - _ 、都市環境、都市居住の街づくり

②環境と共生する街づくり

③高齢社会に対応した街づくり

街 のしかけ一一配置 計 画

< 都市にf主む良さを感じる街>

①港神戸にふさわしい都市景観の演出

② ・ヒューマンスケー Jレに合わせた街並

み景観のある街

・便利で快適なにぎわい通りのある街

. みんなが出会う公共施設に面した生

活広場のある街

③緑豊かな安らぎのある街

④ノントラフイツ夕、ノ ンとバリアフリーの

高齢者にも安心な街

⑤ 防災アメニテイモールのある街

・防災自立性を高める都市基盤の笠

備

⑤変化に富んだ街路空間がちりばめられ

た‘ わくわくする街

④災害に強い街づくり

⑤ウォ タ フロントを活かした街づくり

⑤災害住宅の早期大量供給

住宅のしかけ一一住棟住宅計画

，< 集 まって住む良さを感じる住宅>

①街区形成型住棟配置により居住者のコ

ミュニティ形成にも寄与

②高齢化に対応した人に優しい住宅

→ ・高齢者対応住宅の供給

・シルバーハウジングの供給

③コミュニティ形成を重視した住宅計画

→コミュニティバランスのとれた住宅供

給

④街並みに統一感を持たせつつ変化のあ

る表情豊かなファサード

⑤復興住宅設計方針及び標準プランの

採用による効率的な住宅供給

復興の先導的モデルとなる街づく り

鳥 かん図 ( 南東方向より )

< 目 標 指 針 の 具 体 的 な か た ち>

・ 新 し い 都 市 環 境 ・ 都 心 居 住 の 創 出

." . 住宅、商業、福祉等の混ざり合った 「まち」

由形成

ー沿道性の高い住練計画( 街区形成型住棟

配置)

ーヒューマンスケ ルに合わせた街並み畢観

速やかにコミュニティの形成される街づくリ

多世代、ヨ易機な人々が交流する広場のある

街

. 高齢社会に対応したすまい ・まちづくり

4  コミュニティパランスのとれた住宅の供給

団地内のバリアフリーをめざす

ノントラフイツクゾ ンの街

・シj レパ ハウジングの供給

。全住戸の高齢対応化

特別養鍾老人ホーム地域福祉センターの

ある街

「庭J 的な中庭空間の形成

. 災害に強い安全て快適なすまい ・まちづくり

司 ・逃げなくても良い安全な住棟計画

ー日常の通路でもある防災アメニティモール

の盤備

防災自立性を高める都市基盤の整備

ライフラインの耐震性の強化

. 環 境 と 共 生するすまい ・まちづくり

司 ・駐車場棟の屋上等の緑化

中庭空間の工夫

住棟問の路地的通路の緑化

- 設計誘導 ・調整

骨 計画調竪委員会の設置

ー街づくりガイドラインの作成

. デザイン調整会議の設置

- デザインJ jイドラインの作成

防 災アメニテイモールをのぞむ

19 
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篠 原 佳 則

生年11[1 1!J64.if. 8 JJ 30rI 

1，撚判 長 1989' 附 古屋大ゐ" 判乞["j t研究

手 と 胤 盟 約ｼ怖 い， ＧＯｊｊ＼ｦ｜ＧｩＭ 上 前期ｾ 程 修

了

業 日程 ＱＹＸＹ ｩ ｬＧ ＼ ｾ ｢ＺＧ Ｉ 1処築:i!ti '附 哨 所入主l

Ｔ 片山同 Ｇ ｊｾｊ Ｇ出所 出 品 ｊ Ｇ ｊ 刊 ｬ

1料品a'A 愛知的災特))'J 介役J泡設

三可I七キス イノ、イム本社ヒツν

特mi!N盟4 人ホーム扶桑チli

ｾｴ 号 制 翠紅白 ｊＨｬ ｊＨ 務所 且ぴ努車 線 ＧＢ菩

特E悼む盛名人ホーム雌: A制

蝦協ポty 7 レツ Y ユ七ンター

パーテッ、ウスlJIi

三重)¥¥1[. ，: ' : ; ; 糸凶お院

栄公|剖ハスター ミナノレ

愛知比 例 、 児 ｦ ｾ 側 副総令 セ ンタ ー

- すいせんのことば/ 小宮三辰

当社においては、医療 ・福祉関連の

設計を多〈手がけている。この程の

計画ではさまざまな分野の人々の協

力と専門知識が必要である。大学以

来、他介野の人々とのかかわりを積

極的に求め、そこで得られた知識は

現在の設計に+ 介反映されている。

彼の作品はそのような環境と人格が

プラスされ、常に人に対する優しさ、

温かさが感じられる。

- 青年技術者のことぱ

高齢者掘室、精神病院子側丙院と

いった福祉医療嬬支を扱ってきた。

これらは、閉じ込められる利用者の

立場と、集団を管理する管理者の立

場がしのぎを削る施設であり、 f24時

間生活施設j とも呼ばれる。ある意

味では多機化、個別化の社会の流れ

にi留守する: 凶掃の施設でもある。

施設の運営、諸室の配置、詳細の決

定に至るまで、利用者の立場に立っ

た姿勢が必要で、設計者は利用者の

立場に立って客観的な視点て' 提案す

る必要があると思う 。 また、建築空

閉そのものが持っている病気を癒す

効果、元気を与える効果を信じてお

り、福祉医療括支での実践をもとに、

他の種類の建物や街並みにも応用で

きたらよい、と考えている。

愛知労災特別介護施設 特別養護老人ホーム扶桑苑

労働省が整備を行っている、労災事故 周囲には畑が広がり、北東方向には、

による障害を持つ高齢者用の永住型施 ゆったりと流れる木曽川と犬山城が展

設である。 望できる堤防道路沿いの敷地である。

敷地は瀬戸市西部の住宅団地近くであ この計画では、 ①入所者ができるかぎ

るので、外構は出或の人も散策しやす り自立した生活ができ、 ⑪ 糊 の 人 ゃ

いよう公園として整備している。池に 謝助演経に立ち寄れ、 ③周囲の自然

向かつて聞かれた北側ファサードと、 を取り入れることを{ ; 紺けた。入所者

北側斜面と町主棟に固まれたプライぺ にとってひとつの世界となりがちな老

ートスペースにより構成される。 人ホームでは、変化のある多様な風景

設計にあたり、高齢者居住施設に関す を用意しておきたい。

る研究調査を受託し、全国 12ヵ所の類 扶桑苑では、隣接する南のグランドで

似施設を調査した。配置、平面、立面、 のソフトポールや、中庭を通って訪れ

詳細のほか、運営方法、 E旦念を含めて る人、庭の花や木といったいろいろな

報告書にて提案し、設計に反映した。 風景が眺められるようにしている。

日白並19

A rchi 町 ture

i24時間生活施設の

計画設計手法J

特別養護老人ホーム藤美苑

南側に矩形で3階建ての居室部門、北

側に半円形で 2 階建ての共用部門を配

置している。共用部分は| 階はデイサ

ービス、 2階は食堂、 3階は屋上庭園

で、中庭を中心に一周できる平面とし

た。居室部門は中央に寮母室と三角形

の談話ロビーを設け、自然と人が集ま

れるようにした。

半円形の中庭は樹朋、デ人y キ、せせら

ぎ、車イスでも水にさわれる泉があり、

憩いのスペ ー スとしている 。 Ｚｉｾ拡或に開

かれた括支を意識し、玄関ホールは 2

層吹抜けで、外部から中庭がうかがい

知れるようにしている。

環境 ・プログラム

Heaf i ng Archi t ect ure 

プログラム{ 健鋤}

4r t H. ・I i 時{ 鎗. 備( )

Ar t  ul v bi 側 { イベ y ト}

IArtG. . l t . n. . . . r t. WlI ll・u・1

Danc. H. . l i n‘  { ダン Jえをする 3

lI us l eH・・H碍 { ・・. する}

Far . H. . tL向. ， 圃 益金する}

Sport  H. . t i n， ( . Uサをする}

県立高茶屋病院 ( 仮称) 愛知県小児保健医療総合センター ( 仮称)

「人H 医療H 自然j が調和し、個人がもっ固有のリズムを取 子供を取り巻く環境の変化や疾病構隼の変化にともない、既

り戻し整える空間が必要と考え、全体を Heal i ng- Archi tec- 存医療資源の有効活用や機自白亘携強化の拠点、新たなニーズ

ｴｵｲ･ をテーマに、「機能的な建物配置 ｊｦｾｾ 皆的な空間構成 ｊｦ 自 に対応した{ 呆健サービスを行うために設置される。

然にふれあえる空間「地域に開かれた施設J を計画した。病 建物は雑木林が残る丘の上に建てられるため、単なる嬬主に

院の中心に、官雲鈎寮棟、中央作業練を配置 し、それらを挟 とどまらない丘全体での環境づくりを目指している。掘 惣E

むように病棟を配置している。これらの建物を、背骨となる 置はアトリウムを中心に各部門を設け、介かりやすくしてい

デイケア練で連結し、機能的な明快な構成としている。 る。

病棟では、患者の病状に合わせて治療空間を趨尺できるよう 病棟はナースステーション、食堂、テラスを中心とした構成

に病棟内を 2 つの 4床室群と個室群に介けられるようにし、 で、病棟内で屋外に出られる場所を提供している。屋外の調

閉鎖病棟の患者も屋外に出られる病棟専用庭を設ける計画と 整池周りにはいろいろなレベルを想定した遊具を置き、患児

した。 の1え態 と興味に合わせて自然と外に誘いだす仕掛けを考えて

いる。



設計・計画部門

森 下 修

1962年 生 ま れ

198VI'  1河nw大子強然;件 十入学

1985
1
1三早稲田大半大判先入手、池原翻日に

師匠li し、 所沢キャンパス等の前干|に

参1m。現;t;l! j に泊 り込む 日々

1987$1'  lf 'iffi IIl大"'t校修了 ・竹中J :務府入社

1987$1と Nl A E ( Nati onal  lnst itut e  fOl  

Ar chi tectural  Educati on)主催

“ 1987 W illi a m Van A L LE  

Memor ial Fell owshi p Competi .  

tion" 3位

1988 $ [ ' ダイヤモンド ・タワ ー担当

1993 ' 年ダイヤモンド ・タワ 一二171>中断

1994年 ・・ くろしお自説岩部'

199昨 神 戸 糊H西神的ν 依災で中止)

1996
i
f- 中l'戸新Il刊行西村牡宅

1996 ' 年西村ボウノレプラザ

- すいせんのことば/ 細入誠一

思いやりと畏れを持ち、コンセプ卜

の紡ぎ上げとその造形に挑戦すると

ころに、彼の作品の魅力があります。

空間病成のための計算された材料の

濁尺 ・ディテールの決定は建築への

般|企が感じられ、好感が持てます。

今後の活躍に、大いに期待できる青

年です。

- 青年技術者のことば

建築諒博とは、請負の基に成立す

る職業である。すなわち、クライア

ン卜あつての私でなければならぬ。

何を提供でき、いかにしてクライア

ン卜の利益を守ることができるか常

に考えるべきであろう 。決して、迎

合するという意味ではなく自立した

職能として、完成後の建物の姿を見

越し、クライアントに提言せねばな

らぬ。完成の喜びを建築主と介かち

合えたときはじめて、信頼と満足を

得ることができたと言えよう 。

同時に建築は、ある環境の中に、ま

た、時間輸の中に存在し続ける以上、

社会ストックとしての責任を負った

ものでもある。次の時代を見据え、

風化することなくその場に存在しう

る建築を創っていきたい。

出来上がった建築とは、それを創る

ことに専念 した人々の一つの答えて・

あるが、それは特定解ではなく、幾

千通りの中から抽出された偶然とも

言えよう 。ただ、その偶然はそれを

創る者の確信と信念に裏打ちされた

物であらねばならぬ。

西神ボウルプラザ

神戸新聞社西神社宅

“ くろしお倶楽部"
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設計・計画部門

大 谷 弘 明

ＱＹＶ Ｒｾ ＱＧＭＶ月 ＱＰ ＱＧ Ｑ 大胡匙E まれ

1986年初治芸術大古喋術学苦悩虫採附来

同年 日姥f部| 入初:

現在刻版本ヰJ 酎 |封 f

主なfi ちY『

イトー キ大阪ニュー オアイスギャラリ ー( 四年)

新居浜市立 別 補 ｬ 山 記創 ｾ ｗＺ Ｚ ｦｴｧ ＨＹＲ 年Ｉ

キーエンス坤: ; Ii ・日形'V' Ji "(94' ド)

愛綬 ｬ 怯ＡｬｴＡｴ文化 ｉｗ ｾ 姉官ｻ例年Ｉ

福岡健司やJ"'T校内! 品幼flliW96年)

力11(.;) 11>>ェノけ、スパーク (97年)

宇i治古市i/i，Wち防;誇?議J ミユ一 ジアム( 仰9叩8伴f年ド一処世中

笈奴li県il 中核美術官館官{ 倒9叩8年一控設4

- すいせんのことば/ 寺本敏則

環境の文I ! J K をよみ的確な構想をたて

る創造力、建築を美しく気品あるも

のに仕立てあげるデザイン力に卓越

したものがあります。それにかける

情熱と誠実さに輝きを感じます。

車且織にあってますます! 税金を磨き、

持ち前のイ面全てキ士会に役割を発揮し

てもらいたいと思います。

- 青年技術者のことば

今の日本の街を風景として眺めると

き、その痛4 しさに目をおおう 。建

築家の無節操、傍若無人に人々は声

もない。経j鞭先の諦里や官の無力

を嘆く前に、私たちはまず、自介た

ちの職能の至らなさを認め、現実の

街が直面する悲』事応対して、傍観者

となってはならない。

次の世紀の建築は、少ない資材て環

境へとすべりこむ、静かさのような

ものを備えた器となってほしいと考

える。静かな態度てて創る建築といっ

てもよい。具体的には、既存の建家

を、永〈生かすのが第一条件だろう 。

もはや自己表出としてのデザインは、

求められる仕事ではなくなり、もっ

と社会の内側て働く存在になること

が求められるだろう 。

華々しさはない。地味な仕事ではあ

るが、高い倫理観に基づいて行動す

る姿によって、多くの人々の信頼を

取り戻せるかもしれない。 日本の街

並みを底辺のところから徐々に美し

くしていくことに、微力ながら力を

尽くしていこうと思う 。

イトーキ大阪ニューオフィスギャラリー 宿岡隻葉小学校附属幼稚園

キー工ンス本社・研究所 愛媛県歴史文化博物館

新居浜市立別子銅山記念図書館

加古川ウェルネスパーク



設計・計画部門

津 田 英 行

生年n 11 1962年9丹2 日

五諸井' 沌置 1987
1
1'. 芝1m工 業大f以 学 臨 肱

["i'.:f il 必i築学ilt了

業務経 ｾｍ 1987
1
1'能向建設側建築; 没J I本部

入社。見 A/E総2同体部)

1992年同l刻岡支応建築: e. G11判i

{岡 高 部 ミノν ・ロッシユ

受賞

Ｑｉｬｬ ｦＮ ｾＩ＿［ｲＮｊ ｬ ｩｊ Ｎ Ｑｦ隙

三 間巨ピルな E

間山製図碍I"'t半核津部俊合部|競 出 佳 作

ｲ ｬｊ 仏文化合 ｴｲｬｦｾ 品ｭ 競制佳作

印刷南部改革i ' f i &' ;i1競 出 制 下

ｲ ｷＺｾ出火問物館泌， Ｑ 鮒刻特月 ＱＩ 選Ｚｲｴ

「ミル ・ロッシュ」商! r ，J : 克デザイン' l . l : 入選

. すいせんのことば / 山田 元

津田君は、「熱き心J を持った設計者

である。入ヰ土以来仕事だけでは満足

せず、同僚を集めてはコンペに参加

し、数々の成果をあげてきた。

近年はチーフとして、その「熱き語

りj て強注から現場の職人までも巻

き込み、{ 因性ある建物を創出してい

る。

将来が楽しみな言宣言十三者である。

- 青年技術者のことば

まなさ. しを一点に投じることができ

ない不確定な状況で、いかなる “ も

のづくり" をするか。命題の設定さ

え困難な現代社会において「建築」

は、もはや一つの閉じた脳では構想

できなくなっている。

私の置かれている環境は、様荷なス

ペシャリストて構成されている。多

様な方向全力滞ｩｬｌ ｦｾ げヒされているのだ

が、そのF雌量の内外はさほど問題で

はなく、境界のない開かれた関係金

の中て意思を交感し合うことこそが

大切だと思っている。そうした行為

の向こう側に、何かすてきなことが

ほのかに見えてくるような気がする。

ミル・口ッシュ

ｾ 断 言 奇 |  

ｾ堕 Ｎ・ ｬ

lf 聖二 |  

鹿島京都山科寮
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設計・計画部門

門 谷 和 雄

生年月日 1961年 12月17日

五 ｬｊＮ ｾ 守容 ＱＹ ＸＷｾｦ 神戸大牝 ｫ 学院工学 研 究

科建築持4靴 修了

業務略歴 198T年竹中工務/; ! ; 入社

198昨 広印刻; ! ri; ) t i 日間部問

主な作品盤

- 川崎医樹ilil JJ:;同日

.  

Ｎ上比 ｴ ｩ治古山大竿若剥 Ｑ［ 値匝恥斗合令 刊 ｉｾ ￞掬朝誼官 Ｈωｊ 山 Ｑ 曲酌 ｬ 設計簸技Ｉ

Ｎ 耳切よ業主剥 ｉ ｛ｾ 学校 ｪ よ民政

- 比治山女子市立苧判古書R校舎( 校合設;ti 競技}

. すいせんのことば/ 若本幸純

彼の言宣言十活動は、企画から唆エまで

トータルデザインされた一つひとつ

の建築が糧になり、実に着実な歩み

になっている。特に学校建築では、

豊富な経験をもと に、事交育のための

環境と空間のあり方を探究実践し、

新しい建築作品の創出がライフワー

ク的な展開をみせている。

- 青年技術者のことば

足かけ 10年間のE宣言十活動の中で、比

較的多くの学校建築に携わる機会に

恵ま れたことは幸せてdあったと思う 。

それぞれ、規模、あり方、学校の方

針などすべてとして同じ条件はなか

ったが、企画構想から竣工まで多岐

にわたり参画できたことが、大きな

喜びでもあり、貴重な経験となり、

次の計画へと生かされてきたと思う 。

近頃、学校建築に本当に求められて

いる空間 ・環境とは何かを考えてい

る。 もちろん、個別の事情・条件が

あるので核許琉することはできないが、

建物を「学校建築」たらしめる要因

とは何か、確固とした答えはそう簡

単にみっかりそうになし、。

下図でみるように、教育の「情J に係

る要素と「体」に係る要素が互いに

交感する中で行われるよう、 「情」

「体J のバランスのとれた学樹諜

を今後も目指していきたい。

川崎医療短期大学医用デザイン学科棟

比治山大学計画総合情報館



設計・計画部門

中 村 文 紀

1962年 10月28日生

1986年 神戸大学工学苛性問手# 将乞業

198811 ' - 神戸大おたよ河主工学膏険罪41lD

198811 ' 榔l雌 i開局育所入社

保弘経膝

1  ＹＹ ＨＩｩ ｰ 雨 Ｑ 斑リ〆ート開 ｾｲ ｴｩ ｩｬ￭ｬ

1992年 制 榊1J " li 医師会西村月1鵬

199符 堺 市 駅 前 地 区 市 街6再開熔峨

Ｚｾ原町也区第一衛 官僚也周期 滞 ｉｾ 業

1994if- Bank 01 China  [中国鮒i - l 大阪支

信

1995年 浜 大 法二丁目共同ヒW

1996
i f- ｾ脱町南コミュ ニティ施 設

1997年 目E勅; ) 明石市1.(¥台交イ帥設

. すいせんのことば/ 精 伸 夫

確かな論理に裏付けられた卓越した

構想力と、ディテールに見られる匠

心が、都市とのかかわりから家具に

至る幅五い視点に立脚した魅力ある

建築を創り出している。

持ち前の親しみある人柄とバイタリ

ティあふれる前向きな設計姿勢に、

今後の活躍を期待するところである。

- 青年技術者のことぱ

現在、私が関心を持っていることは、

ユニバーサルデザインという概念に

代表される「優しさJ についてであ

り、建築における「優しさJ を実現

していくための、単位となる空間の

導き方である。ア ・プリオリな機能

にとらわれず、新たな空間の秩序を

摸索していきたい。

日憂しさ j というテーマは、この混

迷の時代に単なるひとりよがりの建

築にならないための、有力な手がか

りだと思っている。

Ba nk  of  Chi na 大阪支庖

聞神戸市医師会西神別館
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設計・計画部門

藤 岡 慶 子

生年月U 昭和137
1
1' 3  Fl 221J 

融 問藍 昭和59年対仮J 亡、'f" C' i ' " 制深工学

干体業

;R ｾ重昭和 ＵＹ Ｑ ＱＧｻ険Ｚｫ［ｴＪＪ且入社

大阪本l胤 燦7訓 告11

俗ｾ塑古里

H湘 162年 f立川耐え大‘沌取締j 待 合

昭和621p ilGt<I' シティヒルスシ、ウジングコン

べ1紙 麟

ug，相暗311' ヒJν ズコート品川規ノ、ワジングコン

ぺiiki 断

平成 l 年 神 ド ヒ ル ズ テeイズハウジJ グコン

ペ Ｚｊ ，ｾ 悩百時

平成 2i p k! 純E斜聴舛l宅

平成 4 年商品: A#i 文化七ンF ー街区プロポ

一 寸if)ν 第 1次i蹄 入 選

平成 9年 ロー ν ノレスクエア聖子二見ヶ五: mlJ UI 

. すいせんのことば/ 三谷幸司

幅広く知識を吸収しようとする姿勢

と、それを自己のものとして独自の

アイデアを提案しようとする姿勢の、

両方を持ち合わせている。

プロジェク卜をチームワークで進め

る時代にあって、次代を担う存在と

して成長することを、おおいに期待

する人材である。

- 青年技術者のことぱ

社会情勢力〈大きく変化し、建築に対

する要求も多様化していく中で、日宣

言十j という行為の範囲書は広がり、ま

たプロジェク卜が大きくなるにつれ

て関係する介野は多岐にわたります。

それらのプロフェッショナルと同じ

土俵に立ち、建築さらには衝を創る

精神を語り合い、確かめ合いながら、

新しい環境空間を自IJ り出していく過

程を大切にし、語ることのできる自

己の精神を養う努力を続けたいと思

います。

その土地の歴史や風土、人々の生活

を手掛かりにして建築を創るとき、

環境と調和し、あるいは文# 王寺しなが

ら都市の一部となっていく、建築の

社会性がし、かに大切であるかを実感

します。決して時代に流されること

のない姿勢を持ち、今関われている

社会や人間にとっての要件を満足す

る新しい技術に敏感に反応しながら、

環境空間の創造に携わっていきたい

と思います。

大林組御影社宅 (PAT I O D E 円OB L E)



設計・計画部門

生年月日昭和4Q!f- 12月15日

r . J i *矧藍平成 3年糊# 故三十事完

挫 影f"'- ' i J : 土修士課邸主了

E筋 縄 歴 平 成 3年鮒竹'1' 工務J;5，入社

ｾ， Ｚ 名古屋支応設 ｦｦＱ 剖 ｩ

作品経歴盟国自却厳給総別宇所組合会 ｾｮ

ｾ 悶 佐 Ｑ ｭＡ醐搬作 ｩｩ ｊ￭書欄工場 ＧＱ 町長

阪

Ｑ 臼 Ｑ Ｑ ｾＢ［￮ｊ ｊ［Ｈリ〆 ー トホテノレ

ｾｉＺｕ自蹴撒劉慨輯非保護所

K ' MIX 本社ヒソレ

. すいせんのニとぱ/ 北原晴男

彼は、建築が場に与える力を強〈感

じ、常に環境とのかかわりで建築を

創造する姿勢を貫いています。

経験と知識からなる技術力に加え、

感性と洞察力が高 〈、 熱意をも って

創造しつづける強い意志、を感 じます。

- 青年技術者のニとぱ

私たちが物事をS蕊散するとき、とも

すれば近棚毘的または巨視的のいず

れかのものの見方に偏りがちである。

建築設計を学術拍力 ・技術尚力な見方で

捉えたとき、客観的に見過ぎるあま

り、人々の生の生活までも客体化し、

巨樹句見方が高じ、僻見者的または

厭世的になる場合もある。逆に建築

デザインを個人的才能の表出と捉え

た場合、個人的思い入れが強すぎ、

社会の求めているものと議離する場

合もある。

しかし建築設計はこの二極を複雑な

軌道を描きながら揺れる振り子のよ

うにたとえることもでき、この振幅

の大きさか建築の魅力なのかもしれ

ない。

その中で、作り手慣IJ の根底にあるの

は、「モノJ としての建築として幾多

の諸条件の中て官事直解を謙虚に見出

そうとする姿勢であろう 。そして、

この最適解を判断するには、技術は

もちろんのこと、上記の振幅の中で

物事を多角的 ・包括的に見つめる眼

と、絶えず中面玄い知識を吸収してい

く姿勢力〈必要であろう 。

豊田自動織機製作所組合会館

K '  MI X 本社ビル

豊田自動織機製作所琴科保養所
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権造部門

2  
徳 田 幸 弘

生年月日 196*-11月10日

長話料l-'lR' 1犯8年，1'1: 11:芦C;:;T A--' i平乞[ e河砂漆i十

姐浅E当士宮草1文修了

業務経歴 Ｑ Ｙ 路年 ｉｾ 姥 Ｗ 必 ｩ 東 京本村構造剖 ｩ

1関昨日主tt話回|対坂本社株込部

主なイ惜高醍

1鈎9i 仲h戸ノ、ーノ、ーーランドセンターヒノν

l虫均年ホテルニューオータニ耳目置

1991年りも、はんなプラザ・往来ホーノレ

1994年草餅いずースポーノレスタジアム

199511三三陸新和初苫

1996五同11歌山マリーナシティー

ロイヤノレパインズホテル

1997&I' i:II知市中央量! 万己rll 場

. すいせんのことば/ 潟飼邦夫

舞; 州スタジアムでは、建築形態に大

きく影響を与えるアーチ状のパック

ネット支持概宣と P C スタンド構造、

三重銀行では、大きな吹抜空間を創

り出すフィレンデール構造を提案す

るなど、建築と協同して創造してい

く立場に立ち概宣を担当しており、

今後に大いに期待できる。

- 青年技術者のことば

骨脅且の架橋図を Ｑ ＯＳ Ｐ ｾ Ｑ ＯＵＰ ぐらいの

スケールでスケッチして

「これで丈夫なんやろか、いや太す

ぎるんちゃうか」

ともう 一度悩む。

ひと通り断面を計算して設計した後、

このような時間をできるだけ、とる

ようにしたいと思っています。

構隼設計者としての部材のプロポー

ション感覚を養うことや意匠設詐者

に部材やディテールの見え方を知ら

せて議論することにつながっていく

と考えるからです。

短い設計期間の中で構造断面の決定

要因を抽出し、早〈断面設計をする

ことが求められつづけているように

感じます。

一度言語十した部材の構造性能を異な

る手法でチェックすること、また意

匠、設備、施工などの建築総合的な

角度から再度見直しながらスケッチ

を起こすことを心がけていきたいと

思っています。

舞洲ベースボールスタジアムの構造設計

この建物は、大阪市がスポーツ ・レク

リエーション拠点として開発を進めて

いる大阪北港の舞洲( まいしま) に建

つ、 | 万人収容の市民球場である。

平成 9年の「なみはや国体」の軟式野

球会場に使用され、国勝見格に準拠す

る広い天然芝のグラウンドを持つ。

大阪市港湾局と の共同設計ですすめた

本プロジェクトでは、プレストレス卜

コンクリー卜相前遣を用いて、スタンド

の造形の自由度を広げること、埋め立

て地て・の地盤の不等沈下安慌を十分行

うことの 2 点、が構造設計上の主要な課

題であった。

構造計画が直接全体の形態や意匠に結

びついている本フロジェク卜を通じて、

意匠設計担当者との共同作業として建

築物を完成させることができたと考え

ている。

- 構造計画

本持場の矧数となっている外壁面から

最大 10m持ち出している上部内野ス

タンドの架橋計百と売手状決定が主なテ

ーマて・あっ た。

マルチストランドを用いたフレストレ

ストコンクリー 卜造の片持ち梁を放射

状に配置し、その下昔話にプレキャス卜

部材の平板( ダブル T 版) を吊り下げ

てスタンド下面を構成することで、上

記の概宣を実現した。

一枚ずつは平面であるダブル T 版を、

少しずつ角度を変えて取り付けること

て漣続性のある曲面に見せることがで

きたと考えている。

- 架備計画

. 2層の鉄筋コンクリー卜造とし、ス

パン方向、桁行き方向とも一旬耐震壁

付きのラーメン構造として計画する。

・スタンド地上部は、 2 箇所にエキス

パンションジョイン卜を設け、温度変

化による変形とコンクリ ー トの乾燥収

縮に対処する。

球場全景 大阪市港湾局と日建設計との共同設計

- 内野スタンド上部 10mの片す寺ち床を

支持する梁にはプレストレスを導入し、

十分な耐力を確保する。

・スタンドのE勾末にはプレキャス トコ

ンク リー 卜床版を用いて、施工精度の

向上と軽量化を図っている。

- 基礎計画

- 地表から約50mの深さにある洪積

砂聖書層を支持層とする PHC杭基礎を

採用している。

本敷地はまだ埋立履歴が浅く、埋立重

量による支持層以下の沈下も生じてい

ると考えられる。建物重量の大きい外

周部分については杭を分散して配置し、

建物重量を封寺層にできるだけ均一に

伝え、支持層以下の不等沈下にも対応

した設主十としている。

・杭の支持層は N 値 50以上の堅固な

地2主であるが、上部の沖積層では沈下

が予想されるため、概由部に負の闇察

力を低減する処理 ( S L 郷里) を施す

こととし fこ。

- アーチ

- 平坦な埋立地て地域のランドマーク

とするため、 142mスパンの鋼管アー

チをスタンドの上部に架け渡した。

・このアーチが支持しているノてックネ

ットワイヤーにアーチから変形が伝わ

り安全性を損なわないよう、風荷重時

の変形を小さくとどめることカ〈設計の

ポイン 卜となっている。

・水平商に対して 52度傾いた形状で

あるため、風力、重力によりアーチ主

管にねじり力が発生する。 このねじれ

に対して強く、; 容接接合が比較的シン

プルなテーパー鋼管をアーチ主材とし

て採用した。

ライト側の外観 スタンド下面( ダブル T 版) 外観
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佐藤君は、入ヰ土以来ほとんどの期間

を調査 ・研究業務に従事してきまし

た。一つの専門介野にかかわわらず、

常に研究ポテンシャルの蓄積を怠っ

ていません。新しい技祢澗発に率先

して取り組むだけでなく、広い視J t

と的確な判断力をもって、多様化 ・

複主制tする社会やお客犠との関係に

おいて、技術Iがいかにあるべきかを

言判面し、サジェス卜できる能力を備

えています。

- 青年技術者のことぱ

入 品 焼 、 高 層 R Cや免震なと主謀

概宣分里子ても比較的先進的なプロジ

ェク 卜に携わる機会に恵まれてきま

した。 しかし時折、解柿雪命や地震

工学等の原点を+ 分には消化しきれ

ていない自分に気づくことがありま

す。ただし、このことは何も恥ずべ

きことではなく、むしろ事あるごと

に基本をしっかりと見直すよい機会

を得ることができるものと捉えてい

ます。エキスパートに徹することも

大切なことですが、何事も解ったつ

もりになると思わぬ落とし穴に陥る

ことがありますので、。面玄い視点か

ら物事を眺めることのできる、いい

意味での素人っぽさは持ち続けたい

と思っています。

今後も新しい事柄に臨む際に、ソク

ラテス言うところの“ 無知の鮪' の

精神を忘れずに本質に迫り、どうす

ればよいかを考えるのはもちろんの

こと、なぜそうするべきかを常に考

えて文枚Eするよう心がけたいと思い

ます。

免震構造建築物 CFK千里山寮) の構造設計

本建築物は、大阪府吹田市のほぼ中央

部に計画された地上 4 階建ての共同住

宅であり、地震に対するより高い安全

性を確保することを目的として、高減

衰積層 ゴムを用いた免震構造を採用し

た。

而曜安全性の検討として、 3 邸皆のレ

ベルの強さの地震動に対して耐震性能

目標を設定し、各レベルでそれらが確

保されていることを確認した。

地震応答解析は、各レベルについて質

点系弾塑出血震応答解析を行い、さら

に、免震層の偏心の影響 を確認するた

めに疑似立体弾割当苦悩嚢応答解析を行

った。

開庁モデルとして、上部糟造は 4質点

の署斜面せん断型モデルに置換した。免

震層 は、 1質点のスウェイ モデルに置

換し、完全 Bi- Li near 型の復元力特全

とした。 また、免震装置の水平特性の

変動特性〈製造 ・環境昆度 ・経年変イり

を考慮 して 3種類のモデルを設定した。

入力地震動としては、既往の波形のほ

かに、地域特| 全を考慮した模勝樹喪波

も採用した。

このプロ ジェク卜て怯、私は主に免震

装置の設計、地震応答解析および日本

建築センター免震概信平定に提出する

資事初〉取りまとめを担当した。

高層 R C造建築物

高層建築物を R C造純ラーメン概宣で

設計するためには、地震時に建築物に

加わるエネルギーを建築物全体に介散

し、かつ部材の塑性化によりこのエネ

ルギーを吸収する必要がある。

このため、建築物に設定する降伏機構

は、梁立嗣日の曲け閣犬先行型の全体降

伏型とし、柱および梁部材は、必要な

強度を確保するとともに、塑性化にと

もなう靭性の向上を図る必要がある。

当社では、 ιι 上の考え方に基づいて平

成 2 年 4 月より FKRC システムの開

発を進め、平成 5 年 12月に 日本建築セ

ンターの高層鉄筋コンクリ ー 卜造技術

検討委員会の技体対責討を終了した。

同委員会では、梁降伏型の全体降伏機

構を保証し、材事i十強度の上昇や動的効

果ならびに二方向地震の同時金等を考

慮、して設計クライ テリアを設定し、試

設計モデルの骨平析結果がそれらをすべ

て満足しており、目標とした而揮き性能

力宅産保されていることを確事志した。

このプロ ジェク卜では、私は主に構造

設言十イ士様害およびその裏付け検討資料

の作成と試設計モデルの地震応答解析

を+ 旦当した。

本システムの適用範囲は、 ＲＰｾＳＰ 階の

集合住宅であり、試E宣言十モデルは、地

外観

上 25階、塔屋 2 階で、 l スパン 5 . 0 mを

モジュールとする 8 スノ f ンx 6 スノ Tン

の均等架構とし、中央部に 2 スパン×

2 スパンの吹抜けを有する平面青刻犬で

ある。

軒高は 73. 45m、最高部高さは82 . 35m

である。

所在地吹田市千里山霧が丘5番 6

建物用途共同住宅

勝也面積 1，146. 9O"n' 

建築面積 392. 5f rn'  

延べ面積 1，328 .6frn'  

階 数 。 地 上 4階

軒 高 12. 00m

最高高さ 13. 17m 

構造問IJ 鉄筋コンクリー卜造

構造形式長辺方向 ・短辺方向とも純ラー

メン構造

基 礎場所打ちコンクリート杭

免震装置高減衰積書ゴム凶基

評 定 No. : B C上一免349 (H  9  .  1  . 2乃

基準階伏図
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. すいせんのことば/ 田中利幸

彼の作品には、建物の用途を大切に

し、構造骨組の生み出す空間への思

いやりとこだわりが感じられる。

どの作品も、丁寧な創意工夫とハイ

テク技術の駆使により、フレキシブ

ルな空間を提供しており、神戸朝日

ビルテ・イングでは、実現にとって不

可欠な施工法も追求している。

- 青年技術者のことば

建築は個々に異なる。全く同じ建築

はこつと存在しない。同じと見えて、

実はよく見ると個々に異なる働| 全を

f寺っている。だからその構造体も

個々に異なっているのが当然であり、

個々にイ因性を主張しても良い、と私

は思う 。

そうした場合、個々の建築の概宣設

計者は大なり小なりその建築に「思

い入れJ を持つと思う 。「思い入れJ

か事じてにだわり」になる場合も

少なくないと思う 。たとえば、その

「こだわり J がボルトの一本に向け

られたとしても、その一本のボル 卜

から概釘本の個性が光り出す場合も

あると思う 。

概盆体を設計していて、どんな些細

なことでもよく、とにかく「あれ

つ り と 思 え li 、私はその疑問に首

を突っ込むことにしている。そして

疑問に対して私なりの答えを見つけ

たとき、その概宣体に倒的〈生ま れ、

ひいては手ムの「こだわり」になると

信じている。

大スパン梁のたわみへのこだわり

事務所ピルの執務スペ スは、無柱で

天井の高いf先直な空間が要求されてい

る。そのとき、大スパンてカ、つ梁せい

もできるだけ小さくする場合、

(1 ) たわみが大きくなる

(2) 歩行等による振動障害の可能性が

ある

(3) 地震上下動応力が無視できない

等の問怠奈がある。これらは、いずれ

もスパンに対して梁制性が小さいこと

が原因であるが、設計m皆である程度

の予測およひ事前の対処は可能である。

とくに、目に見えてわかる床のたわみ

をいかに設計上の許容範囲内に収める

かには、技f榊守方策が必要である。

神戸朝日ヒ'ルテ・イングではこの「たわ

み」にこだわり、「合成効果を考慮した

床たわみ告| 胸;去j を開発 ・実施した。

本たわみ詰| 胸; 去で、良好な成果が得ら

れたのは、作業所 ・技仲間究所と 一体

とな って方策を実施した結果である。

- 梁の剛性確保の考え方

神戸朝日ビルデイングの基準階略伏図

を図 1 に示す。最大28. 8mスパンの交

差梁で基準階床は構成されている。

通常の鉄骨建物の建設プロセスに沿っ

て梁同IJ 'I全の変化をみれば、床版のコン

クリー卜を打設後、硬化した時点て鉄

骨梁は合成梁となり、梁の岡町全はかな

り大きくなる。 また事務所の場合の作

用荷重に注目すれば、単位床面積当た

りに作用する荷重は、床コンクリ ー 卜

打設直後の荷重と、その後に付加c < れ

る荷重とはほぼ等しいか、または前者

の方が大きい。 したがって剛性および

荷重の性状から大スパン梁のたわみを

図 1 基準階略伏図

表 1 たわみ予測値 ( 解析値) ( mm)  

位 置

合成効果を考慮した解析

合成効果を考慮しない解析

大きく支配するのは施工時と判断した。 実施に先立ち、下記の点について綿密

施工時の過大なたわみは仕上げ寸法を な調整を行った。

圧迫し、天井高を下げ5 るをえなくす (1 ) ジャッキア ップ ・ダウンのタイミ

るので、車色対的に解決の必要があった。 ングと、鉄骨建方およびコンクリ ー 卜

そこで、通常では合成効果を期待でき 打設の工程との整合

ない鉄骨および床コンクリー卜自重に (2) 同一棺て多数配置したジャッキを

対しても、鉄骨梁と床版カy 本となっ 順序よく操作する手順の設定

た合成梁 とし梁剛性を増大させ、施工 (3) 仁くりの微調整およひ徐荷速度に

時のたわみ量を減少させることとした。 対するジャ ッキ性能の設定

鉄骨建方方法も含めて、合成効果の有

無によるたわみ量の違いを表 1 に示す。

合成効果を考慮 しない場合のたわみ予

測値52mml こ対して、合成効果を考慮す

れば、通常スパン梁のたわみ畳に相当

する l 3mmとすることができる。したが

って、合成効果を考慮 したキャンパー

( むくり ) 加里を適用することとした。

- 合成効果を発揮させる施工方法

合成効果を発揮させる施工方法として

考案した方法と手順を図 2、 3 に示す。

鉄骨建方が完了してから、必要むくり

量を確保するため仮設サポートに組み

込んだジャ ッキを用いて ジャッキア ッ

プを下層から順に上層 まで行う 。ここ

で、タワークレーン受けの仮設トラス

を仮設サポー トの反力受けとしても活

用する。梁鉄骨には予めむくりを与え

ているが、鉄骨建方特に自重介は少な

くともたわむのて二 このたわみを ジャ

ッキア ップにより解消する。

次に床コンクリ ー トを上層からl頃に下

層まで打設、養生する。コンクリート

の所要強度を確認した後、上層から順

に下層まで層 ごとに緩やかに ジャッキ

ダウンを行う 。この手順を最』 皆まで

繰 り返す。

- 施工計測

下記の宮里を行うために、施工言十測を

行った。なお、これらの計測諸量は施

工時にリアルタイムで表示され施工に

フィ ー ドパックされた。

- 必要なむくり 量を確保するためのジ

ャッキア ッフ鴻の鉄骨天端管理

・合成効果を確実に発揮させるための

ジャッキダウン速度の管室

・偏荷による仮設サポートのi ! A l 苛重防

止のためのサポート軸カの吉野里

- 実施結果

品 員IJ結果を図 4 に示す。図 4 より、ジ

ャッキダウン前後での変位は図| の

81点で 12m瓜 82点で I l mmであり、表 |

の博特;fif直とよく対応している。 したが

って、自重に対しても合成効果を発揮

させ、たわみを常1胸しようとする目標

を達成できた。

*  
本方法は、大スパン梁のたわみ帝1胸と

して有効な手段と筆者は信じている。

本文では筆者が「たわみj にこだわっ

た事例を示した。今後も「こだわり j

の心を堅持し、より良い作品を生み出

してゆきたい。

20 

鉄骨建方中

仮設

サポ ト

(  むく j l  調整機構

内蔵

建方時の

サポートと

兼用

たわみ制御完了後

タワークレーン受けとなる

図 2 たわみ制御イメージ図

たわみ

制御中

反力階の

仮設トラス

ー10

20 

15  

10 

。

A ジャッキアップiJt E 床コンクリー内定主中

B: 上層床コンクリ一昨J ' . M主 F ジャ y キダウン直前

C 中層床コンクリ一昨兎封圭 G ジャッキタウA Jt

D 下層床コンクリート干克財宝

図 4 計測結果

I  (!) I  I  ｾ＠ I  I  Q)  I  1  コンクリート 1 @  1  1  @  1  

「一一 一一寸 「一--; rr. -一--， r-::-寸1 一一一寸 ｲ］Ｂー τ 寸ＭＭ］， 所要強度 ｾ ー ＭＭ， 陀ヲでヲ切でヲでで河

「一一一一一一「 時 「一一寸寸ア一寸 時 I ー寸寸一一寸時 J = ! ! 寸 時 寸 時 ｾ今誌 ｐ 』誼叶

Iて 11 I  i 一 ・I ト r- - l l - - - - '  r一一nー 「 確認 「一てrr一" 1 rー惇罰ー「

鉄骨建方 むくり調笠 床コンク J ート打設 コンクート養生 サポ卜4散去 よ階へ進む段取り

本締め (ジャッキアップ) 上階より下階へ ( ジャッキタウン) 仮設トラスは

溶接 下階から上階へ よ階より下階ヘクレーン受けに転用

図 3 たわみ制御の手順



構造部門

坂 口 清 隆

生年n日 昨'{;fj 137年 12 月12日

1，:*.-' '(4腿 II({柿 ] 11 " 神戸大学エヰ制排斥'f

平三総

1f t { 和制! 神戸大当ゐIC''i'.:jI j副首E上』時2

_C河 f1df 批主察知!j.攻修了

業 l応 /I !!fI163!1司附磁似II入金l

/I {!*1163
1
f - . 大阪本} ; 5抑制踊孤

特有必 ｩ 物の ｨ 問地 Ｗ 必 ＱＧＱ えぴお ｊｾ ｊｬｊ｛

に燐わる

ｻ名川部 Ｎ ｾ思 ｩＧｴ 向鴻干 ｮ 筑

ジャスコE邸iショッピングセンター

三国ヶ丘加藤マンション

新 ｾ ｴ ｻ［，ｾ成山マ ンション

かに道楽迅i * J i堀 本1占

ゴミ糊1糠 設

ロイヤノレ・ヴィ ν ヅジ

コーポラティプハウス宇I' P3

- すいせんのニとぱ/ 中河克則

坂口君は入ヰ1以来、各種建物の構造

議十及びその施工盟里に携わってき

た。その傍ら、社内では新技術の開

発プロジェク卜に、またヰ土外では A

W検定協議会などに参画し、才能を

発鐸してきた。実務家でありながら

学究肌の人物で、将来有望な若手技

術者といえる。

- 青年技術者のことば

少なくとも、学生時代は楠髭宣言十万台、

望て・はなかったと思う 。ぞれが、な

せ万、気がつくと構造系のゼミに進み、

現在は構造設計者のはしくれとして

仕事に追われる毎日。

いま自介の辿ってきた道を振り返っ

てみると、未体験の領域を訳もヲーか

らずにがも‘ しゃらに進んできたよう

に感じる。それでも転ばずにここま

でこれたのは、かなりの幸運と周囲

の協力があったからだろうが。

さて、これからである。やはり前に

進むしかなかろう。何年かたってま

た後ろを振り返ったとき、「こ才L 私

カミ宣言十したんですj と控えめに言え

るような建築がいくつかでーもあった

らいいと恩う 。

ピ口ティ階を厚肉鉄骨で補強した高層 R C造建物の設計

本建物は、 J  R  r神戸駅j 南西約500m

に建設される池上19階、塔屋| 階、軒

高59 ，2 mの映画館及び共同住宅であ

り、 1998年 12月竣工の予定てヨ見在施工

中である。

建設地が兵庫県南部地震て吹きな被害

を出した激酷也であること、建物用途

上南北方向| 、 2階に肘左けを有し、

その上部は連層耐震壁概盆で| 、 2階

がピロティ形式となること、さらにそ

のピロティ上部の大スパンの梁に陸立

ち柱がとりつくことが構進上の最大の

ポイントであった。

ここでは、主に上記のキ新数に対する構

造計画概要について紹介する。

- 構造概要 ・基本方針

1  ) 基礎梁( 南北方向のみ) から 4 階

梁までを S RC造、その上部を R C造と

し、 3階床位置に大断面梁を設け、両

サイドに| スパンずつ追加したフレー

ムとともに構造体を形成する。

2 ) 陸立ち柱のとりつく梁及びそれを

支持する柱は、大地震時においても弾

性内にとどめること。 また、同梁につ

いては長期荷重時におけるコンクリー

卜のひひ習lれやクリ ープの影響を考慮

してE貴重十する。

3) 上部 R C造部分については、梁端

及び壁脚部の曲け聞犬先行型の崩猿形

を慌正し、十分な靭性を有する構造と

する。

4 )  S RC造から R C 造へ移行する 4

階柱部分では、応力伝達がスムーズに

なされるようなディテールとする。

5 ) 下部 S RC造部分においては、対圭

の主筋( 柱主筋 D41、梁主筋 D38、D32)

を使用することや、鉄骨フランジが厚
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構造概要

肉かつ広幅 ( max60X 350) であること

より、コンクリ ー卜の却異性の良否が

懸念された。よってこの部分について

は、コンクリートの密実な打言支を確実

なものとするため、高流動コンクリー

ト ( スランプフ ロー65cm) をイ受用する

こととし fこ。

6) 鉄骨柱・梁仕口部のテ'ィ テールは、

ノンスカラップ( 樹または改良型ス

カラ ップ( 梁) 工法を採用する。

Ｗ Ｉ コンクリー卜は強度が ｆ｣ＴＸｾＳＶ

の高強度及ひ寓流動コンクリート、使

用セメン卜は粉性 ・発熱量が小さい、

長期の強度第見が大きい等の時数を持

つピーライ トセメン 卜とした。鉄骨は

SN490B、 C 材及び T MCP 鋼等のi容接

性に優れ、靭性に富む材料とした。鉄

筋は S D39Q S BPD 1275/ 1420(; 樹委閉

鎖型) 、 KSS78SG叡妾閉鎖型) 等、継手

はねじグラウト式機械継手を主体とし、

基礎梁では溜妾継手とした。

- 静的解析と断面算定

一次言宣言十世寺においては、立体フレーム

マトリクス法による応力解析結果に基

づいて、許容応力度言宣言十を行った。断

面は保有耐力の上昇を目的に十分に余

裕のあるものとした。

二次設計としては荷重増分法による保

有耐力の確認と、強度と靭性を確保す

るため、断面の幽げ ・せん断余裕度、

車自力比、塑性変形能力、変形角、偏心

率等の構造細則を設け、設計クライテ

リアを満足することを確認した。

- 動的解析

解析モデルは基礎固定の 19質点等価

せん断型モデル、復元力特性は増分解

N  
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比

a 部詳細図
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何

守
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一
寸11111111

江田

I  1500 I  

析より求まった Q- o曲線に基づく Tr i-

Li near 裂と した。採用地震; 皮としては

通常用いられる長周期型の地震，皮のほ

かに、神戸海，羊気象台にて観測された

兵庫県南部地震の地震動波形を基に、

地主主特| 蛇考慮、して FEM解析により

求めた神戸模蜘也震波を用いた。 これ

により、同地掛目当の地震動に対して

も、終局耐力に余裕のあることを確認

した。

さらに、 FEM解析による応答解析を行

い、ピロティ上部梁の上下動に対する

安全性を確認した。

- おわりに

現地工事は、下部 SRC造部介の躯体工

事が終わり、 4階以高の R C造部分の

工事にさしかかっている。 この問、設

計意図を現実の建物に反映することの

難しさを改めて痛感しながらも、施工

サイドの窟IJ 意工夫に助けられながら、

順調に工事は進んできた。残る竣工ま

での約 |年問、言宣言十者として満足のい

く建物の完成を目指し、さらなる努力

を続けたい。

柱フランジ部

50 

門

通しダイア

フラム
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3

 
柱フランジ

梁フランジ部

通しダイア

ブラム

改良型
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当て金
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開先ディテール
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設備部門

粕 昔 浩 司

生年月日 1962年5月18日

最終学者ｾ _[ >f : I I乞l c- 2字決当部完工学物f郷 制 探

会己主幹士官1$士cJll程1987
i
pfl !H

業 歴 1987年日建お11 に入社

対反中社設備制H二ifrilr.

199昨監旦唱IHこ奥到J

現在、財邸¥l 立中』繍院の機械設

側且当として抑制t駐

業務経歴空調 ・衛生設備部ij などを担当

・イトーキチd坂ニューオフ ィスキe

J ヤラリー

- 大阪市港コスモスクエア地域冷

暖房施設

-松下リサーチノマーク

. 大阪府立中央図:i! r-n'自

.目立関西ピル

-大阪t.m.t.がl-1I#/，'.I!.縦走

• f<d拠県立中! AJ 丙院

. すいせんのことば/ 上野葉興

事自谷君は多くのプロジェク 卜で、床

吹出空調、加圧F崩曜、エアーフ ロ

ーウインドウ、海水利用など先進技

術に果敢に取り組み、目ざましい成

果をあげています。

また何事にも足元を固めながら粘り

強〈対応できる心を持っています。

さらなる飛躍を期待し、推薦します。

- 青年技術者のことば

建築設備の技術は、パーツとなる各

車覇幾器材料技術の集大成です。それ

ら個々の技術を生かし、改良し、建

築にマッチンク.すべくいかにうまく

コーデイネー卜させるか、そして成

果を得るか、が設備技術f者の醍醐味

であると思います。そればかりか近

頃は、建物内鰯競を悩直に保つこ

とが目的て'あった建築設備技術にお

いても、 I也王; J Q素境保護のため建物外

部素境への配慮、も必要とされつつあ

り、 COOj F出量を半減できるハイフ

リツド カーの出現に匹荷tするような

革新的な発想が要求されていると考

えています。

こうした中面玄いニーズに応えるべく、

これまでの経験で得た知識をより深

める努力を継続すると同時に、独自

のカラーを持ちつつ、社会的な価値

観や要求にもマ ッチし、建築家から

も慨柱からも{ 詐肋鳴られる設備

技体渚になること、これが今の私の

目標です。

目立関西ビルの設備計画

この建物は、ハイテク企業の拠点ビル

として高度な機能を満たすだけでなく、

緑豊かな蜘也にたたずむアーバン リゾ

ートオフ ィスとすべ〈、さまぎまな環

境調和手法を採用した。 自然の恩恵を

生かすため、自身摘荷を減らす南北窓

面配置とノてl レコニーによる庇効果、ア

トリウムの自然採光建物を長寿命化

させて自然保護を図るためのイ ージー

メンテナンス ・イージーリニューアル

の工夫など、手I j 便性が高〈、省エネル

ギーかつ長寿命のオフ ィスピルを目指

して計画している。

また、建物中央部には 9層吹き抜けの

アトリウムを設け、北倶IJ オフィスにも

自然採光が得らる計画としてある。

- 熱源方式

高効率で熱回収にも対応できる中央熱

; 原機器と、 時間外の走欝Eカ守壬意にでき

る個別熱源機器を併用することにより、

省エネルギー と利便性を兼ね備えた熱

; 原方式とした。

また、中央熱; 原の機器はすべて屋上設

置 とし、{ 毘別熱; 原のマルチエアコン屋

外機も各{ 階バルコニーに設置すること

により、レンタブル比の向上とメンテ

ナンス性を両立させている。

日中央熱; 原

ガス; 手話量水発生機 400RTX  2台

ターボ冷凍機( 熱回収型) 200RT X 1台

ターボ冷凍機 100RTx  1台

ヒートポンプ一件: 型氷蓄熱ユニ ッ ト

70RTX  3台

日間 IJ 熱源

マルチエアコン 20馬 力 等 合 計7明治充

- 基準階事務室の空調方式

基準階のオフィスゾーンは、 2. 85 mを

基準としたゆとりある天井高と 25cmの

フリ ーアクセスフ ロアによるフレキシ

ビリティの高い室内空間となっている。

高密度な O A機器発熱にも対応できる

ように、フリーアクセスフロアを利用

した床吹き出し空調方式を採用した。

中央熱源による外調機 と、 7. 2mの柱

スパンごとに設置した新規開発のマル

チエアコンを併用した空調方式とする

ことにより、下記の性能を備えたシス

テムにしてある Ｈ 図 Ｑ ｾ Ｓ Ｉ 。

( 1)各スパンごとに手元スイ ッチによる

発停か可育弘

(2)各スパンごとに設置したマルチエア

コンにより、適切な室温制御力可能

(3時間昨および休日などの事務室利用

時には、中央熱; 原が停止して いる場合

てもマルチエアコン主体による冷暖房

が可能。

天吊パッケージマルチエアコン (4 HPX 5 台)

図 3 基準階空調フロー図 図 4

(4)マルチエアコンの熱回収コイ ルがペ

リメータ空調機に組み込んであり、 冬

季暖房時に熱回収カ句T能。

なお、外調機は全熱交換器付きとし、

さらに二酸化炭素濃度による外気取 り

入れ制御を併用することによって、外

気負荷の低減を図っている。

また、空調機のメンテナ ンスは、外周

部のノてルコニーにてすべて行えるよう

に計画してある。

- 加圧防排煙システム

この建物においては、火災時における

避難ルー卜 の安全性をより高めるため

に、加圧附j 糟システムを採用した。

これは、厄百下および E V 菊降ロビーを

給気ファンてて加圧して火災室からの煙

の流入を防止すると同時に、排煙ファ

ンにより火災室の排煙を行うシステム

である。加圧給気による避難扉の開閉

障害が起きないように、変風量の力則王

ファンを備え、圧力センサーにて風量

制胸している。

このシステムにより広い事務室空間を

同ーの防煙区画として扱う ことができ

るため、火災時の煙層降下が抑制でき

ると同時に、煙層の温度上昇を防ぎ防

火ダンパーの作動を遅らせて、i躍世の

安全性を高めることができる (図 4 )。

南側外観

一
一

J  
フリーアクセス

フロア

基準階の窓回 り断面図
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加 藤 浩 司

生年月 11 1962年8 月1411
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1987' f.問大1坂本，'. 5ftt il官j) ・新払熱

プロジェクト 11fJ1主主

1989年同大阪本! 市部n部

1994年同大阪4刈耳目k判明怖I UC街

18: ヒツレf伝来j計( ザ・リ ッツ・カ-
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ＱＹＹＷＧｬ ￵ｉ日 ｬ 大阪本応お ｾ ｉ 骨 ＱＱ

. すいせんのことば/ 佐伯惟大

幅広い視野で技術を追求する姿勢を

持ち、氷蓄熱には、開発当初より参

画。ハー ピスでは施工管理者として

見事に完成させた。 さらに設計の電

子化には意欲的に取り組んでおり、

情報化時代の新しい設計手法を確立

してい く上てに将来をになう設備技

術者として推薦 します。

- 青年 技術者のことば

氷蓄熱システムの普及は、入社後 10

年余の聞に加速してきている。“ エネ

ルギー" ' ' j ' 景境" “ 情報化" の 3 つのキ

ー ワー ドて示される時代が、来る 21

世紀にも続いていくことを、当社シ

ステム開発や施工に携わった経験か

ら強〈感じている。 このことは、建

築設備が単に建物に附帯する設備と

いう意味でーあった時代カ、ら、地球規

模での社会情勢が、建物の中に設備

として凝縮される聞吃に変わったと

言い換えることもできる。

また、設備の実務における変化とし

て、新技術や製品の多機化 ・盛衰が

速くなっていることや、建物自体の

多様化 ・複合化が挙げられる。加え

て業務の高品質化 ・高効率化のため

の情報化推進や情報化による業務ノ

ウハウの共有 ・部Dl'¥手法の再構築も

私たち世代の課題である。

このような時代の中で設備の本質を

正 しく取り叛い、イ聞q (f) 建物にうま

くあてはめていくには、たゆみない

努力が必要である。今後とも建築設

備の世界にチャレンジし、より良い

設備の具3見を追求し続けていきたい。

ザ・リッツ・カールトン大阪 CRCO) の氷蓄熱システム

R C Oは、 1997年に大阪 ・西梅田にオー 特に也知 熱; 原告1J 1 f f 雌については、この 荷か変動しやすい用途 に対し、有効に

プンしたハーピス大阪内のホテルであ 建物の用途の特性に合うように従来の 省エネルギーを行うことを目的とする。

る。 この建物の工事において、私はホ 仕様を改善した点が多い。 これまでは ③ 従来、介散配置されていた製氷機精I j

テル宴会場、レストラン施設部分の施

工を担当した。空調熱; 原となる新型製

氷機の開発と建物施工が並行して行わ

れた、いわゆるコンカレント ・エンジ

二アリングにより施工を行う中で、次

の 3 点については、建物全体の設備主

担当として業務を行った。

@j f型製氷機開発側と施工側との工程

調 整

側面櫛士犠( 外形、重量、騒音など)

と揚重寸劇寸の施工計画( 基礎、 F加す

震 騒 音 、 気 飛 な ど ) と の 整 合

d瀬; 原制街盤の運転ロジックの確立と

中央酎見機能との整合

下図はその成果の資車初〉一部である。

事務所ピルを主体に運用されてきたシ

ステムである。 この建物内には製氷機

が31 台あり、またホテル、商業、事務

所、ホールの 4 つの剰肋〈ある。系 統

ごとの機器構成や負荷特性も異なる。

特 に 商 業 剰流について、 二次側は水配

管による 4管 式 FCU方式としている。

具体的な改善ポイン卜は以下の通り 。

① ピル全体の電力デマンドピークカ ッ

卜を行いやすくするため、追いかけ製

氷モードにデマンドカットスケジュー

ル機能を追加した。

②商業系統は氷蓄熱槽 ( 4 基) の槽単

位での台数時IJ御方式とした。 これは、

入居テナン トの営業時間などにより負

口圏内最大級の氷蓄熱システムの施工計画と実施

街盤、樹齢惟略、温水台数制街躍を

系統 ごとに一つの盤体とし、施工区分

を電気工事のみとした。 これは、メン

テナンス性を向上させたものである。

( 従来のヒソレでは熱源ス ペースが l 力

所に限られていたので、この対応は特

に必要なかった)

@ 済統ごとの盤体をーっとするととも

に、中央呈討見盤とのイ ンターフェイス

もーっとし、データ管理を一元化した。

⑤ 停電復電後の再起動郷里機能 (終日)

を追加した。( 従来のピルでは夜間のみ

対 応)

⑤事務所を除く 3 系統では、残業対応

運転機能を省いた。

愛 称 ハ ー ビ ス 大 阪

所在地大阪市北区

開閉ドーふ型ヘ リポー ト

フ一一一守7

新型 CLl S- HRの

開発改善のねらい

主用途事務所 ーホテル

庖 舗 ホ ーJ レ

延面積 136 ，823. 05m'  

工 期 93. 12- 97. 2

規 模 日 5! 40F ! Pl

高 さ 190m

< 熱源 配置>

開発改善の内容

大生鳴の開発を工期中に行って . 大容量化

成 果

- 開発を計画通り実施

- 氷蓄黙を全館に

探用

( CLl S- HR 

新型機31台)

. 蓄熱容量は園内

最大

(16僧 2，209耐)

今f主の諜E

94. 8. 31 

新 IJtl 1el<

. 新型機採用の水平展開

開発 施工する . 新冷媒化 . 今後の晶喰や採用の新しい縫

- 制御メンテナンス性の向上 となった

新システムの構築 未経験の脅J 車システムの措築に - 新市l胸システムの傍J発 - 水蓄熱の新たな可能性を引き . 試運転や実使用による新シス

チャレンジする . ホテム商業用途対応 出し、今後の採用や受注に寄与 テムの評価

. 溶液搬送動力のIffjJ威 する

建物外観との整合 ヘリポ トや市岡E装置の開発と . 菊発と施工の工程調整 - 設計施工のメリ y トにより最

( 他島腎Eとの調撃) 針子して上記開発 ・施工を行う - 短ヱ湖化工法の採用 新システム 最新話耳切にできた

口新システムの構築

(  氷蓄熱槽 ( CST) )  

. ! ) ¥働韮ヘッダーの実用化

.u字 J L - - ブ酷苦によるノズl 曜

水性能の向上

( 角輪方式の改善)

・阪神大震災の経験による天井パ

ネ川相治の改善

(  溶液 2 次ポン プ 〉

. ( リニア+ 定速) ポンプ

. 直FJZ 俄 g2位置抵抗亦胸によ

るリニア優先送諌訪式の採用

(3ト 100%可変涜遺)

新 システム構 成

ClI Sコント日ーう-1

鰍コントローう-1

銭コントローう-1

B E副

ｾ＠

(  商業庖舗系への対応 〉

. テナン卜の入居総売や庖訴潜詔IJ により異な

る負荷パターンが発生する

. 溶液水袈佼を介して蓄熱僧 4僧を連結し、

僧単位の台数市'R百坊式を採用

( 建屋制振装置として利用 }

・到着に設置したホテル番安東西系統の水蓄

熱憎を. 建屋枇左上の振動市! 胸用に利用

t本建物の総合需l盟主システムの一部)

- 明発から施工をよりスムース・

に実施するための方法改善

( 総合制御システムの開発 〉

CLl S- HR本体

・可時過聾耐のモ ド自動q暦

. : 容液流量低下時の遠方リセット

. 本体発停温度出力

. 任縮機 l 次ポンプの正常時寺

機中出力

全体システム

・中央監視盤による削H却監視

悌源コントローラー盤インター

フェイス)

. 熱J 車コントローラー盤、縛繊コ

ントローラー盤による温水台数制

御を含む情報( f ) - サ壬化

. 1台単位のスケジユ ルE箆定可

能

. 阜L 、かけ製j)¥融時の電力デマ

ンドピークカット伽H却の採用

. ; I l J j ( ; &j 負師寺の笹報出力

・復暗時再起動市IJi叩

33 
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lI齢、i犠 1開li l " 対似，''f:j 亡、持紅河「郷十

対泉』ご判 J 文修 f

業務経jahそ 199J i 1' <! 秒丸材姐入社

ＱＹＹｊＡ ｦ Ｎ Ｑ 対 ｵ 生工 ｾ ｉ ｒ れ務所

199YI"桝li，工統制倣押市t

- すいせんのニとぱ/ 藤井孝曇

彼は、大阪ドーム建設の技体j検討グ

ループの一員として、リフトアップ

工法の開発に意欲的に取り組んだ。

今後、要求される新しい技仲間発に

向けて、ここでの経験を生かし、活

躍が期待できる彼を青年技術渚とし

て推薦します。

- 青年技術者のことぱ

大阪ドームの屋根工事は、リフトア

ップ工法を採用するということで、

当初から解決してゆかねばならない

技術的問題が数多くあった。

私は、施工支援部門という立場から

この技綿対責討 ・開発に参画し、数今

の検討を重ねた。そして、大規模ド

ーム屋根をこれまでに類を見ない高

揚程 ・高精度 ・高速リフトアップエ

'  
法にて無事完了することができた。

このことは、私にとって非常に貴重

な経験となった。特に、特性要因の

把握、問主亘有、の抽出そして QCDS に

よる総合評価等、新しい技術を検討

する上での辺部呈を学ぶことができた。

現在私は、施工計画、技4餅食討、現

場の施工支援等を主な業務としてい

る。今後、ここでf専られた知識と経

験を生かして、積極的に新しい技術

の開発に取り組んでいきたいと思う 。

大阪ドーム屋根のリフトアップ工事

大阪西部l二位置する「岩崎橋地区J に、

大阪の新しいランドマークとなる大阪

ドームが完成した。 この大阪ドーム建

設のハイライ卜である屋根鉄骨工事の

施工方法として、リフ トアップ工法を

採用した。

本工法は、ベン卜工法と比べ、以下の

メリ ッ 卜があげられる。

①屋根を地上で組み立てることにより

高所作業を減らし、 工事の安全性が向

上する

②工期の短縮がはかれる

但漣方楕度が高められる

④高所で組み立てるべント工法に比べ

仮設資材が少なくて済み、経済| 主に優

れる

このリフトアッフ。工法実施にあたって、

新しいジャ ッキシステムおよび制御シ

ステムの開発に取り組んだ。

- リフトアップ工事の特徴

今回のリフトア ップ工事の特徴として、

訪新卒重量が5，700 t と大重量である

:g)t，新呈が48 .97mと高揚程である

③ リフトアップ反力が本体構造物では

なく、仮設ベン卜である

@ 淀着部が主n往である

等があげられる。

- ジャッキシステム

ジャッキシステムの選定にあた っての

ポイン卜を集約すると、次の 2点であ

った。

リフトアッフ.前

リフトアッフ.の特徴

D大容量ジャッキの使用により、ジャ

ッキ台数及びリフトアップベン卜数を

i成らし、コストダウンを言十る

B本リフトアップ工法の話題性 ・アピ

ーj レ注のために、 |日 でリフトアップ

する速度が必要である

後者について、 2伽mという 厳しい揚程

の制御精度を確保しつつ 50mの高揚

程を| 日でリフトアッフすることは、

建築の大空間構造物のリフ トア ッフと

しては、今までに前例がなかった。

L人上の点を踏まえた上で、今回要求さ

れるジャッキの基本性能、システムの

信頼性 ・安全性、コス 卜、実績及びメ

ーカーの車郎駁サ応能力等、総合的に判

断して最終的に選定したのは、世界最

大と言われるフレシネタイフの容

600 t の PSC ジャッキ 18台を用いた

システムである。

- 制御システム

制御システムの開発においては、その

ポイン卜を揚体吊り点問の鉛直変位の

差においた。応力解析の結果、全体揚

程差の甑里値を 2伽 m( こ設定した。この

節里値を満足するため、既存プログラ

ムの改良を行い、串| 胸システムの多段

階化により精度の確保に努めた。その

具体的方策を以下にあげる。

① l 固のジャッキストローク内でのス

トローク差を自動制御にて IOmm以下

に管宝呈する

② | ストロ ーク終了時の誤差を確認し、

リフトアップ完了後

計測項 目(0 向lにて示す)

計測項B 地切り前 I! ! 切り

環境 凪向・且還 。

気 温

ジャッキ
荷.

。

ストロク 。

λ トランド視力 。

鳩体 T C7馳カ 。

鉛直" 位
0 ス ケ ル

' " 竃" 位
OI ;，) - f -

水平移動畳 。下値リ

水平移動盆

織体形状 。

仕ロ位置

地切り順序 。

Y*h' - 'f- ..ヵ

拍カ

外閣内" ト
羽働水平" 位 O トランシット

風倒水平変位 。傾斜齢

制力 。

V 5  紬カ

日J ト思 自円."1重

円 刊 厩 察 。

それをフィ ー ドノてックさせ、次回スト

ロークで期呈がそろうよう自動時l胸 す

る

③全体揚程差が20mmを超えた場合、自

動停止してマニュアル制御する

揚程の自動罰則車掛告とし て、80m用ロ

ータリーエン コーダーを採用した。 ま

た、 18点のうち 4点については光波測

距計による計コ員IJ を{ 井用してロータリー

エンコーダーの言十測誤差を管至宝した。

- 計測管理

言fう則対象として、ジャッキ圧力、ベン

卜軸力等のリフトアッフ吉宣備に対する

ものと、屋根 ・スタンドの本体構造物

に対するものに大5 J IJ できる。 また、時

系列的には、地切り前、地切り後、ジ

ャッキアップ中、ジャッキダウン時、

及び屋根完成時に分けられる。

言十ｾＡｬ ｉｊ 内容を下記 一 覧表に示す 。

*  

L人上のシステムにより 1996年| 月 25

日、リフトア ップ工事を無事完了する

ことができた。本工事におけるリフト

アップ工法採用のねらいの一つに、施

工法のアピールがあ った。一般公開さ

れたリフトアップ当日の見学者数は

5，000人を超え、また新聞、テレビ等に

も報道され、その目的は十分に達成さ

れたと恩われる。

① 

上部 川

ジヨウ 寸tli *  
下部 J ↓U R  

下部ジヨウ開放 ヰ 手 企 会

上部ジョウ固定 ムム I ③ 

網島刷後

。

。

。

。ｾＮ昆

。光埠

。傾斜計

。

。

上部ジョウ固定 ・ 庁刑 H  

下部ジヨウ開放 rrll 11 

ジャッキシリンダ上昇 川 11 。
( 屋根上昇) は↓ J

下部ジョウ固定

上部ジョウ開放

ジャッキシリンダー降下

ジャッキ吊り上げ手順

リフトアヲフ 'J フト7丹 後 シ" ヲキダウン シ' T?H' ウン後

。 。 。 。

。 。 。 。

。 。

。 。

。

。 。 。 。

。先議付，，) 0 先議(06点】 0 先遣(06点】

0 ' ンコ_，. ー 0 ' ンコ寸' ー

。先進( 2 J ・}

。光益支 。先II

。(2点}

。手掛(4点) 。手 動 Ｈ Ｔｾ ｬ

。傾斜計 。傾斜齢 。傾斜針 。傾斜計

。 。 。 。

。手動(2点) 。平動(2，，)

。光 滋(2拍} 。光認定(2繍}

。 。

。コンピューターによる 1' 11UJ 日|測を示す.
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学 膝 II H和制年神戸大手工' 宇都佐鴎辛係十

卒業

業 廃

ｉｉｻ ｾ併 ＱＱω 年大成必， ｗ 仰入社 、東五夜 底

平成 25
!，- ) d収支) ，開出品、神戸市垂体駅耐品l

発ピノレ主ｉＡｾ耕ｉＢｬ企業体

平成 4 ｾｉ＠ 全UZi i ヒノレデインク加L丘

平成 6
1f- T ・K 靭4>:I' If ヒソレ

平li)(;7
1
1' よしもと S Bピノレ

平成 8
1
1' 長吉長原・木野マンション

. すいせんのことば/ 川瀬輝一郎

スター卜時点から床 P C化とマスト

コラムクレーンに重点を置き、支l吉

の支援を得て、主眼である「小規キ莫

現場の省力化構工法」をひとりてす

べて計画 ・消化し完成させた実績は、

彼のポリシーである進取な取 り組み

の結果である。その目的を十分に達

成しており、ここに推薦します。

- 青年技術者のことぱ

対見模工事においては、さまざまな

施工の合理化が図られ、新たな工法

の開発や改善がなされてきた。 しか

し、一方で小声見模工事に自をむける

と、在来工法による施工が依然、主

流て'はないだろうか。

建物全体では大部分を占める小規模

工事にも省力化工法を導入せずして、

今後の建設業界の発展はないとの考

えから、今回、小規模工事に適応し

た新たなシステムの椅築に取り組む

ことになった。

計画E沼皆において、各部署の協力を

得、私の過去の，儲貴をもとに、各種

の合理化工法の応用 ・融合を検討し、

試f芳首謀したが、実施においては、

サイクル工程に多少敬良を加えるこ

とにより、当初の目標を十分に達成

することができた。

私は、今後も生産性 ・安全企の向上

や環智噛など、建設業が抱える諸

問題を直視し、業界の発展、ひいて

は社会への貢献につながるよう、新

たな技術開発に挑戦していきたいと

考えている。

市街地小規模現場における省力化生産システム

大阪市内のオフィス街に位置する、延

床2400m'、地上 9階建テナン卜ピルの

小規模工事において、小規模現場が抱

える問題点を洗い出し、施工コストの

低成を考慮しながら、品質 ・安全 ・工

程を満足させる新しい工法の開発を行

った。

- 基本計画

⑪ 見場作業の省力化

e鴻毛効笹設の有効利用による仮設工事

の商IJ i.成

@ 革路使用作業の削減

L入上の基本方針をもとに、下記項目に

ついて計画、実施を行った。

. タワークレーンの将搬骨柱使用

. 工事用仮設関口の絶無

- 荷揚 リフ 卜の省略

. 基醐区体工事からのタワークレーン

{吏用

- 基礎のマットベース化

. 積層工法の採用

' OA化対応フル P C床版の採用

. 仕上材の先行揚重

・残材、不要材の計画的削減

・エレベーター工事の早期着手

- 主要技術の計画・実施

(ゆ括支鉄骨柱兼用タワークレーン

当社の大規模工事においてすでに開発

されたものをベースに、今回、 4吠見様

工事用として新規製遁した。

定格荷重2. 8 t 、作業半径 17 mで、兼用

柱 ＴＵＰｾＵＰＰｪ 需とし、無 品製呆 作による簡

易型としている。

場所打ヰ劫年E時に構真柱を入れ、掘削

前にクレーンの組み立てを行い、躯体

工事に平行してクライミングをした後、

塔屋柱の上に仮設柱を設け、 E V櫛号、

屋上設備機器、塔屋 P C までの揚重を

可能とした。

(2)0  A対応 P C床版、外壁 ALC版

→主には、二重床となるが、搬入材の

南IJ;.成コストの自IJ;.威力、ら、 P C版に配

線用の溝を碁盤自に設けた P C版とし、

外壁は ALC版( 一部タイル貼押し出し

セメ ン 卜成型板) のため、鉄骨梁、 P

C床版との取り合いについては入念に

計画した。

詳細は以下の通り 。

① O A溝 ヒ・ッチ及ひ' スタッ ド配列を考

慮した P C版シアコッター形状の統一

化 ( 図 1)  

迂汐十壁 ALC入パラペッ トを考慮した P

C外端部テ'ィテールの考案( 図 2)  

③溝付 P C床版対応タイルカーペット

下地マットの採用

(3)(士上材先行揚重

仮設リフトを設置しないことを大前提

としたので、揚童すべき仕上材を、

①タワークレーンで躯体積層工事時に

揚重しておくもの

告鴻Z設エレベーターを仮設使用して揚

重するもの

の二つに分けた。

仕上材の仮置配列は、各取り付け作業

の順序を検討し、次工程作業に支障を

きたさないようにし、併せて仕上材揚

q験問題方

OJ j 君( ウェ y プ. 一面T下フランジ) ボルド

@深はフランジ. 一都下フランジ) 溺皇

⑫土上材1据

喧涼 PCa 版 取 付

重量を減らすため、システム天井の採

用等、そのボリューム削減も計画した。

(4)S 積層工事サイクル

図 3 に示すように、柱は 2 フロアー|

節で、ジョイン ト位置は隣り合う柱と

| フロアーずらして交互とし、 | フロ

アーごとに構築していく 作業量、搬入

量を一定で、最小限になるよう にした。

外壁 ALC版の取り付けはこのサイク

ルから切り離し、鉄骨、床 P C 、仕上材

先行揚童、タワークライミングを| サ

イクルとして 6 日間て司守 った( 図 4 )。

*  

ιん上に述べた要素技術により、当初の

目標が十分に達成された。

また、この工法により、品質、安全、

工程、コストのすべての面においてメ

リットがあるばかりでな く、 社員や作

業員の荷捌時間労働力宅嬉されたこ

とは大きな成果であ った。

@鉄骨足場盛替、外部足場組

②タワクレンクライミング 図 4 基準階 S 積層工法サイクル工程

③スタノトヰT. 目地コ刈T

工三局 ト
2  3  4  5  6  

柱建方
』

大探建方

一 11昌
小梁I車方

ー
'圃圃・・・・圃

ぜネレター(l切kV.刈世間作文

階段建方

その他のf乍聾

ー
本 蹄

提溶接

柱溶掻

ｾ 版
床 P C取付

スタ y ド守T "==コ

届々ジョイント ｾ＠

ジョイントコン打

一
タワークライミング

ー・』

l・ 仕 上 材 揚 軍

図 3
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孟

生年月 日 間 和39年 7月18lJ

古i終学歴 II ll 'l' 116:)i1'- 大阪市立大手工学部主l!

築 制 卒業

業務総際 l昭和63
1
判的メ守休組入社

H円相16YJo本I胤 諜兄A・倒的ゆぷ

! 昭和63年桜 ノ 宮 リパ ー シティ

MK Oマンション新釦 ヱド

抑制年 本 Ａ脱獄ｾｮ 淵鮒 ｾＱ 謀

. すいせんのことば/ 梅原弘記

京都駅ビルの大型プロジェク卜の担

当者として、大きなキ居予て物事を見

る固と多くの技術的蓄積を得ること

カ〈て忌きた。

今後は、持ち前の問題に取り組む積

極的な姿勢に、今回得た財産を加え、

さらなる活躍が期待できる青年技術

者として推薦します。

- 青年技術者のことば

建築の施工計画においては、建築の

設計上・周辺環境 ・地盤条件などの

柑数を勘案 し、施工上 ・工程上のク

リテ イカルとなる問題煮を的確に抽

出し解決する能力が必要とされます。

言い換えれば、施工から竣工までの

進捗の明確なイメ ージを描けなけれ

ばなりません。

新京者陽Rでは、「駅」の特| 主である第

三者と営業鉄j鼠泉の安全確保という

困難な条件の下、未知な領域の規模

と物量を短工期で施工する必要があ

りました。その困難を前にしたとき、

改めて自分の技体渚としての能力を

問い直すことの繰り返しでした。そ

して、日頃に内外の情報にアンテナ

を張り、得た情報を選別し蓄積する

ことの大切さを再確認しました。 ま

たチームの中て常に自分を見失うこ

となく責任を果たせる人間的素養の

啓発の必要を感じました。

今後はバランスのとれた技称諸とし

て、社会に貢献できるよう、常に前

向きの姿勢で努力したいと思います。

大空間鉄骨トラスアトリウムの施工方法一京都駅ビルー

初代京者ｾから Ｔ 代目となる新京者目駅 工事で工程上の最重点工事であるアト

が唆工した。平安建都 1200年を迎える リウム工事では、設計 ・管里 ・施工者

京都市の文化の香りと躍動する都市の、 合同の「アト リウム委員会」を発足さ

メディアとしての駅施設がその姿を人 せ、様4 な問J m，<! : ¥、を解決した。その過

々に見せている。この建物は原広司氏 程で J V担当者の作成した、図面に表

の設計による、延べ床面積約238 ，000 現できなし吋困所の透視図やメモだけで

m'のホテル ・商業 ・文化 ・駐車場施設 も300を描き、施工図へと反映した。

を含んだ巨大駅施設である。

- 施工方法の検討

建設工事においては、生きている「駅J

の機能を優先しながら、膨大な規模と アトリウムのある中央コンコースは、

物量を実質31 カ月の短工期で施工し 逆打ち地下躯体の作業ヤードとな って

た。特に施工のハイライトとしては、 いる。 しかし繊細な架橋の鉄骨施工の

工事前半の鉄i童話泉と空での人工地盤鉄 ためには、何らかの仮受け設備が必要

骨の横引き工事と、工事後半の釈中央 となる。 また後施工の仕上げ量 も多く、

部コンコース上部の幅29m、長さ 147 支保工材は極力少なくしたい。

ｭ 、高さ ＳＲｾＵＰｭ のガラス屋根がかか このような条併〉中、精引き " や “ リ

アトリウム内観

る大空間のアトリウムの施工があげら フ卜ア ッフ旬 また “オールベン卜" な

れる。 どを比較検討した結果、「移動式ベン なり、施工難度の高い現場での薄肉鏑

ここでは、そのアトリウムの施工方法 卜J 工法を採用することとした。これ 管;容接量も低減することができた。

について概要を紹介する。 は地よ高さ 2 4 mに設置した軌道上を 建て方は、タワークレーンで| 日に 4

- アトリウムの概要

動く移動ステージ上のベン卜て鉄骨を ｾＵ ピ ースで、これはｼピースの接合

仮受けしながら鉄骨建て方を行う方法 取り合い部が多かったためて'ある。

アトリウムは駅中央部コンコース上部 で、 l ブロ ックの建て方ごとに、 ジヤ またベン トの移動は移動回数 ・E鴎 肋〈

に位置 し、ガラス屋根の鉄骨架構によ ッキダウン移動を行った。これにより 少ないことから、チルホールでの手動

る巨大空間である。 また鉄骨はよく使 地下躯体の作業ヤードの確保と仮設材 としたが、 2 時間程度でスムーズに移

用される立体トラスではなく、 繊細な 事初〉大幅な低J威力、可能とな った。 動することができた。

イメージとなるよう 100X ＱＰＰｸＴＮＵｾ＠

- 鉄骨製作と建て方 - まとめ

12mmの角パイプによる鉄骨卜ラスで設

計されている。断面は上部に空中歩廊 アトリウムの鉄骨は、総重量 1，250 t 、 こうして、難工事であるアトリウムも

を取り込んだ曲面状の形状とな ってい 総部材数は 25 ，000本で、製作ではいか 無事に目標工期での施工が完了した。

る。 につくるか、運搬するかが問題とな っ これは初期に、関係者が一丸とな って

- アトリウム検討委員会

た。そして製作は、現場での建て方ピ 垣根を取っ払った検討会を行い、そし

ースを減らすため、工主新且み立てピー て関係協力会社を含めた技術と 熱意を

設計上の納まりや、施工方法について スとして製作し、搬入することとした。 結集した成果である。

も検討事項が多く、当初から一番の重量 これで、建て方ピースは 436ピースと

移動式ベント部鉄骨建方

V' IFL+O 
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松 田 康 史

ヨヲf.rJ LI 19t訓5J I悶 n J JOl 1

1"投手、浦置 1989J Iリ;jI)ji ili .立大下J : " i " llflill 然、主

平作業

業 日置 1989!1'Ji¥U辺刈t?el{ 1附入社

人1坂支I;t; (lJl ・関西支1，1;) 目。A

1989年大舵附註怯l XJげイング

199111".ダイエー南荻木，g

1991年イ七ト紙 r滋1l 0 J.' i

1992年J;( ，'l IIY サーチノマークすイ エ

ンスセンターヒワν3 号館

1993制 1築 制i役 [' 1可t=.fI問1

1996イド三，'/;_cjJ[ ピル

. すいせんのことば/ 池 端 登

松田君は、入社後 3 年聞見場施工を

担当し、その後、管里郡門てf見場支

援を行ってきた。特に魅力ある現場

づくりの企画を担当し、施工系現場

業務の改善を推進している。その具

体策が O Aの推進であり、現場でこ

れを完成させた。

21世紀への若手リーダーとして推薦

する。

- 青年技術者のことば

第 2 次オイルショック後の合理化活

動、バブル期の効率化推進、パフ'ル

後の 15090005対応と、建築現場の

管理業務は、この 15年で高度にマニ

ュアル化されてきた。 しかし、建物

の大型化や機能の充実により工事の

管王里項目が増加するに比例して、わ

れわれ施工技術耕土員の宮里事務業

務の負担は増している。このことで

技術諸本来の興味ある技術撒討業務

が手元から遠ざかり、学生時代に描

いた建築施工への魅力とは異なるも

のになりつつある。

創ることへの魅力が現場の魅力であ

ることは言うまでもないが、現場管

理業務が O A化されることで事務業

務の負担が滅り、パ、ノ コン導入に伴

う施工への新たな技術の展開が現場

の魅力再生につながると5釘言する。

最後に、このような機会を与えて下

さった関係各位並ひ1こ情報を提供し

ていたt=いた方々に深〈感謝の意を

表します。

魅力ある現場づくりにO A化を推進

1995年| 月 17日の阪神大震災直後、そ

の営業情報・応急ぬ置 ・調査 ・見瀬り、

そしてこれらにかかわる人や資材の管

E里情報が集中し、その情報加里の一助

としてパ、ノコンを導入した。

私は、当時関西支庖建築工事管理部に

所属し、その導入計画から運営に至る

までの過程で、その推進役となった。

震災以前にも当剖曙にパ、ノコンはあっ

たが+ 介に活用されておらず、対応す

べき莫大な情報量を、他雌或からの応

援社員とともにーから加里していった。

各種の情報を一挙にデジタルイヒし、復

旧工事の官里に多L 、に役立たせた。

これを機会に、関西支l苫とその管下の

神戸建築出張所とも電話回線でつなが

り、復旧工事が中心て'あった神戸管内

の現場にもパソコンの導入を呼びかけ、

次第にその数も増加していった。

以前から建築工事管理部に席をおいて、

現場管理業務の見直し、管理帳票の効

率化を推し進めていた私は、この大

のパソコン導入を契機に、こうした本

来の業務の延長線上として神戸地区の

若手社員を中心に「パソコン情報交換

会j なるワーキンググループを発足さ

せ、そのリーダーとしてグループをと

りまとめ約30M Bからなる円見場管理

帳票ファイルj を完成させ、自らその

モデル現場で実践するとともに、神戸

管内のみならず本Z社、他支l苫にまで水

平展開を図った。

- ワーキング活動の発足

震災復旧工事も 段落しかけた 95年

12月から 96年 8 月までの 9 カ月、月|

回の全体ワーキングを基に活動した。

各現場でのパソ コン活用状況は様々で

あり、成果として「各現場てす吏ってい

る便利な帳票類はお互いに利用し合い、

また共通で必要なものは、皆の知恵を

出し合って一つにまとめよう」という

趣旨てづ舌動を開始した。

. OA佑現場管理帳票システム

ワーキンググループの活動のまとめと

して「帳票ファイル」を作成し、 ト

タルシステムとしての活用をねらった。

これは現場社員の業務に必要な帳票類

を体系的にまとめたものである。

害類の介類方法は通常 QCD5 で分類

するところを、「通期J i 月間J i 日常j

というように時間を軸に分苦買した。

これらのファイルの中身は、

Ｈ ｉｾ 見場智里帳票のワ ー プ ロ 機能

Ｈ Ｒｾ 見場への情報提供

O A化帳票ファイルの水平展開状況

(3)計算プログラム

(4潜王里情報の共有化、ネットワーク化

等から構成される。

- モデル現場での試行

ワーキングの次の展開として、現場 O

A化の普及を目指して、帳票ファイル

を他現場で試行することとした。

( 1)モデル現場の設定

(2)サポート体制の劉蒲

(3レマソ コンネットワーク化の推進

を順次計画的に行った。

私自身、 1996年 8 月より現場重刻努にな

り、自らそのフ ァイルを活用するとと

もに、地区創本の普及にも力を，主いだ。

- おわりに

建築現場における宮里業務は、近年高

度にマニュアル化されてきているが、

施工技術系社員の管理事務業務の負担

は増加している。

今回の活動を通じ、現場官里業務が O

A化されることで、現場の魅力の再生

につながると確信するに至った。

今回紹介する O A化への形態が、若手

技術渚の共感を得られれば幸いである。
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森 康 久
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学会第 81"1 n処築生産! : ' i ' ¥' FJ ! . l 支術J ' " ンポ
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1
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- すいせんのことば/ 加藤裕 造

建設コスト、生彦| 主の改善には作業

所の業務改善 ・改革が必要であり、

情報技術の活用か有効である。 しか

も、作業所のニーズ、実情を理解し

た開発 ・適用が大切である。

彼の知識と儲実力〈、この推せんを機

に、今後さらに深〈広〈活かされて

いくことを期待している。

- 青年技符靖のこと( ; 1 :

施工品質管里業務の効率化といって

も漠然としているが、私は、 これを

「各施工段階における検査 ・指示 ・

確認およびその甜呈の記録と集計 ・

分析を J UST IN T IME に実施するこ

と」と捉え、業務の情報化に取り組

んできた。

その中で、現場で簡単にデータを入

力するために携帯情報機器を活用し

た仕上エ事チェツクシステムを開発

し個別プロジェク 卜へ適用してきた。

しかし全庖的なシステム普及 ・展開

活動を通じて、作業所業務の情報化

を推進するためにはシステム開発だ

けではなく作業所の実情に合った情

報事鰐奇、運用サポー卜等も重要であ

り、これらが三位一体となって作業

所を支援することで、はじめて情報

イ推進が施工品質節里業務の効率化

につながるということを強〈感じた。

今後は、さらに施工管哩業務に関す

る知識 ・儲貴を深めるとともに、施

工管里の本質に即した情報化を推進

すべく、幅広い技術の習得に努めた

L 、。

情報化による施工昂質管理業務の効率化

作業所における生産業務の効率化を目 となるのが、現場で記録する検査結果 ム ( SPS) 普及 ・展開活動j を開始し、

その中で建築技術系システムの孝鰐奇、

支援をJ手った。

指してその情報化を推進するためには、 などをいかに「効率的に、正確にパ、ノ

システム開発、情報教育、導入サポー コンへ入力するかj である。

卜など多面的な支援と、こ れらを考慮 仕上工事チェツクシステムの開発に当 この活動を通して、それまでのシステ

ム開発とは違った立場からの情報化推

進を経験し、シス テム開発者としてよ

り広い視野を得ることができた。

したシステム開発および運用支援を行 たり、検査デー タ入力用の携帯宇情報機

うことが重要である。 器の活用を検討し、

私は情報センターに所属し、施工品質 ・現場てe立ったままの使用

車呈の効率化をねらいとしたシステム ・図面情報の表示

・今後の課題

開発とプロジェク卜支援を実施してき などの要求機能を比較したうえで、軽

た。特に 1991年のイ土と工事チエツクシ

ステムの開発では、 携帯情報機器を活

用することで、建築現場における効率

的な検査結果の入力を図ってきた。

また、 1995年からは全社的な作業所支

援システム普及 ・展開活動を実施し効

果を上げるとともに、システム教育 ・

導入サポート を経験することで、情報

化推進を多角的に捉えることができた。

- 仕上工事チェツクシステムの開発

鉄骨工事管理、仕上工事検査、工事進

捗官里などのシステムイけ錯す時に課題

図 2 図 面表示イメージ
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でぺン操作可能な欄告を採用した。

マンション、ホテルエ事を中心にシス

テムを適用し、イ土上検査の効率化を図

るとともに建築主から品質事里に対す

る高い罰司面を得ることができた。(図 1

ｾ Ｖ は業統薗用の概要Ｉ

- 作業所支援システムの展開

さまざまな業務システムを開発し、個

別プロジェクトで効果を上げてきたが、

全庖的な普及 ・展開のためには多くの

問題があった。この立構として、 1995

年より 11' 乍業所支援パッ ケージシス テ

現在、情報環境は多種多様化し、一方

で「記録 ・害事買の電子イt J が急ヒ. ッチ

で進んでおり、 I SO9000の筑田得、

建設 CALS/ ECの動き等を背景として、

施工管里業務のあり方自体がタ 一二ン

グポイン 卜に差し掛かっているといえ

る。

そこて大きな影響を持つものが情報技

術の活用である。今後は、より多面的

に業務の情報化を捉え、施工智里担当

者が道具として情報システムを活用す

るための方向性を示すべ〈、技術の習

得に努めたい。

図 4 仕上 工事検 査 の 流 れ
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「建築と社会」誌

大正 6 年 3 月に誕生した日本建築協会 If J 判に変え、特集と作品作風頁を二本 0635、FAX 06- 348- 0634) まで。

(当11寺・関西建築協会) の、機関誌は 柱に、シリーズものの頁を織り込み、 販売価格は12∞円 (送料 ・消i'i 税合) 。
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大正 6 年 9月に 「関西建築協会鍬誌J その時々の社会を反映 したテ ーマを選 なお、 「建築と社会J 草IJfi J号一H召利30

と題 してflljll Jされた。大正 8 年に「日 んで掲載してきた。 年12月号まで全87巻の復刻版が、1991

本建築協会雑誌」 、さ らに l 年後には 取り上げてきた特集テー 7 は下記のと 年10月から順次発行( 不二出版) ・配

民主祭と社会」 と改題し、今日に至っ おりで、パック ナンバ- JI俳人希望は、 本されているので、詳細は円本建築協

ている 。昭和42年からは体裁をA 4 変 日本建築協会事務局 (T E L 06-348- 会事務局へお11Jl - 、合わせ阪iいたい。
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炭 崎 勉

京都市都市計画局建築指導部指導課企画基準係長

建築協定よもやま話

324  

. 手続8 認可までの手続きは、まず Ｈ ｾ法者による建築ｴｴｊ，定書の拠

出、市IIIT:t ，jの長による公f号、さらに 20日五JJ 二の関係人の縦覧、公Dfj

による意見の聴取を経て、判定行政庁が認可する 。 そして認可の公

告があった以| え第三者℃対しでも効力を有する建築協定 となる 0

. 変更または廃止 処築協定の変更は、土地の所有者等の全よi の介

立て改めて認可申請が必要である 。 また、厚E止については土地の所

有者等の過半数の合意で足りる t されている 。

・違反措置 建築協定述反は建築基当地違反とはならないため、協

定苦心違反に対する措置を定めておく 必要がある 。一吻生(I{J には工事

1JU の停止の請求、文書による是正惜置の布求、違反者がこれに従

わない場合は裁判所へU"'，訴することが定められている 。

実際のやl例としては、東京日裁の1I ?:l;f 1l 47年 5 月30日判決て.処築協

定に違反する工竹ヨ|勿の撤去が命じられた東京都練馬区の「石村井公

悶住宅管-理J tJl 令J の事仔Ijや、 大阪高裁の昭和156年 5 月20n判決て迎

築協定に明記されていない兼f F l 住宅の建築が認め られたや11戸 市の

「鈴i嫡泉古西地区J のIjJ i列がある 。

建築協定は、 H召刷125壬Fの処築基当地制定時から制度化されている

が、最初に認可されたのは昭和29年の「沼津市本通商厄街J、次にH白

和32"1三の 「横浜市栴日通商}g街J 1 : . 、初期の頃は戦災復興の昨日古街

整備のために斤!い られた。住宅地では、1I ? 1，羽]37年の「新宿区百人IIITJ

が最初Jで、次にH師 1l 42' p r検浜市上‘飯田モデノレ住宅」と がは。

l建築協定の歴史と現状

f.EJ，lA1二の良好な居1t :ro士itを守り 1: いJ あるいは「商j占街発展のた

め111]"花みを整えた L、J とい った場令に、 fこE民主体の まち づ くり 手法

のーっと して建築協J定がある 。

雄知斜地をはじめとする処築l刻係法沖の規定は、まちづくりの

→i納な基準を定め、全国ど こにでも適用されるため、地区単位の

きめ*111かいまちづくりに対する要望には十分に応えられない而があ

る。 そこで、 一般 的な法続出Ijを補完するものとして、建築t.t IJ 定や地

医訂同が? 干2えしている 。

娃築協定は、住民がまちづくりのノレールを定めて、五いに守りあ

っていく こと を約束する 制度である。 ー吻財I"J な協定は、 当事者nn( こ

だけしか効力が及ばないが、建築基え回二に基づきす寺定行政庁カft忽可ー

した長I ! 築協定は土地や主I ! 物の所有者が変わっても、協定期jl lJlt
'
はそ

の効) ) が及ぶところに法的拘束力が与えられている 。

ｊ 也 ｼ ヌ ｾ ｉ 闘が 、住民の意 向 を反 映し つつ 者 ｉ ｉｲ市 ｉ Ｇ ｪ 直 Ａ として定められる

のに対 して、建築協定 !i 、住民同上て'1[i I . り交わす契約であ り、より

きめ紺|かいいl存を決める こ止ができるものである 。地区言I1ml l:.建築

協定の運刑事例には、当初、連築協定を締結した地区ヵサ明間夏 ｾｦｲ に

令わせて地灰計画に移行するケース や、建築協定で決めたl I ，IJ 限のう

ち基木的なものを地区計四でも定めるケースなどがある 。

法

令

コ

ー

ナ

ー

建築協定認可件数の推移

i f-

住 宅地

商業地 E業J血 その他

分類i

，11'  

既 成 市 街 地 新 市 街 地
ヰリリl

29-45 3  7  3  1  14 

46 9  l  5  15  

47 3  30 4  2  40 

48 5  40 2  l  49 

49 l  49 50 

50 l  55 2  58 

51  3  57 l  61 

52 4  58 l  2  5  70 

53 7  90 2  I  100  

54 6  98 3  l  2  110 

55 4  84 2  2  I  93 

56 8  112  3  3  3  129 

57 6  120 3  129 

58 15  134 2  151 

59 21 145 3  6  2  177 

も日 24 129 3  2  3  161 

61 23 101 4  3  2  133 

62 50 145 7  4  I  207 

63 47 122 4  3  177 

l  47 148 5  5  2  207 

2  44 121  1  7  2  175 

3  67 133 30 5  5  240 

4  57 151 29 7  7  251  

5  22 104  3  4  7  34  174 

6  38 98 6  3  3  32 180 

7  34 100 2  I  3  16 156 

8  9  28 3  6  46 

メ円人乏川ι  
549 2，468 114 71  63 88 3，353 

表 1

- 建築協定条例 建築協定 !i 、建築基当地の第 4 i ;f (第69:; 決~第77

粂) に規定があり、まず、市町村において長I!築協定を締結できるこ

とを定めた条例が必要とさ れて いる 。

. 目的 処築協定の目的は、法第69粂に「住宅地としての環筑又は

所ｽ， ｬｦｴ よ＿としての利ｻ更を目立に ｾＺｪ 備附進する等」とあり、ほかに工業

地での: 民的活剖市を目 (I{J 1 : . する場令や商業J也で職住共存のまちづくり

を11がJ I: . する 上宇治もある。

. 建築協定書 ，建築協定者ーには、主l ! 築協定区域、主I ! 築物に |品lする悲

司Ｇ ｆＺＮＮ 協定の有効期間及び↑ ｾｉｊ 定違反があった場令の措置を定めなけれ

ばならなし、。

. 合意 ，建築協定舎には、区域内の土地の所有名' 及び. 建築物の所宥

ぞ11  (I {J  1: . する I也上権また は賃借権を布する者トー般的には建物所有

名 ｪ ＧＩ のＧￍｾ ＮｬｩＮ の合誌が 必要とさ れている。

例外として、所有者が一人の場介でも主主築協定の締結が認められ

ている 。 これは「一人協定」と呼ばれてお り、ディベ ロツノ f ーカ市コ

宅分譲あるいは宅地分譲 と併せてムl ! 築協定を設定するものであり、

u也の所行者等が 2以上となったときに効力を発する。

日正成の住宅地の場令、何千i会111 . 位て協定締結に取り組まれること

がほとんどであるが、自治会全音11が協定に子付与するケースはまれて、

実態としては、介立のなかった土地を協定区域から除4外し て区域設

定されているケースが多L、。

千子JA; のなカ、った土地 l立、建築協定区域隣核地として、将来協定に

加わることを令- ) 1 : "者があらかじめ希製する上J血として位i問、J'ける こ

とができる 。 これは、平成 7年の法改正により規定されたも ので、

以 Ij' ij! i 、途 '=1
'

から協定に加入する場令、区域の変更について改めて

令Hの令誌によ り認可rl '請が必要であったところを悠築協定区域隣

接地の仁地所有者等の合意のみで、協定に Jmわるこ t ができるように

手続きが簡素化されたも のである。

l建築基準法における位置付け

建築と社会 ・1997. 1240 



l建築協定連絡協議会

建築協定の連常l立、各地区の連常委員会が行うが、地区相互の連

携と情報交換を図るため、いくつかの自治体で建築協定述給協号議会

が品Iほ哉されている 。昭和59年に横浜市てやまず誕生し、以後、神戸

市、京都市、大|別Hそして名古屋市と順につくられ、それぞれ機関

紙 の 発 行 ( 写真 3 ) 、見学会や研11多会の実施などの活動を行ってい

法

令

コ

ー

ナ

ー

建築協定連絡協議会一覧

縦浜r I i 名古屋市 やI'FTI; 大阪府 京都市

地区数 189地区 30地区 77地区 212地区 50地区

区画数 39，250区Jili l 2，946区Jili l 15，421区間 30，738区間 4，866区Jili l

地区而品'1 15，188，600m'  696，824 m'  3，385，451  m' 1，006，600m'  1，210，578m'  

H  911: 度

110万円 60万円 173万円 324万Pl 100万円

予算

る。

表 2

京都市天守町地区写真 1

写真 3

名古屋市「大曽根街づくり建築協定地区J を見学する

京都市の連絡協議会

また、 |昨年、京都市の連絡協議会が名古屋市の連絡協議会を訪れ

るなど、連絡協議会柱匠の交流も図られている 。 (写真 4 )  

各連絡協議会の事業費は、すべてそれぞれの自治体の補助金でま

かなわれているが、協定地区数の ｴ 広大にもかかわらず、財政 Ｚ［［Ｚ ｾＱ 情か

ら補助金が. J : i ! i 附iしないという悩みを各自治体とも抱えている 。
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建築協定は、住民のE端技立識の高まりとともに今後ますます増加

する傾向にあるが、住民合意型の建築協定がつくられるきっかけは、

』脚也分訓によるミ ニ開発や共同住宅の建築に伴うものが多い。協定

力>1J玉後になるため、締結にまで歪らないケースもあり、今後はでき

るだけ事前に取り組めるよう、行政からの啓発やまちづくりセンタ

一等による支援に力を入れる 必要があろう 。

各建築協定連絡協議会の機関紙

E -v 

写真 4

っとむ)( すみさき

H前日45年まで全国のItl1定地区数は、 151'牛に過ぎなかったが、1Ij ?，; fn

47年頃から徐々に増加し、「一人ttl1定j が制度化された昭和52年 11月

以 除 |j日発卒業者が処築協J定1.1きて冴設する事例が急mし、明L庄 の

建築|勤定の主流となっている。

平成 7年「矧司=抗て。、認可件数の泉言|ーは 3，3531
l

l二、このうち羽市街

地におけるものが2，468何々占め、その大部分が一人協定である。ま

た、更新された地区や失効した地区を除〈今 1: 1 でも有効な地区数IJ.

全f本で2，19M也区となっている。

長I ! 築協定条例は、平成 7 年度末で683の司J lwr井村rfljl l定しており、 都

道府県別では崎玉Vi!; の73が品多て、次いで'i 'fl.岡県の50となり、香川 |

県を除く全国の都道府県が建築協定条例のある rlJl lI] 刺を有する状況

にある 。

認可1
l

l: 数が多いところでは、同じく平成 7 年度末でや1
1奈川県の

350件、大l別府の204件、府玉県の 1921
1

1ニと絞〈 。認可実紛がないの

は、 山形県、香川県、高知県の 3mのみである 。

協 定 地区 の 地 Ｑ ＲＰ ＩＱ 防類てな、住宅地が ＹＰ Ｅ を ＺＺＧ ｉ ｾ め、残り Ｑ ＰＥ 力主ｩＱ有

業地、工業地そ のほかとなっており、住澱: J : i l ' ( 呆全を 目的とするもの

が大部分を占めている 。

近年、協定の目的も 一手| 士ではなく、公害の ない、緑に; 白む、理il -E1

(I(J な工業団地としての環境を経由it 、，i : ! l 持する こと を目的とするもの

や、商業I也主主て職住が共存する優れたZ;; 践 的i備、増進することを

回的とするも のなどが生まれている。 前者には、述築物の位置、主I!

ぺい率、斤J j 念、美義弘緑化等を定めた 「神奈川 県内陸工業団地」が、

また後者には、 m途や市さ 等の規定を設けた「京都市天守11I TJ (写真

1  ) が、その事例としてあげられる 。 また、宅地造成I f 寺から既有の

樹木を保存し、焼土等の禁止やtfttドの保存などを定め、自然環境と

の調和1を目指した 「奈良背IJI 自然住宅J (写真 2 ) も特徴のある地灰

である 。

奈良青山自然住宅地区写真 2



日本初の80キ口鋼を使用した J 円九州新小倉駅ビル

上野 薫 斎 藤 ー

カジマデザイン構造設計部担当部長、按術長
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ンデッキとはエキスノ ｦ ンションジョイントによりＺｴ ｷｾ 造的に切り南Ａｻさ

れています。

駅ヒツレ木体のI也上部分は、純ラ ーメン柿造を採用してフe レースや

師、胆器等によって建築空間聞なうことのないよう、フレキシブノレ

な拠構として言 li直|しました。

正面中央の開口上部については、 6階と 9階部分に配置した梁せ

い1 . 5mの大梁と モノレーノレホームから立ち上がるサポート柱で支

持させる紘造として、建物のファサー ドを崩さないように配慮して

います。

;Jt..:州の北の玄関円 J R ;Jt.. HI 小倉駅ヒツレが、 I也上14階、地下 3附、

延べ、76000m'の、跡地設を cl '心とした複合商業JJ 包設( 物l仮・宿泊 ・宴

会 ・事務所) に生まれ変わろう t しています。

手jレl、余駅ビノレの綾雑な機能に対応て忘るフレキシフツレな椛造計画

とシンボル性を持ったファサードの実現、並びに建物内部に取り込

まれたそノレーノレと在来線からの仮重!J 対策について、 その概要ぞご

戦合します。

l高強度鋼材

吹き抜け部分を支持している阿イJ ! IJの柱と、モノレーノレホームのサ

ポート柱は大きな荷重を支持する重要な構造部材ですが、ホームや

駅施設の空間計画に大きな封縄1を及ぼす位世にあり、書11材断而をな

るべく小さくすることを要求されました。

そのため、梁せい 1. 5 mの大梁を支えている 6、9 1務部分の鋼管 コ

ンクリート柱 L モノレーノレホームから立ち上がるサポー ト柱に、

従来の鋼材の約 2倍の弦岐を持つ高強度鋼材 ( BT- I-IT620 : 新日

本製鉄が開発した建築構造問80k鋼) を使用しました。 その結果、

従来の鋼材 ( SM49ω を使用した場合に比べて、柱の寸法を 30- 40

% 低減でき、建築計画への)j(矧 1を最小限にとどめながら、構造耐力

的にも余裕のある架桃を実現することができました。

I建物の概要

来Ir小合駅ヒツレは、 J R の 2番線をまた いて' J R 線路上 に張り出し

ています 。 ｾｒ ピノレ中央部分に ｉｰ ［Ｗ［ ＴＲｭ の関口が設けられ、駅南北をが ｩ

ぶ公共自 Ill j通路と モノレーノレの停留所カ f取り込まれて います。 また、

1: E沫 線 の一部( l 1 s : ;線) が建物 t ーイ本化しており、特にホテノレ街白

室に夜行列車からの振動がどれだ' 1 ) " 伝わるか懸念されるところです。

建物の左右の基 Ｑｦｴ 部分に物品販売施設とホテノレ宴会施設、 Ｑ ｾ ｦＮ ｊ 口上

告11の高層部分にレストランやホテノレ客室階がレイアウトされており、

Ｓ つに分 ｾｩｬ ｊ されたファサードが衡の顔としてのシンボル性と被令ピ

ノレとしての機能をわかりやすく表現しています。

また、 11府には J R邸調設が、地下は尉葬場と各種働械室が計画

されています。

構
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l構造計画

J R縦筋上の南北陸j ｆ ｉ Ｚ ｪ ｪ ｩｉＡ路と紙上跡ｾぴ ｬ 二、駅前のペデス ト リア

駅 ビル断面図図 2図 1 ..J R 九州小倉駅ビル

「でとどっ

JI c : J q y  Ｇ ｾ＠

鋼管コンクリート柱高強度鋼• 

構造計画図 3

Y 4 通リ
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図 5 1 番線フローティング基礎

l振動対策

建物内部に乗り込んでくるを大道とモノレーノレからの振動 ・騒音を

対象に、客室部分に おし、て以下の目株値を設定して大:聞を検討しま

した。

微 振 動 3 - 8  H z  l. 5cm/s
2

以下

8  - 63H z  O. 3mm/s 以下

回体音: 騒音レベノレで40dB ( A) 以下

鉄道にっし、てはフローテイング基礎により、モノレーノレにっし、て

は防振材により、それぞれの軌道を建物から品館，ｾする こ とで、振動

と騒音の低減を試みています。

これ らの声明ミにつ いては、初期の計画段階から列車やモノレーノレ

振動の実il l 1 ) や各種のシミュレー ション角材ij' により、 1ie用する| 坊仮材

の程部iや配置を決定し、目標とする効果: が得ーられるこ t を石偏忍しで

あります。

lまとめ

モ ノレーノレや鉄道などの交通機|剥を取り込んだ述築物は、極々の

制約によ って犯!t' i'の構造形態を要求され、また交通騒音や振重)J に対

する対策も重要ーとなります。今同、プロジ、エグ 卜の提案段階から意

匠設言 |ーを交えた十分な打ち令わせと検討により、新小倉駅ヒツレのシ

ンポ‘ ノレ性と盟かなさ主)/ 1] 柿成が実現てきたと考えています。

( うえの かおる、き t 、とう はじめ)

防振材

( 天然ゴム)

図 B モノレール防振材
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図 7 モノレール走行時の振動予測値
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フローティング スラプ桁

防振材( 天然ゴム)

図 B フローテイング基礎防振材
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図 9 貨物列車走行時の振動予測値

- なお、小倉駅ヒツレ J V Z)嚇 jiJiでは、 プロジェクトの相肢と工事の出品状iJ tをインターオ、 ットて'*J -{介してし、ますので、せずひご覧くださ L 、。

アドレスは http:// home. interl i nk .  or  .jp/  - yuj i ro 
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高齢者に配慮した水まわり空間の設計

平井利男

附 I NAX 空間技術研究所環境美研究所

“ 高曲師寺 " というと、王11いす、「寝たきり」、痴呆といった介護や稲

毛 Ｑ Ｑ の純時から生 ￬ Ｑ￯ＡＡ［ｾ境の 問題が ＵＱｦ られてきた。しかし、近年の犠々

な 綜 l'を兄ると、実際には 9割以上の市商儲は日常的に介殺を必要

t しない元気な雨前怖である 。市歯怖の数は、現在190075人と 言わ

れ、 FI '1括的に介訟を要する「要介謎老人J の数1.;1: 200万人と言われて

L、る 。

200列人の介設を必要とするお齢者への配慮も当然忘れてはなら

ないが、元気な市Ih開1 こ対する先々の備えとしての位殿境整備もま

た大きな ｾ ｾｴ､ｭ である 。

l高齢者の住まいの状況

急速に市齢化が進む我が回日本は、 今から約30年後に“ 4人に一

人が Ｉｉｾ Ｂ ｊ 齢者Ｂという ｬ 時代に突入していく 。 しかしながら 図 Ｑ のよう

に、 1止，if? という切り 1-1で見るとすでに 3 割近くの世帯・に高齢者が居

住し、持ち家に| 浪ると 41111を超えている 。

設

備

の
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. 高 齢 者 を 含 む 世 帯

持ち家 2452万世帯

( うち高齢者を含む世帯)

1012万世帯 (41. 3%)

1183万世帯

( 全体の28. 8%)

賃 貸 1581万世帯

( うち高齢者を含む世帯)

171万世帯( 10. 8%)

総 ｴｴｴ 帝のうち、 Ｓｾｊ 近くの世帯に高齢者が居住しているＮさらに持ち家に限ってみて

みると、 4 割以上の世帯に高齢者が居住していることが分かる。

日本住宅 設 ｾ ￺ システム協会ｲｈＺ宅設備機器 関係データブ ック ｊ ( 平成 5 年) より

図 1

「住まい」の怨L点からは悠長なことは言っ ておれず、「加齢自己[@:J

や「バリアフリーJ といったキーワードがまさ仁差し迫った問題で

あり、住宅設計の悲剖に飢えなくてはならない。特に持削fや入浴、

食事い、 った1' 1" 常生前にかかわる水まわり空間のバリアフリー化が

重要である 。

l トイレ空間の考え方

今IITI はトイレと浴室を

例に考えてみたい。

年とともに垂直方向へ

の身体の移動，; t イ芯ま1)( こな

り、 j羊J! l i ¥: 使総からの立ち

しゃがみには、身f本を支

持したり向きを変えたり

するための手すりが非常

に有効である 。図 2 の1i VI

手すりは、 11，1ゃ手のひら

をついて立ち」ーがるとき

のちょっ t した支えにな

り、 また索材カヲミ1'h'?ドな

ので温かみがあり、手創!

りが良い。 図 2 棚手すり

44 建 築 と 社 会 ・1997. 12

図 3 便座昇降装置

リウマチのような関

節に疾居、を持つ障害の

場合には、| 民l釘lが炎症

を起こし硬化して痛み

を伴うようになるため、

体重を支えながら) 僚を

l並! け刊 l1. f すことは困難

緩まりない。 そこで図

3 のような使座昇|咋装

置を? セッ トすれば、そ

うした困難さを随分と

緩和するこ t がて冶る 。

また周囲にフレームな

どが露出 していないた

め、空間的にも違机惑

がなく、しかも床掃除

等が容易である。

さらに、必ずしも広くないトイレ空間の中で、身体の向きを変え、

'1' 11要にな ってj先i争レノ f ーをひねる動作は、バランスをil!J して転倒す

る危険がつきまとう 。図 4 のようなリ モコンのj先浄スイッチをI収り

付けることで、重}J 作はす'っ と楽になり、危険性も回避できる 。

流 す ｾｴ 司.  

図 4 I} モコンの洗浄スイッチ

同じことはロータ ンクの手洗い器で手を洗う動作にも言える。ス

ペース 的なゆとりがあれば、カウンタータイプの手洗い総を設ける

ことで近づいて手を洗うこ t ができ、さらにカウンタ ーを伝って使

総やドアにアプローチすることも可能である 。先々排池介助が必要

にな った;場合には、カウンターを取り払うことで使総サイドに介n)J

者の入れるスペースをつくることカ可I能である 。

冬場の寒い トイレは、脳卒中や心筋便器などの! 京 |主lにもなりかね

ない 。 足元 ｩ 即 Ｇ Ａｬ｜ｾ機の十 ｬ いたシャワ ートイ レや手洗 いキ ャビオ、ヅ卜を

設けることも解決策のーっ として検討されるべきではなかろうか。

図 5 にあるようなトイレ笠Im' ; t 、市曲儲専用い、うイメ ージl;t露

什に表現されていないものの、前述したような配慮項目カヨ長り込ま

れている。こうした空間を実現するためには、 0.375- 0 伊1<の狭い

空間か ら0.7歩杯出交の広めのスペースを思い切 って俄保すること

し 手 す り 等カ滑り付けられる刊腕日強を予めしておくことが、何

にもまして「やさしいトイレJ の第一歩 t なる 。
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l浴室空間の考え

E話
力11齢に伴う身体機能の変化の中で、最も機能低下力漕しいのが平

術機能である 。若い| 碕のピーク| 侍に比べおよそ 8 Ｇ ， ｾ ｉｊ も機悩低下す

ると 言 われているため、浴室では洗い場から浴料II I人lへ片足立ちにな

って また宮込む動作が最も危険になる 。図 6 のような JFiQ'拍トけスペー

ス付きの浴槽や既存のi谷間iのフランジにセットできる移釆台を設け、

安全に出入りできるようにすることが犬切である 。

入i谷中に体力守手いてしまうと、非市に不安定になり溺れる原因に

もつながりかねない。背もたれの対面にしっかり足をつけて、安定

した姿勢で入浴できる手 ｉｍ ｾ 折衷浴柑が適切である 。

また加1ftゆととも仁皮膚のiR熱受容総の数は低下し、熱いお湯や冷

たい* にとっさに反応できにくくなり、ヒートショックの問題が大

----"l l  きくなる。適切な湯 ｩｬｬ､Ｉｾ ｬ ｬＧ ｊ せるようなサーモス タツ ト付 きの柑金
具とし、併せて不意に触れても安全な、本体折 Ｇ ＭＭｩ ｾｾ ｌｉ 抜 ｌｉ Ｚ Ｚ 機能を備えた

ものにすることが適切である 。

ともすると 玉川次の原因になりかねなし、要因が多数冶む浴室、出u

なことにも細心の注意を払うことが大切である 。

“、
，要注 '  

lまとめ

IN A X では、この 6 月より「やさしい暮らしJ t いう提案を始め

た。高齢者や|邸害者だけのためでなく、防害の有無や年齢のいかん

にかかわらず、家族皆にとって rl 、つまでも J rt，ごれにでも 」、 安全

で、 f央道iて、使いやすい商品や空1:討を提案していきたいと考え、“ 共

則" できる空間] や術品の|井j発や提供に取り組んでいる 。

このような考え方が広がって いき、高齢社会 ・長弁|時代の 11 本に

相応しい水まわり空間が、これからのスタンダードになっていくこ

t ヵ溜まれる 。加齢に伴う身体機能の低下があっても、「ご く普通のj

「当たり前のJ ｾｴ￬ 舌がて、きるような、設許 ｼ や設備制 Ａｉｊ の「さりげな い

配I伝」ヵ f何より犬切なのである 。

図 6 腰掛けスペース付きの浴槽

( ひらい としお)
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建築文章作法固

山 田 修

修 建 築 事 務 所

- モノを書く機会は一度しかこない

では好余曲折が伴うものである .

出版というイ士司れま， 1t 4JI の忙しい人に頼まなし、とで. きるもので。は

ない. ヒマな人 1;): ，11寺rl l' Jがあるからモノが書けそうに思う . が， ヒ

? な人は仕事がないからヒ? なので，その分，活力 t 新鮮さに欠け

る， と考える . 本づくりには活力と来Ir灯ーさが必要だ.

世の中では「チャンスは二度ある」というが，出版に限っては 「チ

ャンスは一度しかないJ い、 λ ょう . 一度のチャンスを活用する t

「二度ある ことは三度ある J と進み， さらに「一度あることは数度

ある J と発展していく . チャンスの活用 こそが，筆者の実力をたく

わえ，その未来を ｉ ｾ｡ 拓していく Ｎ

そのためには，①原稿の依頼lまことわらない( 化叫買される こと は

人さまがモノを舎けると認めてくれた， と感謝する. → 仕事を大

切にとり扱う) ， ②原稿は規定企より 多い目に書き，それを自IJ りと る

( 文立は削りとるからこそ簡潔 ・明快になっていく . → 一字でも

ｬｾ ￭ｉ＠ Jろう) ⑪ 明日は厳守する ( 期日より早いめに閑/ ，;i i <>提出する . →

早くだす こt は三文の徳がある . → 信用につながる) ，を笑行する

こと fご

しかしながら，出版には並はずれたエネルギー と熱い集中力がい

る. さらに，体力 ・気力 ・知的の三力が充実していな いと，よい仕

事はできない. だからこそ， NIE もがそんなすばらし L、仕事 に一度は

チャレンジしてみたい， という気が起こるのである .

1  ) 初めての仕事は一命をかける

建

築

文

章

作

法

読者の皆さんへ

1年間，お世話になりました! 惑謝t 、たします.

こんな実例を読んだ、だけで，文立がうまくなるとはとても思いま

せん. が， ＳＴ 年間にわたり ＳＵ Ｍ ＢＧｾ の単行本ＨＱ年 Ｑ -1111のペース) を 出

版してきたわたしの経験は，何とかお汲みとりいたfごけたもの， と

思 っております.

お汲みとり L、ただけなかった， となれ1;( ， これは筆者の責任です.

お詫びいたします. さらに，終わりのない建築文設作法の勉強に励

みます. また， ii 志」二て‘ お会いできる ことを願って， tm文の連載を終

わります. 読者の皆さん， どうも，ありがとうございました. 拙文

をうまく編集してく fごさ った協会の! t'133栄一郎氏にも深〈感謝いた

し ま す ( や ま t: . おさむ)

2  ) ワンチャンスはのがさない

写 そのごのほていや旅館

33年ごに，I . t ていやIjjω 日を訪れた 自然のKT>'l 1ま変わらなかったが，IIIT;] f; _は変わ

って いた.

月1)宅は， 当写兵の手日( 1) の突き当たりに{ 立iE し(JJ ItW. I . i ていやJ商Ja!n，そこか らま

っす り ｴ に進む ｴ 多 ＱＱＱ 神主 ｬ の ＮｃＭ ｾｊ［｛ｦ t  iか低そ の先端の台地に多はl村地時姐Eする.

刷局 の 下 ｉｴｾ ｲ， Ｍ ｾＩｉｉ のｩ［ Ｇ ￭ｩ 抑制をかむＮこの 寸 ＱＡ の ｩ ， Ｚ ｻ 観コースは昔 のま まで， 当 ＱＱ キの

わたしの ｉｉｦｾ ーの散歩道 Ｈ食事 ・ 人制 ｬ 寺にほていや』愉＿にＮＧｊ ｉＮ かりるＩだ っ たＮ

般のたむとの fl . t ていや』伽古」は新しく改装し，お|止訴になった先代は他界され

ていた. 一一合掌一一

モノを;- 1:: < 機会は，一度しかこない. これは，

り， 呪災の厳しさである .

わたしは， /: I; ; f記述築|治会出版委員会の責任者として，著者を探し

，'1' ，すっとめをもっている . 人さま( モノが告けそうな人) に「本を

引いてみませんかj とおすすめする機会は多い. そのとき同時に「ワ

ンチャンスを作! とかモノにしてくだちし、」とお郎、いする .

戸をかけた人が「いまは忙しくて駄目です. 次の機会にお願いし

ますJ といわれたときは，半分あきらめている . ワンチャンスをの

がす人は， 出版まで進みにくし、からだ. 出版の力説冬点に到達するま

わたしの信念? であ

建築と社会 ・1997. 12

わたしの初出版の単行本は，いまから 34年前の「構造力学演習三

OOl 也， 学芸出版社， 1964年 ( 昭和39"'1三) 4月刊」である .

その機会1;): ，fG: 気の技術蓄を出版していた友人M氏の紹介て与え

られた. M氏から「一度，某出版社に紹介するから ，建築の初級技

術書の* を主j いてごらんJ といわれたときは，天にも登る気がした.

こんな青二才に， 出版社を紹介してくれたか らだ.

作文は，小学校時イてから好きだった. 初めて活字になったのは小

学校 2例主のときである . 1小判交の全校ヌー集に 「λ んそく J と「も

ちつき」の 二 つがＺｴ ｾｪ ｬ 或された Ｎ 二つ ものったのは全校生のなかでわ

たしだけだったので，子イJも心に大得意だった こ とを党えている .

M氏 を通じてワンチャンスは与えられたのだが，書く ;場所がない.

これには困り果てた 当|侍わたしは， 4_5畳 ・6 ｾｾ ｾ ＺＺ 二 ＱＱＺＭ｝ の木造 Ｒ 階建

長屋住宅( これでも文化住宅と 11乎んでいた) に親子 4 人が住んでい

た. その笠II:J のと向子1; : 1 : 家具類にとられ，親子共用( 長女が小 1) の

勉強机 ・いす一組 が，かろうじておける広さ fごった. 息がつまる狭

小な住まいである . 報由主のできる空間は，存在しなかった.

知りあ いのってを頼り ，能勢IG欽沿線の多田村l全i下にある「はて

いや旅自社の月 IJ宅を借りる ことに決める( 写真参照) . j]IJ 宅 1;): 倉庫が

わりに使っていた一戸建てて，ほんけんの床の1mっき 8 Ｑ Ｍｾ Ｚ Ｚ＠ t  6  ｾ ＺＺ，＠

玄関 3 Ｚ ｾ止と土ｲＺ Ｚｊ っきの住宅だった Ｎさなが ら ，各ｊｉＮ般 のような広さと

造りにびっ くりした. 感激した. ここで， 一人のびのびと報己息活動

に専念できるからてある . 費用は，知l人から借りた. わたしは，清

水の舞台か ら飛び降りたのである .

そして， そこに其互の 40日m，(当H奇，高校の教師 守していて瓦休

みがあった. クラブ活動 ・登 校 日等はさぼる) をろう城する . 5j lJ 宅

と旅飢ーのそばを猪名川の清流力守荒れていたが， 一度も水わびをしな

か っ た Ｎ 夜 Ｑ［ＩＺ ，大きな ｧｾ� 長ＨかやＩをつって ， その ｾｉｉ へ相 ｌ ・ いすＨ近

所から借りた) を運びいれ，本づくりに没頭する 蜘阪の 1-11の半分

はフ 卜ンカ可決L 、であるから，疲れたらすぐに織になれる . 昼夜兼行

の製自 ＩＮ Ｚ｟｟ ｍｪ の 止 ｉ ｾ ｩ 百だった Ｎ

さながら， 一流の作家気分にひたっていた. 苦しかったが，モノ

を作りだす楽しみがあ った. こんな生前が送れる生産にー j立の幸せ

を， じゅうぷごんにかみしめていた.

初めての大士1:4J-'; だったから一命守かけたのである . まさに 「背水

の阿リをしき，己に言翻努守諒した. い まから忠え 1;( ， その本はチヤ

チな本だった. が， ｾ Ｂ 侍のわたしとしては ｴ ｩｫ ｩ 宮 司 ｬ わ た の仕事ーをした Ｎ

これがよかった. その本は 4 刷までいき， 出版社に迷惑をかけずに

i斉んfごのである .

初，) ) 仮の成功が，今 日の仕事の原点になっている . イ上主FI こなまけ心

がもたけ‘たときは，いつも「多聞のろう械J を思いTごし， ｉ ｾ ｉ 省して

いる . 作同l も「初心忘るべからずj ということた:
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空 気 調 和 設 備 編

意匠設計者のための設備図の見方固

進

務所

出崎

出崎建築設備設計

設計図書の1里解- 1一

多数の者が仰ＧＱＧ Ｑ 、利ｲｴｉする判定建築物の ｾＺｦ 日略迎にｼ長 ｪ し、Ａｬ［鈎 ＺｾＱＡ 有

生上必要な ｚ 炉頁等が定められており、床而 ｦｩｾ の合言ｼーが ＳＰＰＰｭＧ 五 ｕ → の

事務所は、建築物保抑制措型基準( 表 1) (こ従って主i備 官: 型を し

なければなりません。務査対象建築物は、碓認111
苛111寺に特定行形σ f

( 都道府lJil.) の玖ttJl1!ff生担当課の事前縮 空を受けるので、担当課へ

事前 t二百航空、することが必要になります。

l室内基準値の算定

空気調和 設Wi 図苦イ乍成を進めていく時点で、「事 務所ヒツレ」を声、協え

としますと、路知針豆法令のほかに、事務F刷 僻 の 適 用 弘L令として、

( 1) 省エオ、法( ，エオ、ノレギーの1i8l lの令羽! 化 lこ|具lする法律J)

(2) ヒツν管法 (，建築物におけるF従凶! 旬以抗のP倒呆に| 期する法千|リ)

があり、，建築延べ直附 ｦ によっては、ｻｩ ＧＨ ｾ ｩ￬ ＡＮｴ ｊ ｉ ｉ ｭ ｬｬ ｾＧ ・に設計図書を提出す

ることが必要になります。 そして、この 2法により、申請告知 t 計

算告の作成および空調機の能力、フィノレタのイ士織を考慮するこ t が

あります。

今I!I Iは、この 2項目について概要を示します。

意

匠

設

計

者

の

た

め

の

設

備

図

の

見

方

lMMーの使用の合理化に関 問 律

( 通称「省エネ法J )

Q  

P  

R  

佐室内基ヰt司|直は、表 l をもとに記入します。

・室内 CO2 ( 炭酸ガス) iiI:の算定

室内の炭酸万、ス ( C0 2) ｩｩｾｩｽ Ｎ立と換ｙＧ ､ｩｬ ｩＺＮの ｼ 品 ｬ 係は、次式により算

定します。

Ct =  C
o
+  P x R x  1，000 .000/ Q  

Ct  ;  TI 時間後の室内 CO2濃度 (ppm)

，換気品 ( OA五1) ( m'/ h) 

; 在室人員数 ( 人)

， 1人当たりの C0 21止出量 ( m'/ h ・人) = 0. 02m'/ h ・人

C
o  

; 外気の CO2濃度 ( ppm) = 0.03% (300ppm)  

室内の炭酸ガス ( C0
2) 濃度計二終値は0. 1% ( l OOOppm) 以-1"0

・室内浮遊粉じん立とフィノレタ効率の算定

指導内容として、次のZIW::頁があります。

(1) 空気清i争装置は、主主1)、l浮遊粉じん槌j支刊と令に定める脳細いl

ＨＰ Ｎ ＱＵｭｧ Ｏ ｭ Ｇ Ｉ に ｾＺ ｦ 白寺するのに必要な性能を有するものを設ける 。

Ｈ Ｒ Ｉ 空気清 ￬ｩｾ 装置の除じん効率に係る設置他及び試験方法は 、 表 Ｒ を

1i811する 。

(3) 外気導入量I; t . 、設計人以 l 人当たり 25- 30m'/ h とす る。

ビノレ管法を満足するフ ィノレタ効率は、次式て' 算定し ます。

η =  C +  Qi  (Ci - C)  /  CQI ' + CQi  

C ; 室内発じん盆 (mg/ h ・人)

Gの値は、 ー肯定判先月'j- ( 喫煙側主的) = l Omg/ h ・人

一般事務所 ( 喫煙多) = 15mg/ h ・人

喫煙しない! 日途 =  5mg/ h ・人

Ci  =取り入れ外気浮遊粉じん泌皮 (mg/m') =  0  .1mg/m'  

= 室内浮遊紛じん出度 (mg/ Il1') = 0  .15mg/m'  

Qr  =込ヲrdil ( m'/h)  

省エオ、法には、建築主の努力翻先として、下記事項が掲げられて

います。

( i腿築物の外壁、窓等を通しての烈損 失の防止措置 ( PAL)

(i咽i築物の空気調和設備におけるエオ、ノレギーの効率的利用 の措 置

( CEC)  

上記に基づき、特定建築物( ホテル、旅館、病院、診療所、物l仮

応街I i 、事務所、学校) に係る葬MH失|幼J I : : 、その他省エオ、に|長lする、

建築主の判断基準が示されています。

司"q先所のm途に供する苦11分の} ; j ミ而平氏が2000m' 以上のものが適J rl

［Ｚｩ， ｴ ｾ ＮｊＮ＠ i : . なり、タ陛などからの熱の損失の防止 ( PAL) 、及び詐制iifJに

係るエオ、ノレギーの効率利用 ( CEC) について計算を行わなければな

りません。 そして、省エえ、ノレギ一言 l'j wlを都道府県の関係各謀に提t I ' ，

することになります。

なお、新省エオ、ノレギ一基準に ついては、本誌 ( ，建築と社会J 1993  

4三10f l号) ，設備の頁J に掲載した「姥築物の新省エオ、ノレギ一基準J

を参考にして下さい。

| 建築物における衛生的環境の確保に関する法律

( 通称「ビル管法J) 一昭和45年制定一

ヒツレ作法 I;t. ，多数の者州史JTI し、又 l羽 IIJTIする姥物の斜備管型に

| 均し澱境衛生」コ必要な:i: lit頁等を定めることにより 、 その建築物にお

ける、術生的なrutJZの{I '(t!呆を凶ること J (法 1粂) を目的としていま

す。

C  

建築物環境衛生管理基準( 建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行例) と測定方法

J i[ n  ｾｾ＠ 斗ι》作ι  
粂 1' 1  illi l  ぷ{ 巳 ) j  法

グラスファイパろ紙 (0.3#mのy、テアリン般粒子を99. 9%以」占Ii 集する

i平遊粉じんの註 o  .  15mg/  m'以下

性能を有するものに ｾｈ るＩを装 ｊｩ ーして、相 ｉｈ ￬ｴ 降径がおおむね ＱＰμｭ 以

下の浮遊粉じんをI f i ";止法により測定する機総または、"， 談機棋を棋準

として較 11.ニされた機総

一酸化炭来の合布率

10ppm 以下

検知符 }j 式による一酸 化lえよ検定23

Ｈｕ，ごしタト主 ｜ ＧＱＧ の ｩｷ ｊＡＮ ｴ がｾＮｾＨ 、 この11立力主i*てなL 、ときは20ppm以下)

}j Ut量ガスの合干1 率 1000ppm 検知作 ) J 式による炭酸ガス訓111主総

i仏l主

(l)l 1 C以-' :2S'C 以 下

ＰＮＵＱ 立 ＱＱＧ ＱＮＪの＿ｬ ｵ ｵＮ立 ｾ ｉ
(2)1計五における机j支を外気 g.t より低く する場介は、そのX; をP干し〈しない

ＫＱｉＩＮｉ ￬ｾ ＱＮ皮 40%以-" .70%以 ド Ｐ Ｎ ＵＱ 交 ＱＱ Ｇ ＱＮＪの ＡｾｚｪｾｴＮ ｦｊ ｒｩ ｬ ｉｬ ｕ ＡＮｴ Ｎ ｩＢ Iー

気対i 0. 5m/s 以 下 0.2m/s 以 上のf凡打fLをつllil : ; t するこt のでーきる風速JI

表 1

47 

ＨｩｴＩ符附ごとにＡ石室の中央 の ｗ ｟ｉ Ｚ ＷＵＭＱ Ｒ Ｐ 叩 の ＱＱＱＱ 、および外気 ｬｬｾ 入 ｉｬｬｩ￭ｪ で測定する ζＯＺＱ こな っ ている 。 浮遊粉じん致、 一 般化 ｬ ｩｩｉ，ｬｻ 、 ｉ Ｚｋ～ まがス の 合打率に つ いては Ｑ 11 31") 測定し、その白F見j

t立t する。

建 築 と社会 ・1997.12



ーー一ーーーーー
車問媛 (1) 胡劇的空間Ｈ置 ＩＱ 宜醐ｻ川霊園駅 ｖＩｉ＿＼Ｚ￘ｉｾ 附

主 周 途 恵苗面

対象床面積 (m') 940 

対 車 人 員 〈人} 140 
Ｍ 空間銀皇室が多い初合には、 Ｘｾ 挺に ｅ 入のうえ、ｩｉＡｩ付するニとＮ

取人口 の衡さ (m) 
10 卜f 、• Gしか b 取入日中央までの高さを記入すること.

外気取入量 (m' /h) 5.600 

給 lI¥ ，. ( m' /h) 20.000 

通 lI¥ 量 ( "' /h) 14.400 

酔 lI¥ 震 【"' /h) 5，600 

l人当りの外気取入量( "' /h'人〉 40 

換気図書案 〈回/ h) 2，5  

副司配値を

記入するニ

と

ーーーーーー
メインフィ，. タ |  プレフィルタ 1  

11 調 ( 型式〕 町171. 吋 -2-10

メインフィルタ引内舎には別級に記入のうえ酷 |

適Jt.1l)じん世彊 〈μm) 0， 3以上

ｾ｜＠ 付するζ と・

9096 -商品型書又は相当商品名を記入すること.

除効じ 重量法 9996 .  . カタログの民Q民厳令記入すること.

DOP 法 7096 
比色桂によるものは、宜色置法網に記入すること.

宜調ｾ li1 1. m 

Ｎ Ｈ引の 侠気 量 等に ｉｚ ｬｴ の草 ｴ 費 慢 の番号 ｾｉｚ 入するニとＮ

15. 3 6 3 m' 

1. 200人

!I! 3  !・

C宣〉

《] D. ③ ド 7 ・その他(

@{ 附する閑 居間無

⑧( 方式 ニ脱出業設置検知による自動制御

鰐

設 ｾ ｉ Ｇ [J<[  (- 記号 日l' : p : 川初、準 I1立

外気浮遊粉じん濃度 Ci 0，10唱/ m'

Ｍ ｪｬｬｴ￪ ｬ ｱｪｪｬ｜ 庁Ｈ喫燥段｜ｩ ｜ｾ｛ｉＨｊＩ 10mg/h ' 人

一 般 ｬ ｬ Ｈ 務所 Ｈ ｉ ｝ｾ 悠 多Ｉ 15mg/h  . 人

発じん ilt G  ｬ ＮＡｩ 舗Ｈ物品目 ￤ｾ Ｇｾ Ｉ 5  mg/h  . 人

喫煙しい、川途 5  mg/h  . 人

会議室 会外気 ) J 式がベター

一般事務官 5  m' / 人

設J I人以 N  1，時前日 実態に応じた数値

その他

"  

五|λl浮遊粉じんi長!支 C  0，15mg/ m' 

};{ 関係式 に代入す主

川 途 試験1Ji 法 試験粉 体 の租 ｾ ｩ

'I( ;j jj li !f DOP i法 J  IS  Z  8901 (14種)

Ig 部Ii j lS 比色法 J 1S  Z  8901  (l 1，f3il 

外気処. f I 11 J[ 5 比色法 J  15  Z  8901  ( lI.fJi) 

。 = 取 り入れ外ラrdll: ( m'/人)

Ｎ力 ｮ ￬ ，ｔＧＮｊ ￬ｬ の ｘｾ 定

設計制牛lこより、割引の外気?_:I 出 ( C) 、 外気i! iiU:支( %) 、 外 気の絶

州 Ａｉｴ ｊ 皮 Ｈｫｧ Ｏ ｫｧ Ｇ Ｉ と、 室 内 切暁 ＨｃＩ 、室 ｼ 式 ｬ ￬ｍｉ ，立ＨＥＩ 、 室 内の ＱＺｾ 折血

13r ( kg/kg') ，外知収り入れ盆 (m'/ h) 等よ り、 加i毘立は次式て算定

します。

L ( k g/ h)  =  QOAX  1. 2X  ( X，- X 1)  

L  ］ 加 ｪｾｉｾ ｩＮ Ｑ

QOA=外気)[X り入れ盆

X
2  
］ 室 ｼ 人 ｬ のＪ ｾ［ｊｩ ，ｔＧｴｊ支

X
1  
］ 外気の Ｑ Ｚｾ 揃渡

以上の ｾ ｉ 可 ｈ ＮＢ 算定 して ｆｬｬ ￣ ｬＡｆ ｴ ｾＡ Ｚ に記。械 の ｟ｉ Ｍ Ｎ， ［ Ｇ ｉｾ ｛￬ 可 審査を 受 け、設計

l宜|舎 を 総11'1します。

発じん量計算上の設置値

基 礎 講 座 巳 一一

表 2

意

匠

設

計

者

の

た

め

の

設

備

図

の

見

方

己 日 企」

- - - ー
畳:*糟 (1) 量水槽印} 量水槽{ 副 11荷量水槽( 1 )I ;li lll*僧(0)1高齢 制)

世 置 場 所 BI B2 

容 量 〈町ず} 65 54 

' I i ' 水槽の還まか多い場合に11. 別紙に

tオ 質 FRP直合旺 コンタリート 記入のうえi I I 付すること.

王弁までの畳短距種t岨】 100 

側壁までの後短距綾〈岨) 60 

床面までの畳垣康雄(coo) 60 

オーバーフロー菅 ⑧ ・録 ③ 無 有

通 気 管 ⑧ 無 有 ・⑧ 有

水 E包 管 ⑧ ・無 ⑧ ・策 有

鼻 水 ピ ッ ト ③ ・量 有・⑧

繍減水 寄鰻銭置 ⑧・無 有 ⑧ 有 〆 錯 :糊

世 用 用 途 ⑧ 時 消 飲 嘘 ⑮

飲 t拘消肪用

鋼 菅

( 3) その他

|蛤水管の柑| 主菅聞塩日i ;11蹄措附馳醐塩ピ管| 同管の柑 |

3  昨水量幅関係

(1)自降水 指

--
自作水槽(1) 回下水槽(0) 昨柑 (凪) 1  揖水槽 ( I V) 1  昨水栂(V)

相 の 橿 矧 汚水槽 雑酢水徳

容 量 ( m' 】 3  5  

Ｍ 丙水 槽 、ｾｉＱ ￞ｾ 栂 はどの極別を ｅ 入
ＱＱｾ 水流入 量 Ｈ ｭＧ Ｏ ｨ Ｉ 1. 2  2，0  

ずること.

柵 底 舗 の 勾 配 l / IO  l / 15 はお、し庫浄化相、調水槽について

俳水ポノプの古数 2 台 2 台

11. IG入する必要は f，i ｾ、Ｎ

摘水 嘗 側 !;l置
@ ・無 ⑧ 銀

唖 込 み ピ ヲ ト ⑥ 無 ⑥ 無

通 lI¥ 管 ⑥ 官 ⑨ 無

以下のように、審査|州系書 類 は 準的しなければなりません。

・4同lij務 賛同 ーの図而類一式

. !&築→l生凶而( 自己世脳l、平而凶、立而区|、 山 iTii i図)

・空間設計腿l而( 系統園、平而|湖、機総リスト)

・1制 |ポ &Oit'i 訴 t'l' l三1 ( 系統区|、 平[ui 以|、機部リスト)

・提出主ぼ! J i 及び音11数( 務査後十込!I't )

Ｍ 空前 ・ 制ド ノ ド制 ｾｉ 而匝 ｼ 主 ｆ ( A 4判J) 2告1I

・縮小関 l師 ( A 4 判もしくは A 3' 1ヨl 製本不安) 2部

. ムI! . 築場所f、J'近見取図

・5宮 司設; 11凶而のうち系統腿|、機総リスト、基準附平面| ぎl

・給 排 水 制j1 l i 設計図而のうち系統] : i {1、機株リスト、! lr7)<i 附設置階平

l同1:i{ 1

なお、 |ヌI[li 闘 は外知 [X入口、制気 [ [の位置、給相1'7ド設ii llJ の配置等、

;t l'j1li [:; l: ・の|人l森 が 説明て. きるもの、 となっています。

合 前 ・給制|コド設自iii 言|画 苔の記入例を図 1 に示します。

( でさき

l審査のための書類

空調・給排水設備計函書一一記入例一一図 1

すすむ)
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新建材の頁

111寺間耐火性能試験の結果、非加葬MJli Jのガラス表商温度は 100.C

以下にとどまっており、ゲノレによる遮烈副J果が実証された( 図 2 )。

また、耐火ガラス SuperLite II は、光器品性や遮音性にも優れた

性能を餓えている( 表 1 )。

耐火カ、、ラス SuperLite II は、アメリカの人{ 村1苦笑に対する安全規

格 A N SI 297. 1 400 ft. lbs. に令絡しており、 45kgのショットバッ

グを 1. 2mの高さから振り子式に落下させる街蜘臓において、破

損しないことヵqi僻忍されている 。

i性能

l安全性

防火区画を構成する壁は、遮炎性能および遮煙性能だけでなく、

述書常性能も要求され、いわゆる耐火間仕切壁でなければならない。

従来の耐火間仕切壁には、 コンク リート系材料 が多く用 い られるが、

これ らの性能を満たす透明な間仕切壁は、今までのと ころ なかった。

万ラスを用いた防火区画としては、すでに、網入り板:Jl ラスや耐

葬!対反ガラスを組み込んだ防火戸が普及しているが、述勲性能を持っ

ていないため、可献物に着火しやすいなどの欠点があり、避事似寺の

危険性を指摘する建築家の意見も少なくない。

このような 中て'j ll 側 U; j { 械は、特殊ケツレ入 り複眉f方、ラスを用いた

11時間耐火間仕切壁を開発し、カ。ラスを用 いた耐火壁としては国内

で初めて、建設大臣の耐火椛造指定を取得した。

l耐久性

耐火方、ラス SuperLi te II 内部のケツレ} 習の温度が 15- 60.C を適

用範聞とする 。ゲ、ノレの紫外線に対する安定性1;): 、キセノンランプに

よる 100011寺問巨人上の照身十でも外来児上の変イヒはZ忍められていない。

( 河津竜大/ 建材委員)

l構成

木製品は、耐火カヲス SuperLi te II とそれを支持する枠材から構

成されている( 図 1 )。耐火方、ラス SuperL it e II は、 2枚の強化ガラ

スの聞に無色透明の特殊ゲ、ノレカ涜撲された桃浩 t なっており、火災

ｼ 時にはケツレ ｉｾＢ の水分が気 化して 伝導熱を込続的に吸収すると同時に、

水分以外の成分が皮j肢を形成して車問r険! ¥を遮断する 。

新

建

材

の

頁

設

終 l

加熱温度 7 1

:一一一) |-
rラ ス 翻 温 度

1000 

n

υ

A

U

 

n
υ

《

U

ζ

U

瓜

崎

温

度

(

℃

)

ガラス押さえ

200 

。
。

表面化粧材ー

アルミニウム

合金押出形材

90 60 30 

時 間 ( 分 )

1 時間耐火性能試験結果図 2

音響透過損失

(d B)  

平均値 : 44 

葬! ¥貫流率

( kcaI/ m'  h.C)  

3.7  

表 1 SuperLi te 11 の諸性能

単位重量 | 可視光線透過率

(kg/m')  I  ( %)  

61 I  85 

チャンネルカバー。

溶融亜鉛めっき鋼板

耐火パックアップ材
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写真 2アトリウム写真 1
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設計者が語る外壁緑化の計画とメンテナンスの実際

オー力、二ツクビ、j レテ、インク、

仏.

aa， 

令
R E P OR T  掃 部 捕

事業委員会委員/ 閲1*阪市公園協会設計課長

日本建築協会事業委員会
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ェ t の調整は、プロテ、、ユースをする会ネ上が担当することになってい

たので、ペッシェのテ、、ザ、インを実現する エンシ、ニアリングの領械を

担当 し、オ ーナー にペッシェのデザ、インについて技術面で通訳する

立場に徹しようと思っていた」と 言 う。 しかし、設計が進むに つれ

て、プロテ、、ユースを担当 した会社は調整力を失い、西田氏と大代氏

が直接ペッシェ氏と語耳挫しながら、設計を進めるようになったとの

こと。

ペッシェの提案は、 日本の竹井本のイメ ーシ、をベースに、都市の中

に、ヒツレが床を重ねているのと同じように日本庭園を垂直方向に積

み重ねる こと (パ「ーチカノレカ、、ーデン) がてP きな いかということてやあ

l設計の経緯
ト

庄

O

止

凶

庄

った。

ペッシェが提案してきた図面は建物のエ ν べーションを表現して

いたのた下、西田氏1; 1 : . 、最初は道路区画とi ' ! I 同てで村長成された都市の

平面図 t ，ELったほど、 ユニークな提案であった。西田氏はもちろん、

オーナー も非常に強烈な 印象を受け、オ ーナーから この基本デザ、イ

ンを最後まて賞一くよ うに言われたとのこと 。

設計段階では、ペッシエから送られてくる図面を基に、実施設計

図を作成する ことになった。ペッシェの図面は 1/ 50から 1/ 20の

スケ ーノレて、建物j の細部も表現されていたので、ペッシェのイメ ージ

i地抑できたが、た1.:1血工t の納まりは余り検討されていなかった

ため、西田氏の方で技手附(J な検討を加え F AX を利用し、ペッシエ

との調援を繰 り返したとのこと 。

ペッシェは竹オ本のランダムな垂直性を|升!口部テ、、ザインに表現して

いた ため、 関口音I1の大きさや壁面ノ叶、ノレの大きさがすべて呉なって

いた。西田氏がこれを、施工性を考え水平、垂直に修正したが、 受

け入れられなかった とのこと 。西|王l氏は、 「ペッシェは|片l口部デザイ

ンの歪み (均質性の解体) に非常に こだわったが、そのほかは余り

気 にしていなかったのかもしれないj と当時の苦労の一端を誇った。

当11寺ぞ振り返りなが ら、 四回氏は「前から 一度、外国の方と 一緒

に7訴 |ーの仕事を して みた いと，思っていた ことし オーナー ( 小倉屋

山本) の強い勧めもあり、計画に参加した。 コンセプ卜や、ペッシ

外壁の緑化について、ガエタ ーノ ・ペヅシェからプレゼ、ンテ ーシ

ョンがあったとき、最初から「垂直の庭園j をつくりた いとい う話

があ り、はたし て他物が育つのか、 西田氏には分か らなかったので、

ある人を介して紹介された方が大代氏であったと 言 う。 そこで大代

氏に、 こういう 話があるのですがはたして木が育ちますか、という

質1111を最初にした。すると、とにかく水と 肥料があればど こでも育

つものです、 という心強い言葉が返ってき、そ こで こういうヒツレが

l垂直の庭園

建築と社会 ・1997. 12

オ一方、ニック ピノレディングが完成し 4 年 カ 粧品した。当時ーは大い

に3酎mになった建物で、記憶されている方も多い t 思う 。現在 この

ピノレは、大阪市中央区南船場の二|じアメリカ村と いわれる街中てラ ン

ドマークになっている。

そこで、 実施設言怖である西岡修氏と、外壁鮒ヒの計画から施工

そしてメンテを引 き受けておられる大代光芳氏に、「設計の経緯J 1.外

1立緑化の言|固とメンテ J 1なぜラ ン ドマークになり得たのか」等々を

テ ー マに講演を信也ｾ質したと こ ろ、西 国氏 からは Ｔ 年も ｴ お邑している

か らという話もあ ったが、逆に 4年が経過する ことによ ってま た違

った而からお話がし、たfごけるのではないかということもあり、ご無

理を申し上肌設計の経対等については西田氏か ら、外壁の緑化は

大代氏よりお話をしていただく運びにな った。

ｾ ｦｲ の流れは、初期段階の方、エターノ ・ ペッシェのプレ セ ーンテ ー シ

ョンとその後の設計の経科、 このヒツレの附設である外壁緑化の計画l

t 写! ; J 犬のメンテナンス、苦悩しながら H寺問をかけて自分のものにし

てい ったこの ビノレのオーナ一等 について、諮っていただいた。 さら

に、いわゆる建築家がエコーを通して つ くったピノレがどのようにして

良好に保たれているのかというところについても、話の中でふれら

れていた。
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ト

正

o

t凶

庄

まりを起こし、何回もこの壁を上ったり下りたりして配管を修正し

たり、植栽方法も変えてみた。 このような作業は登山用のず、イノレ 2

本を使用し作業をするため、 これまで 4 人の作業員がやめてしま っ

たとの こと。純物を育てる ことに、楽しみあるいは生き甲斐を持つ

方のみがていきる イ士4la - ではなし、かとも思った。誰にでもて。きるもので

はな いようである 。

水は自i l l ! J給水て二月に l 、2回行う程度である 。132佃のポットの

うち 1 ヵ月に針本の 2害il は目詰まりをおこして L、るようである 。

Ｉｪ日 Ｔ について、夏 ｬ ま河沼 ｬ 巴て二冬Ｈ寒に入るとＩは図形Ｉｪｾ Ｎｩ ｬ を与え

るとの こと。大代氏によれば、西{ ) [ l 1 I ま照り返しカ匂怠< }，! '，うほど植物J

が成長しないので、' ，!jf ;にそばにし、て気を配って手入れをしなければ

育たないのが実状のようである 。

可能だという確信を得て進んだとの こと。

大代氏の話によれば、ガエター ノ・ペッシェの考えは、壁の 132仰

のポットに 13訴重の植物を植えてほしいとの こと。給水や排水の方

法、さらに土などについても、分からない ことだらけて、あった、と

言 う。当初は、カ、、エターノ ・ペッシェと話カ f かみ合わずうまくいか

なかったが、万、エターノ ・ペツシェが来 日したとき、大代氏 と植物、

特に l: t 到について話を交わすうちに、 「わかった君にすべてをまか

すからおぽ! いしたいJ !: 言 う話が返ってきた。大代氏は熱帯地物に

も詳しく、「花と緑の博覧会」のパピリオンの楠裁や、地物園を手掛

けた経験をもとに、大代氏 t 西田氏て宮|恒lが被られ進められていっ

西田氏は講演の締めくくりに、「建築のデ、ザ、インというのは、いろ

んなレベルで、人に迷惑をかけている側面がある 。オーガニ ックビ

ノレはその最たるものであると J目、う 。ただ、オ ーナーには建築デザ、イ

ンの意図をまじめに受け止めて、まじめにフォロ ー していただいて

いる 。 また大代氏といういいパー トナーに恵まれて、きちっとメン

テナンスもできている 。 その結*4年力主主M して、図らずも南船場

地域のランドマ ークになり、オ ーナーにも満足していたfごいている

と思う ( 会場にご出席の小倉屋山本のー長谷川氏よりそうですとの発

言あり) 。建物をデザ、インをするい、うことは、社会的にいろいろな

｢ 鈍 ｾｬｾ があり、その責任は長〈続くい、う宿命にあるい、う こ とを身

をもって感じた」と話され、竣工後 4年を経過したオ ーガニ ツクピ

ノレについて、スライドを交えた講演会を終えられた。

( かもん

l建築デザイン

た。

地物I: l : 、赤道の下て、生息 しているものや、オ ース トラリアの植物、

それと 日本の在米程て二 132イ聞のポッ トに針作為に、 同種が重ならな

いように楠えられている 。赤道の下で生息しているものは野生極み

たいなものが多いため、当初、宮古島に持ち込み、そして沖縄へ、

それから jω +1の指宿へ、さらに大阪へ移したい、う 。非常に|時間を

かけて大阪の気候になじませてからの槌え付けである 。 ここ にも大

代氏の これまでのコレクションしてきたものヵt生かされ、植物に対

する熱意が感じられた。

132侶lもポットがあるため一部に根詰まりを起 こすものもあり、

植え替えもした。要3定も強くしなければならないものなどいろいろ

ある 。14、5年て守艮くやされして枯れるものが出てくる fごろうと思っ

ていたJ と言 う力士今はそれもない状態て¥管理が非常に行き届き

良い育成状態である 。 この ヒツレがきちっと運営されて いるかどうか、

メンテされているかどうかい、う ことは、 外阻まにまとっている植木

力対 ￯ ｾ れているかいないかという こ とである、 と西田氏が話されてい

た。

大代氏の話ーによると、地木鉢の表而はマノレチングをし、士山中のパ

イプから品f Tk . 羽|ヲドをしている 。図面では流れるはずfごったが目詰

わたる)
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GB R Cニュース

GENERAL  BU比DI NG RESEARCH CORPORATI ON OF  J APAN 

和見購入機器紹介ースプリットフィj レム流速センサ

財団法人 日本建築総合試験所

〒565 吹田市蔵 白台5- 8- 1

TEL. 06- 872- 039 1  FAX. 06- 872- 0784 

業務時間 9  :  ｏｏ ｾ＠ 17  :  15  

1. 08 従来、 3次元流作l坊において直交 2方向流速変動成分を iWJ 定する

には、 X 型プロープ流速センサが用 いられてきた。しかし、 同セ ン

サによって測定て、きる風向べ、クトノレの向きは、常に 2つの可能性を

もち、そのどちらであるかを確定できなかった。今回購入したスプ

リットフィルム センサは、風向を確定的に iftl J定できる ことが大きな

併殺であり、 これにより、物体周りの風の流れをより正確に把握で、

きるようにな った。

図ー 1 に示すよう仁、スプリットフィノレム センサは、直をも約150

μ m の石英JI Jfi に2枚の白金フイノレムを平行に蒸着し、表面をアノレ

ミナコ ーティングしたものである 。白金フィルム部分は一定混皮に

保たれるようにな っており、風により奪われた熱立を補給する 電流

守利用して風向と風速を算出するものである。風向は 2 つのフィノレ

ムの出力屯圧の差により、また風速は利によって求める ことができ

る。

O

E

回
。

図- 2は同センサの校正曲線て¥風速は精度よく ifllJ 定できる力士

風向角 。が60・を超える と風向のil!l J定精度が惑くなる 。 したがっ て、

同センサは主風向に対 して: t 60。の範囲で正雄 なiltlJ 定が可能である

が、物体の後流J或など風向の変化が若し い場所て" は誤差が大き くな

る。 そのような;場所では、 センサを互いに直交させて 2度測定 し、

2つの風向iWJ 定他のうち誤差の少ないほうを採用するなどの工夫が

必要である 。 スプリッ 卜フィノレム センサを用いた 2次元角柱の後流

域のiltlJ 定例を図- 3に示す。 これによると、若干のばらつきが見ら

れるが、風の流れを概ね把握するには十分で、ある。

耐時式験室山本英樹( 島屋 ・06- 834- 0319)

石 英 ロ ッ ド .t 152μ m 
アルミナコーティング

スプリッ卜幅 13μm

。=270・

図ー 1
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この ritt 解 II J は、先に出版された 『註解

1  J のお品漏である。原著lこついては、編者の

詳しい解説文が寄せられてる ( I ，pp.124 

130/ II ， pp.107- 114)。

フランス革命の前後を生きたノレ ドヮーの活

動は、同時代の建築批民平や書評を通じて鋭い

知ることができる 。 しかし、編者によれば、

セレリエの追悼文やラメの紹介にもかカ、わら

ず、その研究は決して豊富ではなかった。現

f"cでは、カウフマンの著作やノレヴアレ卜 ーの

伝記やガレの研究などで、彼の市1) 作世界ヵ明

言桝而 されている。ブザ、ンソンの劇場やショー

の製康平場を描 いた図版は、すでに有名とな

っている。しかし、テ河ディエが分析したよ

うに、 ここ には、建築のテキストとデッサン

をめぐる本質的な問題性が ｉ ｾ 円かれている。

周知のとおり、ノレドワ ーの建築図而には、

あらゆる干郵買の建築物が拙かれている。原著

の器@; J : 、 『芸術、風俗、法制 との関係の下に

考察された建築』であった。 これは、彼の姿

勢を明確に表わしている。「そ こには、貧者、

樵夫、ｾｾの家、旅能、限りなく多様な ｉ ｏ ｈ

田舎の家々 ・工場、鍛冶屋、製塩J i [ r - . ヰ中殿、

教会、劇場、商席、宮殿、裁判所、 Jf l目先月日、

そして、 「桁や墓地や到U創'9J などが、すべて

陳列されている (II， p.108) 。その展望は、 一

種の百科砕典 を思わせる 。

たしかに、彼のデッサンは、あのプレーに

も似た統一感を抱かせる 。ノレドワ ーのヴィジ

ョンは、序論 ( 1 ，pp.1-30) で語られたシン

メ トリーや比例、品性やj f l l i I 床や崇高などの観

念に支えられて いる。図版の造形的な特質は

意外に単調といえる 。 しかし、彼が列挙する

建築物は当時の社会のあらゆる用途に及んで

いる 。逆にみれば、多種多様の用途が この建

築家に独自の造形へ t 辺元されるのである 。

ノレドク ーのテキス 卜は、 これとは別の方{立

を示して いる。 彼の友人は、上りl像にみちたそ

の文体が、 「今 日までいかなる人間の想像力を

も占有することのなかった新しいジャンノレを

か随しているJ 1 : . - 、う (II ，p.107) 。彼のフラ

ンス語を一読すれば、美文への意図は明らか

である 。古代のや1
1話に対する憧索や当|時の政

治に対する風刺が、そのI官庁に鎮められてい

る。現代の読者にとって、そのような記述は、

書 評

ルドゲ「建 築 論」註解 ][

白井秀和・編者

むしろ砕易の印象を免れない。天才や芸術家

い づ 語 も頻出するが、その背後には、誇大

妄ff! とは言わずとも、彼自身の自負と不満が

察知されるのである。獄中の経験力士彼の冗

舌な杭文にも浸透しているのであろう 。

しかし、いっそう重要なのは、このような

文体が誘発する文学的な怨像の世界である 。

彼の記述は、通fit- の建築皿論とは異なって、

自らの構想、を即物的に解説したものではない。

ノレドワ ーの怨像力は、彼自身が描いた建築物

にj臥i舌されるかのようである 。 この拶〆合、テ

キス 卜がデッサンを導く い 、うよりも、f 1 主の

テ、、ッサンがその多様な意味を触発する 。編者

も指摘するとおり、ヴォ ー ドワイ エが述べた

めの「語る建築 (archi tect ure parl ant e)  J  

が、 ここ でもひとつの問題となる 。 この託tiN'

はノレドヮ ーの建築作品に向けられていたが、

われわれは、彼のテキス 卜に、また月1) の< 諮

られた建築> を見出fごす ことができる 。

有能な建築家が必ずしも的雌な批評家ては

なく、また、 !i f凶1 な論客が必ずしも建築的な

世界の核心に至るわけではない。ノレドワ ーの

テキス卜は、はたして、建築論の思索に収飲

しうるものfごろうか。あるいは、 その行聞に、

Ｍ ｊ ｕ ｾ の文学的な初復を読み取るべきであろう

か。編者は、先にみた原著の表題を「建築論」

と略記するとも断わっている ( II ，p. 107)  

が、そ こにはなお、 重大な問題が残されてい

る。ノレ ドヮ ーのテキス卜 t デッサンには、い

わゆる調和 (harmo nie) や対応 ( corr espon

dance) よりも、いっそう有司准定なi創悦 (d邑v i-

｡ ｴｩ ｯ ｮ Ｉ や Ｑｾ ｉ ｍＡ 高 Ｈ､ ￩｣｡ ｬ ｡ｧ･Ｉ カ ｦ 認められるから

である 。

書

評

訳者の註解は、定評のある詳細な研究にも

とづいている 。 この観者¥R にふその多大な苦

労が忍ばれる。しかし、ノレヴァ ν トーによる

伝記の抄訳 (II ，pp.1l 5- 131) には、やや硬

直の感がある 。ノレドゥーが試みた美文にも、

いっそう流麗な日本語を充てる余地があろう 。

ヴアレリ ーに倣うなら、 「拙かれた建築物j で

も「諮られた建築J でも、いわば、 < 歌 う 建

築 ( architect ure qui chante) > こそが

重要なのである。

( 川 う ず し/ 耐 大 学 院 関 室 帆

7ランス国立マ/レセイユ建築大学名誉教授/

連築と社会 ・1997. 12 53 



[ お知らせ]

-
a
a
-
-
-

n f o r mDl i o n  

「いす・ 100のかたち」国立国際美術館で

8 月のつくば美fホf館での展示を皮切りに、北海道立旭

川美f単調、丸亀市猪熊弦一良間代美4単調を経て、 ヴィ

卜ラ ・デザイン ・ミュージアムの家具コレクションの

中から 100のいすの展覧会が大阪府吹田市・千里万博公

圏内の国立国際美術館で開催される。

この展 覧会は、 ＱＸＲＰｾＱＹＹＰ 年代に需 Ｑ ｝Ｑ Ｇ乍され た素材・構

造・デザインにおいてエポックメーキングないすを「テ

クノロジーJf コンス卜ラクシヨンJf リダクションJf オ

ーガ二ック・デザインH デコレーションH マニフエス

卜」の 6 つの側面に分けて、デザインにおけるモダニ

ズムの生成と展開を探ろうとするもの。

日時 ＱＹＹＷ 年 ＱＲ 月 ＱＹ 日 幽 ｾ ＱＹＹＸ 年 Ｒ 月 Ｓ 日伏 Ｉ

9  :  ＰＰｾＱＷ ・ ＰＰ 毎週水曜日休館

会場国立国際美祢溜 TEL06-876-2481

吹田市千里万博公園 10-4

展示 ウィグル ・サイドチェア/ フランク ・0 ・ゲーリ

一、 MR  10/ ミース・ファン ・デル ・ロー工、

スーノマーレツジェーラ/ ジオ ・ポンティ、パタ

「クイーン・アンJ 1979-例年

E宣言十/ ロパート・ヴェンチユ

ーリ

個厨かり見ればアアルトなど

によるモダン ・チェアに類し

た積層板製の精子だカt 正面

から見れば 18世紀のクイー

ン・アン機式を想わせる。

「ウィグル・サイドチェア」

設計/ フランク ・0 ・ゲーリー

1972年

フランク ・0 ・ゲーリーが名声を

築く前に開発した、「段ボール彫

劃U としての椅子。段ボール家具

は1960年イt からつくられていたが、

これほと率直な方，創立試みられて

いなかった。

フライ ・スツール/ 柳 宗E恩 ミ ス ・ブランチ/

倉俣史朗、フォデイル/ コープ ・ヒンメルブラ

ウなど 100のいす

「建築教室」一生きのびる子供たちのために一

自分てつくる家「紙の家」 制作・撮影，建築・都市ワークショップ

建築について、本当は大人たちが「ずっと聞いてみた

かったこと J を学べる催しが、 INAX ギャラリ ーて企 画

された。入場無草ヰ。

ビデオでは、イギリス民話の“ 3 匹のこぶた" たちが

わらの家 ・木の家 ・れんが( 石) の家を語り合いなが

ら、長所や欠点を明らかにしていく 。机の上には建築

の基本形や、簡単にできる多面体や模型、建築玩具や、

家っくりの絵本が並ぶ。

未来を生きのびていかなくてはならない子イ共たちに、

ものづくりの楽しさを伝えようとする「建築教室」の

“ 開ぜは 12月9 日に迫っている。

会期 1997年12月 9 日伏ト 1998年 2 月21 日出

10 :  ＰＰｾＱＸ＠ :  00 水曜日休館 ・正月休館

会場 INAX大阪ショールーム 2階

大阪市西区新町| ー7-1 TEL06- 539-3518 

会場では、“ 楽しい糊ヰ害" をつくる気持ちで編集され

た INAX BOOKLET r建築数割 (84頁、本体価格1800

円) も販売される。

DI 8CONT一吉阪隆正+ U研究室一、ギャルリ- ・タイセイ展覧会

ギャラリー・タイセイでは、ル ・コルヒ. ユジエの弟子

であり、早稲田大学専対受として多くの学生を育てた吉

阪隆正 Ｈ Ｑ ＹＱＷｾ 1980) を取り上げている。会期を通し

ウ'エネツイア ・ビエンナーレ日本館 。北田英治
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「デ・ステイル1917-1932J

セゾン美術活官は、 20世紀前半の前衛運動の中でもその

ラデイカルな王忠当者と簡潔無比な造形によって、同時代

の作家や運動に最も強い影響を与えながらも、そのラ

デイカルさゆえに短命て・あったオランダの新造形主義

のグループ「デ ・ステイルJ を取り上げる。

デ ・ステイルは、 1917年創刊の芸f続志 「デ ・ステイルJ

をより所に、画家・建築家ドゥースブルフをプロモー

タとして、画家モンドリアンや建築家 1) ー 卜フェル卜

らが、抽象絵画の持つ単純明夫な色と構成を、建築 ・

インテ リアなどに展開しようとする ものであった。

日本て吻めての回顧展「デ・ステイル 1917- 1932- オラ

ンタ噺造形主義の美術と建築J は、その後 2 月に兵庫

県立近代美術I館、 4 月に豊田市美術閣へ巡回する予定。

会期 1997年12月13日仕ト 1998年 2 月15日(日)

10 :  ＰＰｾＲＰ＠ :  00 休館日 1/ 1、1/瓜 1/27、2/3

会場 セゾン美術館/ 東京都豊島区南池袋卜28ーl

料金 一般 1300円、大 ・高生 川∞円、中学生無料

出品 ・絵画 ・彫主ト一一モンド リアン、 ドゥースブル

フ、ファン ・デル ・レックらの作品約67点

- 建築一一ードゥ ースブルフ、アウ ト、エーステ

レンらの建築図面 ・写真 ・模型約 105点

・デザイン一一一リー卜フェル卜、 ドゥースブル

フ、モンドリアンらの家具 ・インテリア・ グラ

フィックデザインなど約37点

展覧会場では、柳宗理、浅田彰柏木↑ ゑ隈研吾、妹

島和世、

宮島久雄

氏らによ

る| 時間

ギャラリ

ー・ レク

チャーも

予定され

へリツトリー卜フェルト 「シュローダー邸J 1924年 ている。

暮らし楽しいインテリア小物展

て、新宿センターピル 17階の展示会場は来場者力雪見物 イタリアのステンレス製品の老舗アレッシィ社の 4 つ

に触れ、原寸を体験できるように工夫され、 U研究室 のブランド ( ALESSI 、OFFICINA ALESSI 、TWERGI 、

( 吉阪隆正+ 大竹十ーでスター ト) て壬見在も使用 して TENDENTSE) のインテ リア小物の展示会が開かれる。

いる製図台に図面集を置き、実際に手にとって見るこ とくに OFFI CINA ALESSIは1983年に導入されたブラ

とができるよう展示されている。入場無料。 ンドてヘデザイナーにはアル ド・口ッシ、マイケル・

・第一期 1997年11 月17日(月ト 1998年 1 月14日附 グレイ ブス、フィ リップ ・スタルク、口パート・ ウ.エ

・ル・コル ヒ.ユジエと吉阪隆正へ害簡、翻訳文鰍~ ンチューリらが起用され、著名な建築家たちの“ ミク

・吉阪自邸~模型、エスキス、手車氏原図、写真~ ロの建築" ともいうべき コレク ションが愉っている。

・ヴエネツィア ・ヒ'工ンナーレ日本館~原図、写真~ 期間 1997年12月 6 日仕ト12月25日同

・日仏会館~タイル、建具押し手、床石、 テーブル、 11 :  ＰＰｾＱＹ＠ :  00 期間中無 休 入 場 無 料

椅子、階段の手すりなどの現物および原図、写真~ 場所 ガレリア ・アッカ最上踏

， ｖｔｒｾ ウ Ｎエネツィ ア ・ ビエンナーレ日本館などｾ 大阪市中央区東心斎橋 1- 16-20

・第二期 1998年 1月26日開ト 3 月20日儲糊未定 問い合わせは閉口ゴパ (TEL06-282- 0888) へ。



建築 N巴xt P ha s巴研究会

列壁に見られる時吃のキーワードが「透明」であると

すれば、インテリアに使われるスクリ ーンの場合には

「柔らかさ J う言うべきか。

第34回特別セミナー「インテリアの 「柔らかなスクリ

ーンJJ では、建築家、インテリアデザイナ一、平日紙デ

ザイナーがそれぞれに柔らかなスクリーンというテ

マを考える。

器寅者工藤和美氏( シーラカンス)

高山不二夫氏( 高山不二夫デザイン研究所)

堀木工リ子氏( 平時正デザイナー)

日 時 1998年 1 月28日凶 13 :  ＳＰｾＱＷ＠ :  30 

会 場 東 京 デ ザ イ ン セ ン タ ー TEL03- 5420- 7957

東京都品川区東五反田 5- 25- 19

参加費 2000円、学生 1500円

申 込 建 築 Next Phase研究会へ FAX で。

FAX03- 3445- 11 25 

A R T  B O X  NA G OY  A '97 

竹中工務庖名古屋支庖言宣言十昔日員の作品展が関かれる。

日 時 1997年12月16日伏ト20日出 10 : ＰＰｾＱＹ ・ ＰＰ

場所名古屋 ａ ｔ ピル ・ 特設会場 Ｈｉｆｾｂｉ 円

名古屋市中区錦1 - 1 8- 22

テーマ 「環'97 rひらく JJ

閉じているからひらく

未知だからひらく

ひらくことで何を知り、何を視るのだろうか

内 容 (A) ART  BOX- 30c m立方にこめる「ものづく

りj の想い

(B)  MAS S  A R T - 設計部員200名の集合作品。メ

ッシュという一つの固体から、5 J IJ の新しい形

態を生み出す

入 場 料 無 料

展覧会についての問い合わせは、主催の竹中工務l苫名

古屋支広設計昔日 (TEL052- 2 11ー2111) へ。

i nf or mat i on 

近代建築公開講演会

演題 「大阪の￬Ｎｦｲｉ吃建築のＺｅｾじ兄ー幻燈で見るま日られさ Ｇ

れる明治 ・大正 ・昭和戦前の近代建築 」

講 師 明 治 建 築 研 究 会 代 表 柴 田 正 己氏

日時 1997年12月17日付<) ＱＸ ・ ＳＰｾＲＰ ・ ＳＰ

会場大阪デザイナー専門学校

大阪市北区堂島2- 3- 20

J  R大 開R南西約600m

参 加 公 開 ・参加費無料

申込 申し込みは大阪デザイナー専門学校 (TEL06

348- 0558) へ。

内容 旧砲兵工廠本館、旧大阪市庁舎、北浜平和ビル、

大阪苛l蹄所、旧三十四銀行本后、東j羊繍漬、| 日

車鵬銀行大阪支底などのスライド映写とトーク。

スペースデザインゼミ

第18回(最終回 アジア建築文化誌研究会「インドネシアの住まいを読むj

人間と自然のかかわりあいを空間デザインとして表現

するランドスケープ ・デザインは、ますますその役割

が重要視されてきている。 このゼミは、ランドスケー

プ・デザインの近代王監命とデザイン手法を各国の実例

と演習を通じて学ぷのみならず、具体的なデザイン ・

コミュニケーション妓術の習得 も目的とする。

日 時 1997年12月20日出 17 :  ＰＰｾＲＰ＠ :  00 

会 場 学 芸 ホ ー ル * 学芸出版社 3 F  

発表者佐藤浩司( 国立民綜学I専物館)

定 員 30人( 申込先着順)

参加費 500円 * 資料 ・飲物代

申 込 12月18日同 までに、 FAX、E- mai l で。

①催し名: 第 18回アジア建築文化誌研究会、

②氏名、 信職 場 ・学校名、 @ 漣描先住所、

電話 ・FAX 番号

申込先学芸出版社編集部( 担当. 麗谷)

族意識を共有するうえで「住まい」の果たしてきた社会

的な役割は大きく、民族ごとに異なる様式の家屋を発

達させています。複数の家屋形式をもっ関長もいるこ

とをかんがえると、インドネシアにはじつに数百穏顎

にもおよぶ住まいかたがみられる計算になります。

そうした多様性のいっぽう、これらの民族の多くが、

人種の点でも言語の点でも、深いつながりでむすばれ

ていたことがあきらかにされています。その結果、こ

の鮒1域の文化からは通底してながれるー穫の音調を感

じとることができます。それは、民族の個性を主張し

テーマ 「近代ランドスケープ ・デザインの理論と手

法J (全 5回)

講 師 佐 々 木 葉二氏( ランドスケープアーキテク卜、

鳳コンサルタ ン 卜脚 景 境 器 部 長 )

会 場 大 阪 ガ ス イ ン テ リ ア デ サ.インスクール

大阪市中央区備後町3- 6- 14

備後町オークビル 6 F  

京都市下京区木津屋橋通商洞院東入 干600 ているかにみえる独特の住まいのなかにもi雷鳥とうけ 受講料 35000円併記込み)

FAX. 075- 342- 2605、TEL .075- 342- 2600

E- mail: gakugei@mbox. kyout oinet . or. jp  

主 催 ア ジ ア 建 築 文 化Z訴汗究会

協賛アジア太平洋建築情報ネットワーク

後 援 (初日本建築協会

多民自然土会のインドネシアには、 250とも 300ともいわ

れる民族集団がいます。そのそれぞれが独自の文化と

言葉をもち、地域固有の生活をいとなんて' きました。民

つがれているのです。 . プログラム( 毎週月曜日 18 :  ＳＰｾＲＰ＠ :  50) 

「多橡全のなかの統一J という国家をまとめる大原則l ① 1998年 1 月19日/ 出吃ランドスケープ・デザイン

は、住まいの王野拝にも欠かせません。では、インドネ のE監命とその背景

シアの多様な住まいを読み解く銭はどこに隠さ れてい ② 1 月26日/ 視覚から現象のデザインへ

るのでしょうか。インドネシアをはじめ、フィリピン、 ③ 2 月 2 日/ パブリックからのコモンスペースへ

マレーシア、ベト ナムなど周辺地域の住まいを比較し ④ Ｒ 月 Ｙ 日 Ｏｾ宣言 ｦ 演 習Ｈショ ートプラクテイス Ｉ

ながら、この地域の住まいの特質をえカ〈きだすことを ⑤ Ｒ 月 ＱＶ 日 Ｏｾ干とフ リーデイスカッション

こころみます。 ( 佐藤浩司) 上記ゼミに関する問い合わせは、大阪ガスインテリア

デザインスクール ( TEL06- 262- 4089) へ。

巨大な屋根は住まいが祖置 にささげられたものである ボルネオの狩猟採集民プナンとともに森の小屋を建

ことを物 語る。インドネシア、スンパ島 設する。マレーシア、サラワク州
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理 事 会

第 3 固常任理事会

24日 Ｔ 時 ｾＴ 時半於 ・ 本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か 日 名

議 事 ( 1)入 ・退会者承認の件

(2)f，長援等名義使用承認のイ牛

(3湾 業 報 告

編 集 委 員 会

第 6 回会員企函小委員会

2 日 Ｗ 時 ｾＸ 時半於 ・ 本会会議室

出 席 者 東 宮 副 委 員 長 代 行 ほ か 4名

議 事 ( 1)シリーズものの報告と掲載予定

(2鴻庁しい企画案について

第 5 回法令介科会

3 日 Ｒ 時 ｾＴ 時於 ・ 本会会議室

出 席 者 械 戸 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1) r法令コーナー」の企函

(2)  r地 球J足場計四方止と建築J 特集の企画

第 5 回設備介科会

3 日 Ｖ 時半 ｾＹ 時日分於 ・ 竹中工務庖

出 席 者 竹 中 工 務 庖 よ り 柏 木 浩一、本多友常、国測広

平 氏。桝井幹事ほか 6 名

殺 事 ( 1) r設備の頁」の企画

(2) g 宣言行者とのフリー 卜ーキ ング

(3凍年度の設備特集の企画

第 5 回計画分科会ー建築系ー

8 日 Ｖ 時半 ｾＸ 時於 ・ 本会会議室

出 席 者 塚 本 幹 事 ほ か 5 名

誠 事 「クロスワード都市 OSAKAJ 特集の反省

第 3 回「紫材と技術力注み出すデザイン」編集幹事会

9 日 Ｔ 持 ｾＶ 時於・神戸市「紙の教会」

出 席 者 本 多 幹 事 ほ か ゆ 名

殺 事 企 画 案 の 検 討

第 6 回施工材料介科会

9 日 Ｔ 時 ｾＶ 時於・本会会議室

出 席 者 十 倉 幹 事 ほ か 5 名

E殺 事 特 集 企 画 の 検 討

第 6 回構造介科会

10日 Ｖ 時 ｾＹ 時 ＴＵ 介於 ・ 本会会議室

出 席 者 田 辺 幹 事 ほ か 5 名

職 務 ( 1) r概宣の頁」の企画

(2) 2 月号「コンクリー卜 J 特集の企画

第 6 図作品作風小委員会

11 日 Ｖ 時半 ｾｉｏ 時半於 ・ 本会会議室

出 席 者 宮 地 副 委 員 長 ほ か 8 名

議 事 ( 1)1'乍品の掲勧| 犬況 ・掲載予定

(2)1'乍品の選定

(3)11 月号会員作品特集号作品選定作業

第 5 回広告企画小委員会

l悶8日 Ｕ 時 ｾＶ 時於 Ｎ 本会会議室

出席者

議 司事ｾ (ωlけ) 1川0月号「モサザ.イク都市の住むカか、たちJ r昭和

設計創立40周年」特集広告結晶報告

(2)11 月号「会員作品」特集広告経過報告

56 浬築と社会 ・1997.12

月間の動き
【平成9年 9月分】

(3) 12月号「第44回青年技術者J r京者阪尺ビJ レJ 19日 Ｒ 時 ｾＵ 時半 於 ・神戸六甲アイランド

特集広告経過報告 出 席 者 山 田 委 員 長 ほ か 5 名

(4限 支 状 況 報 告 議 事 ( IK プロのノウハウ> とキ鵠喜本の来五邑報告

第 6 回編集委員会

18日 Ｖ 時 ｾＸ 時半於 ・ 本会会議室

出 席 者 興 謝 野 委 員 長 ほ か 8 名

議 事 ( 1)10月号「モザイク都市の住仁かたちJ r昭和

設言f創 立40周 年J 特集経過報告

(2)11月号「私の空間作法J 特集経過報告

(3)12月号「第44回青年技術商J r京者騒尺ピルJ

特集伍畠報告

(4)10年| 月 号「新しいまちづくりの予感J r東

畑建築事務所」特集車: l l &J 報告

(5) 2 月号「コンクリート J ( 仮称) r九リ中IJ ( 仮

称) 特集企画検討及ひ程過報告

(6滞斤シリーズ「紫材とデザインJ 企画検討

Ｈ Ｗ Ｉ 平成 ＱＰ 年 ｬ 月号 ｾＱＲ 月号覇正踊丁の件

合同介科会特集編集第 3 回会議

22日 Ｗ 時 ｾＹ 時於 ・ 本会会議室

出 席 者 田 辺 幹 事 ほ か 4 名

誠 事 | 月号「新しいまちづくりの予感ー震災を乗

り越えて」特集企画

青 年 技 術 者選 考 委 員 会

第 44回青年技柿諸選考委員会

20日 ＱＲ 時半 ｾＴ 時於・本会会後室

出 席 者 奥 謝 野 選 考 委 員 長 ほ か 9 名

議 事 第44回青年技術渚選考

事 業 委 員 会

第 5 回若い会員の集い小委員会

9 日 Ｗ 時 ｾＸ 時 ＲＰ 会於 ・ 本会会議室

出 席 者 増 田 幹 事 ほ か 3 名

誠 事 実 施 報 告 及 び 今 後 の 予 定

第 4 回広報小委員会

10日 Ｖ 時 ｾＸ 時川分於 ・ 本会会議室

出 席 者 川 村 副 委 員 長 ほ か 5 名

破 事 実 施 報 告 及 び 今 後 の 予 定

第 4 回見学会小委員会

11 日 ｅ 時 ｾＷ 時 ＳＵ 介於 ・ 本会会機室

出 席 者 福 島 副 委 員 長 ほ か 8 名

議 事 実 施 報 告 及 び 今 後 の 予 定

第 4 回事業委員会

17日 Ｔ 時 ｾＵ 時半於 ・ 本会会機室

出 席 者 多 弁 委 員 長 ほ か 5 名

殺 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と4鎮守

建 材 委 員 会

第 6 回建材委員会

10日 Ｓ 時半 ｾＵ 時半於 ・ 本会会機室

出席者辛口田委員長ほか 5 名

材車鴇見明: 耐火間仕切壁 GPX WALL- Ih 

殺 事 今 後 の 検 討 出 オ

出 版委 員 会

第 5 回出版委員会

(2}今後のテーマと執筆者選定

(3)第 17回 「プ口のノウハウ」講座実施報告

見 学 会 ・講 演 会

市立泉佐野病院見学会

5 日 Ｒ 時 ｾＴ 時半参加者 ＵＸ 名

市立豊中病院見学会

17日 Ｒ 時 ｾＵ 時参加者 Ｗ Ｑ 名

オーガニックビルデイング一言貴重t者が語るタ持笠緑化の

計画とメンテナンスの実際ー

3 日 Ｖ 時半 ｾＸ 時半参加者 Ｓ Ｑ 名

講 師 西 田 修/ UD consultant s代表取締役

大代光芳/ 側イージ一代表取締役

30' s EYE- 21 世 紀 へ の ヱ ス キ ス

吉井歳晴/ WI Z ARCHI TECTS 

ri 夫めないということ、私たちの設計フ.ロセ スーいく

つかの小住宅を通してJ

26日 Ｖ 時半 ｾＹ 時半参加者 ＳＰ 名

80年 史 編纂 委 員 会

第 5 回 80年史編纂委員会

2 日 Ｔ 時 ｾＶ 時半於 ・ 本会会議室

出 席 者 長 谷 笥E委員長ほか 5 名

議 事 80年史の編纂内容

建 築 ク ラ ブ

9 日 Ｘ 時 ｾＹ 時半於 ・ リーガグランドホテル

演 題 「笑顔エネルギーが運命を変えるJ

講 師 野 坂 礼 子 氏 ( 笑 顔 教 室 代 表 )

参 加 者 54名

入 会 者 (敬称略)

〔団体会員 |キ幻

側ユーデーコンサルタンツ

〔個人会員除名〕

飯(鹿味島瞳股久} 和 (ー且一晋尾示直聾揖普合研示究所} 需主酷急手

大(i 情村水蝿股昌} 聡 加(竹藤中工輔浩腐司)  刑 崎{血島龍瞳殴彦}  

栗{大原林組) 幸ニ 柴{田直島量霞)作 島 崎(靖池清組秀}  

新(住谷宅 副依市子聾 備公団} 椙(山大躍建股)歩
i土

(大千柿姐広}  

新 Ｈ務 居 層圏第 ｾｾ 研 和究所) 母(倉不動建龍股)彦 牟 田{直神島西瞳殴誠}  

森(竹中エ輔康腐久)  門(竹谷中エ輔平成庖)量 山(竹根中工一輔庖三}  

〔訂正〕

梶 志 1997年 11月号「私の空間作法」特集26頁の「アミ

ティエ新大阪」の中で、「この構; 去は市街地の狭小な既

存建物の免疫化ー .. J となっているのを「この+ 死去は

市佳T地の狭小な警銃也や既存建物の免震化・ ..J に訂正

し、謹んでお詫びします。



京都駅ビル

設計: 原広司+ アトリエ・ファイ建築研究所

施 工: 京都駅ビル建設工事共同企業体

〔大林組、鉄建建設、大鉄工業

フルーア・ダニエル・ジャパン

公成建設〕

撮 影 稲 住 泰 広 ( エ ス エ ス 大 阪 )
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北立面図

北東面
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南西面鳥撤

南立面図

南西面
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大空広場

東広場
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鳥丸小路広 場 砂大階段
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空中経路
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ホテル ・文化施設| 階エントランス

ｉｾ 皆出札口ピー
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ホテル 3 階大宴会場

ＳｾＶ 階シアター ＱＲＰＰ

室三5

ホテ J レ7 階教会
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京 都 駅 ビ ル

v  

設計者の視点から

中 谷 俊 治

l京都駅 ビルの設計条件

1991年、建者Il lZOO年の記念:!: D喋として京判駅ピノレ建設のための設

言博 i選定の国際競技カ市われた。設計条件として与えられたプログ

ラムは駅ヒツレ! : I . ; I : L、ぇ、駅の而柏は全体の 5 %に過ぎず、大半はホ

テノレ、百貨j苫等の商業施設によ って占められていた。 しかも、本来

の駅舎部分である緋J 各、ホームまわりは今回の設青同包囲ではなヵ、っ

た。つまりキ ップをもたな L、人が手IJ J=l jするコン コー ス、及び駅員の

ための後方諸室が 5 %てあるに過ぎなし、。一方、建設粂f牛として最

高市さは、者|灯時一hiljU二の措置がとられる ことを前提 t すると L、う 言

い巨|しで、現状の規制に こだわらなくてもよい、 という条件てあ っ

た。

また、 1民地のもつ固有の粂件にも j殺しいものがある。見知也として

阿 まれたエリアの中に続制各、ホームカf11入している 。 また、 地下鉄

カヲ加也を南北に約制「する。3. 8ヘクターノレの喜久I也t はL、え、実際に建

築可能であるのは全体の 6害防虫氏。、 しかもそれらが分断されてい

るいづ状況である 。実は この|王|際競技に先立ち、競技主催者側IJ で

作成された参考案があ った。 それによると育貨応、ホテノレ棟の 1":) 用

棟がたち、 そのf即冒昔11がモーノレでつなカ司、 その一部として駅コン

コースがあるという、いわゆる駅前再開発によく見られるパターン

のものであったカ大 こうならざるを得ないと和} ，J得がい くほどでやあ っ

た。

l市民に開放される 駅

原広司 1. ; 1 : 、なんとか駅を主役にする空l I ¥j 構成は考えられないか、

また商業1i 包設によって占められる而私を市民に開放する手だてはな

いものかと悩んfご。設者十競技において、そのプログラムに不服を I'tl

し立て、設計条例ーとは別 に 「建築家として建物は こうあるべきだ」

と訴える方法が一つにはある 。 しかし、原広司は徹底的に与えられ

た7訂 |条例二を全て満たしたうえで、先の 2つのテーマを実現する隙

間をねらった。

そこで示された解法は、コンコ ースを谷間に見立て、それを囲む

ように諸施設が展開する。建物がセットパックする ことにより生ま

れるテラスや屋外階段、ピロティ、屋上が、 この空聞を構成する主

役となる 。 そして これが回遊性をもつことにより、市民や旅行者が

自由に散策できる広場、歩行路となるのである 。

実は これらの空聞は一昔11を除き、床面相には算入されていな し、。

設計条件のなかで各施設に振り分けられる而較に違反するわけには

いかない。面積に算入されないがゆえに、設計粂件に反する ことな
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〈生み出せた、プラスアルファの空間なのである 。 また、アトリワ

ムのT頁音[1を走るスカイウェイと名付りた展望エ リアは、床面積とし

ては 400m
2

ほどてあり、面積条件のなかの「その他」で処理できたも

のであるが、 これらをつくる ことにより空聞を魅力付ける ことがで

きた。

l
マトリクス一人工地盤

こうした空間構成を可能ならしめたのは、マトリクス( 母JJ台、基

盤の立) と名付けられたオ寸寸俊彦の人工地盤の考えてれある 。建物の

3階レベノレに設けられたトラスで構成される層は、メカ、、柱により支

えられ、 こ れより上部は ｾｊ Ｕ｣ｴ 也 の Ｑ Ｑ ， ｉｊ 約とは無関係に自由なス パ ン剖を

与える ことカずできる 。今まで建物を建てられないと考えていた地下

鉄上部も、メカ1圭が50mを越えるスパンを生みだした ことにより建

設可能となった。ただ、全てがこうした大スパンではなく、柱を無

理なく立てられる場所は通常のスパン とする こt で、経j斉性も合め

リーズ〉ナフツレな案となった。また、構造的には全長470mにわたる建

物においてエキスパンション ・ジョイン トカL 切とられていないこ

とは、 ｾＺｉｕ 音 Ｑ Ｑ のテ ｖ テ ー ノレを納める上で非常 ｬ こ 助けられた 。 オ ｱ Ｇｊ 俊彦ー

によると梅田スカイピノレは縦方向の連結であり、京者|地Rヒツレはtiii 方

向の連結であるとの ことである 。

;tN託去上の中哨設を一つ挙げるならば、在来構法と ユニ ッ ト航法との

組み合わせて、ある 。 これだけの大規挟建築は通常、すべての外装材

がユニ ット 化 され、工場てい製作したものを現場では取り付けていく

た‘ けい、う パターンである 。 しかしユニ ット 化 しきれない複雑さを

もつ こと、それに、 こうしたユニ ットパオ、ノレがもつある冷たい印象

をさけ、 R C構造のもつl暖かき、どっ しりt した印象をテラスや広

場がもつように、現場打ち コンクリ ー トが多用された。構造的には

S 造であるから府間変位を拘束しない工夫が必要であるのだが、 、

うした村認が手の感覚を残す上で重要な手法であった。

l若者と京都駅ビル

京者|駅ビノレ1. ; 1: 核合施設てP あるが、市民を巻き込んだ景観論争、関

係した組織の多さ、行政諸官庁とのやりとり、施工上の! Mlli 工事と設

計、建設11郁明石? 通じ錯綜した糸の多さは、 他 に例が見られないほど

のものである 。完成した今、大階段は中学、高校生によっていつも

あふれんばかりである 。決してお行儀がいい とはいえないが、 これ

からの京都を支えるであろう彼らが、 この建物に親しみをもって楽

しんでくれている ことは、何よりも希望がもてる気がする 。

( なかたに しゅんじ / アトリエ ・フ7 イ建築研究所)



京 都 駅 ビ ル

v  

施 工

前田年久/ 入江修/ 村田俊彦

l工程計画

京者防Rヒツレは施工床面積約28万 5 千がと大規牒な建物であり 、 J

R 営業線に近接するなど施工粂件が非常 にj滋 い 、中てや、短工期てや施

工する ことが求められた。契約上の工期は平成 5 年12月から 9 年 7

月までの44ヵ月て、あったが、着工当初は埋蔵文化財調査や|日l&!¥JJ 包設

の撤去工事が平行 して行われており、事知也全部が更地に なったのは

平成 7 年になってからで実質工期はわずか 2 年半しかなかった。 そ

こで、 短工期での施工を実現するために以下の基本方針て望む こと

となった。

①施工ボリュームカf非常 に大 きいので通常の場合とは発想、を変え

て、少しでも 着手できる場所及び工種があればすぐに着手 して

そのボ、リュームを早4 月に極力減 らしていくこ と。

②早朝、夜間の時聞を有効に活用すること 。

③大量の労務量を確保するために、 一つの工程に対して複数の協

力会社 を採用する こと 。

④工程がI蹴昔で きる工法は、多少コストが高くつ いても 全体工程

短縮による コス トパフォ ーマンスを考応、し て積極的に採用する

こと 。

⑤設計の遅れによる施工の手待ちを絶対 lこ生じさせないこと 。

これらの基本方針に基づき工事は順調に進められ、平成 9 年 7 月

Ｑ Ｒ 日 の恥 ｩ 包 設のオ ー プン制 ｾ Ａｩ 事に迎えることができた 。

当工事にはプロポーザ、ノレ方式が採用されていたため、 着工の約 2

年前から胞工計画の検討が J R 1:. J V共同で進められており、着工

時には基本施工計画がまとまっていたことも工事を順調に進める こ

t がて3 た要因のーっ とな って いる 。

It也下工事計画

要文1也の南{)[I Jには J R の営業線が近接しており、 また主知也内を南北

に京都市地下鉄が約四庁しているため、特に地下工事の計画には注意

を払った。 また、掘削土量が約25万川、コンクリ ー ト量が約 9万 m'

と大; ; j 1 訪英な地下工事を短工期で行うためにも綿密な計画が建てられ

た。以下にその計画の要点を示す。

1)  Ｑ ＱＱ 留壁はソイノレ ￤ ｾ ｉ ｊ 壁 とし、その 長 さは掘削敷きから Ｓｭ まで

t して、遮水工法とはせず水省工法を採用した。 これは地下部

分が東西に約470m1 : . 非常に長いこと、遮水層が G L- 30m以深

仁しかないことから、工程 ・コス トを考慮 しで決められた。*

替にはテV ーフ。ワエノレを 20本設置したが、付近の地下水位の低

下を防くーためにリチャ ージ.ワエノレを 10本訟喧して、汲み上げた

地下水の大部分をそこに戻 した。

写真| 鉄骨工事状況( 平成 7 年12月撮影)
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2) 地下工法としては、 iJ J 留のたわみを小さくして J R 嘗勢線への

Ji;縄問ノj、さくすることと、 地下工事とのラップ作業により工程

制副首するために逆打工法を附十l した。但し、 9Jtt也の関係から

半 ｾｕｬＨ 二 ｛Ｔ ＱＭＨこ若手できた ａ Ｇ ｅ 工区については順打工法を採用

した。

3)  LLl likf  1 ! 1 f には傾斜計とひずみ百十を11)( 1寸けて自到席hl[l lぞ行い、 IlJ W

壁の変形や応力を J V事務所内 のパソコンでリアノレタイムにチ

ェックし、 J  R'e;書留海! の' ムf全4儲忍を行った。

4) 掘削に伴う 地 下鉄躯体への; 診斡を検討するために着工前に

FEM( 有限要2tE法) ff J 断念行い、各ステップ'4J):の地下側l Rf : 本の

変位、地下鉄躯体へかかる応力を求め、安全性のli' (g認を行牟った。

I FL 

また工事中は地 下鉄躯体に沈下計、傾斜計、継目計を設置 して

自重1J 計il[l lし、 Ｇ ｉｾ ｻ ［ ・にチェックて Ｓ るイ本 Ｚｊｪ ｉｊ を骨文った 。

5) 逆打苦I1分のわ由民創IE りコ ンクリ ート の祈り作業の工不致E縮を図

るために、杭頭にえ、ジ鉄筋を使刷し定着鉄筋の無い状態てE斤り

作業をできるようにした。定引鉄筋はその後グラウ ト式継手で

ジョ イン 卜した。

6) 山陰線の下 を梢i析する 地中梁 ( 2m X  2  m) のf ι Eは、 山留と

型枠を兼用した鉄製の箱をジ‘ ャッ キに よ り抑していく 押函工法

を採用 した。 また、その コンク リー卜には締め固めなして打設

できるフロー値70cmの市流動コンクリー卜( ニューロクリ ー卜 )

をイ史用した。

D 工区

|設慣配菅ユニ ット化工法 |

/  
TC- II 号担

( J CC- 230H)  TC- 12号檀

( J CC- 400H)  

図 l 総合仮設計画図

芯線 l 番線

25m 

30m 

35m 

70 



らかじめつけてお いたむくりと ほぼ同じとなり、正税の位置に

梁をおさめる ことができた。

3 ) 山陰続U: : . tHI のマトリ ック ス鉄骨 l.i作業|時間の1111J約、 安 全性の確

保等 を考脳、して繍号|き工法 を探用 した。 これは、 山陰線ホーム

束{J[l J現場内の梢 台上で鉄骨ぞ組み立て、本締め ・溶接、デッキ

プ レー卜 敷きまて、、終わ らせたブ ロックを所定の位置まで夜間 に

移動させるも のである 。 これにより 畳間の鉄骨工事が可能とな

l地上工事計画

示者11駅 ピノレ には1F L+ 10.7m- 15.5mの間 に構造マト リック ス

地主主が設 けられている 。 そしてそ

+ぜ

A

F

のマ トリ ックス鉄骨は南側では東海道線の上に跳ね出し ており、

た西側てやは山陰線 ( 4 線) の上部にかかる構造 となっている。

と11乎ばれる鉄骨 トラスによる} I

った。横引 きは自主E式台車を使って行い、毎分 3 mの速度て、移

動させた。ブロックは 3 つに分 けたが、 最大 のもの は約880 t あ

また、駅 コンコース上部には最高高さ 50 mの鉄骨 卜ラス下地の方、

ラス屋根がかかり、大空間のアトリワムを形成している 。 これ らの

工事につ いては特殊な工法を採用 して施工 を行ったが、以下にそ の

概要を示す。

1  ) マ トリックス鉄骨は下部の柱も合めて約20 ，000 t もあり 、部材

きくタワ ークレーンてーは吊れないため、I也品且み したト断而も

ラスを 180 t クローラークレーンを使 って建て逃けする 工 法 と

した。東海道線の上 に跳ねだ している部分は列車運行の途切れ

る夜間の 4時間の聞に建方を行い、仮ボ、ノレ 卜だけで。は中日fリモー

クレーンて1唱った状態で全数のボメン トに両すえられないため、

ノレ 卜をと った。

2) 地下室大上部52mスノf ン部のマ トリック ス鉄骨は、ベン 卜て1反受

けをして建方を行い、本締め ・溶接完了後、 1F L レベノレで P C

銅線によ り張力を導入後、 ジ、ヤッキダウン しベン 卜を解体 した。

この張力に よ り足元が聞こ うとする カヵf相殺 されて、ジ、ヤ ッキ

ダウン11奇2の梁のたわみはfiE大て澗 4 cmとなり、当初迷期|寺にあ

横引き 工事状 況

横 引き 設備図

(320  t 自走台車)

写真 2

ー

l

L

o

o

-
可

、

N

-

0

0

0

‘

ω

-

0

0

凶

‘

h

o

o

-
刷

、

凶

-

o

o

m

‘

@

@

@

s
・

:
0
・

4

呂
旬

、

2

3

@

⑪

⑪

@

①

@

①

 
8.盟ι 000

@@@ 

STEP 1  

ステ ップ図

STEP 2  

71 

$TEP 3  
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横引き工事計画図
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建方方向 還方方向
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図 4 アトリウム工事計画図

り、これを 110 m櫛引 きした。 置) 上に設置された鉄骨仮受ベン 卜を、 :tUl_七28mに架けられた

4) アトリワムは、 IP百29m、長さ 147m、市さ 32- 50m と大; J ;Jt棋なも 仮設桁のレーノレ上を移動させてい言、各ブロックの鉄骨建方を

ので、その骨組は、 100X 100x  4.  5- 12mmの角ノ f イプによる

1.41 mグリッドのトラスにより椛成されており、接令部はj樹安

構造となっている 。その部材総数は約25 ，000木、複雑な形状の

部材交差部は寺湖判て製作したがその数50種、 4，500個にも及ん

平成 6 年

だ。鉄骨建方には移

動式ベン 卜工法を採

j干l した。

これは建方の為に

似川するベン卜の立

を減ら し工期側首、

コス ト削減を図ると

ともに、下部空11¥1で

ある l 階を他工:J:rcの

作業スペースとして

活用するために考案

された。24mX 26m

のステ ージ ( 2基 設

平成 7年

行っていった。

l安全管理

l 円30万人が釆り降りする京都の玄|長J ，-，てゆ工事のため、「駅の

機能を拐なわずに、来降客等第三者の' ム: 全石'(111呆を l' l J l BJ : 点に考えた安

全管理せ に心がけた。'8謝持政目安となる各工種につ いては者工準備

会を|封! き、施工手)1似の自信記、危険項目の洗い出 しを行L、その対応策

を検討した。

また、安全帯の完全イ則1I を令ぃ75i柴に、 JJ波長を '11
心 として安全叫

使用材 ｦｾ 者を約 ＱＳ Ｐ ＺｦＧ ， 選任 し 、 ｊ Ａ￬ ｬｴｦ ｩＡ￬を肉 ｉｦ ｩ れて安全 ， 肝 不 使用 者 に ￬ｴＮ 芯［

する{木llilJを取った。

延ぺ労働時IM'Jは950万 時間にものぼったが、引場ー全L l の長期にわ

たる努力の結果、 ｾＡ ｉ ，ｲ［Ｎ Ｇｊ ｔ 竣工を迎える こ とができた 。

(ま え1だ二 t しω山 ひω一 さ

いり λ お 2さFむ / (隙大林t組I且l . 点書矧鮒11駅ヒノルレ J V  1¥所i好正i長毛 |  

もむ. らた t しひこ / 附大林量組組l且l . )点j江E封矧郎11駅ピノルν J V  仁"ド》長 j  

平成 8年 平成 9 年

詰¥ぐゴ
12 1  1  1  2  1  3  1  4  1  5  1  617 1  8  1  9  110111112 1  12131 4 1  516171819110 111112 112131415 16171819110111112 112131 4 1516171819 
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山留工事
全
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施 場 ア
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マトリックス上部鉄骨工事 庖

外装工事

開

業

アトリウム工事

内装工事
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百貨庖 11階、ホテル 13階平面図 1 :  1500 
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駐車場 ・百貨底 5 階、ホテ ル ・文化施設 6 階平面図 1 :  1500 

j  i  川 川町1 1 1 U I U  I I  I  I  U  lli而 ifl 叩 l

駐車場 ・百貨底 3 階、ホテ ル 4 階平面図 1 :  1500 
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京 都 駅 ビ ル

l建築概要

. 建 築 名 称 京 都 駅 ピ ル

. 所在地京都市下京区烏丸通塩小路下る東塩小路町

・建 築 主 西 日本旅客鉄道株式会社

京都釈ピル開発株式会社

・設 計 者 原 庚 司 +側アトリエ ・ファイ建築研究所( 建築)

倒木村俊彦構造設計事務所( 構造)

側明野設備研究所( 設備)

側建築設備設計研究所( 設備)

. 工事監理者 西日本旅客鉄道側大阪建設工事事務所京都駅ピル工事所

側アトリエ ・ファイ建築研究所

概

. 施 工 者 側大林組・鉄建建設側 ・大鉄工業側・フルーアダニエルジャパン側・

公成建設側共同企業体

・用途地域商業地域、防火地域、第 5種高度地区

容積率600%及び400%

. 階 数 地 下 3 階、地上 16階

・主体格造地下階・鉄骨鉄筋コンクリー卜造

地上階 . 鉄骨造

・基 礎 地 業 アースドリル杭( 一部拡底杭) 及び壁杭 (ows 工法)

支持層 ｇ ｌ ＭＲ Ｐｍ ｾＲＶｍ＠ 計609本

・敷 地 面 積 38，075. 495m'

. 建 築 面 積 32，350.87m'

. 延 床 面 積 237，689. 10m'  

. 高 さ 軒 高 GL +59. 8m 

最高高さ GL+64. 3m 

基礎底版 1  FL - 20.  93m 

基準階階高 3. 2m (ホテル客室階)

4. 3m (百貨広一般階)

v  

要

l設備概要

圃空 調 設 備 熱 源 設 備 蒸 気 二 重 効 用 吸 収 式 冷 凍 機 1，665RT  x  4台

ブラインターボ冷凍機 600RT x  2 台

氷蓄熱槽( 地下ヒ. ツト利用) 6，400RTh ( 蓄熱量)

蒸気ポイラ 1  Ot/ h  x  3台

空 調 方 式 外 気 処 理 空 調 機 + F CU

空調機( 単一ダクト方式)

外気処理空調機+ 天井埋込式型ターミナル AHU

・闘 は 衛 生 設 備 給 水 設 備 上水 ・雑用水ポンプ圧送方式

受水槽( 上水) 1  ，326m' 

受水槽( 雑用水) 1，227 m' 

給湯設備各施設区介毎の中央給湯方式

ガ ス 設 備 中 圧 A (コ ージェネ用)、 中圧 B ( ポイラ用) 、低圧( 厨房等)

消火設備スプリンクラー( 開放 or 閉鎖型) 、 2号消火栓、 CO'消火、

泡消火、放水銃、ダクトフード消火、連結送水管、消防用水

・電 気 設 備 受 電 設 備 特 高22kVA 3 回線スポットネットワ ーク方式

特高変圧器22kV/6. 6kV 1  0， OOOkVA x  3 台

サブ変電所 13箇所

自家発電設備非常兼用コージェネレーション 2， 625kVA x  2 台

非常専用 2，000kVAX 1台

中央監視設備電気 ・空調 ・防災の介散制御 ・統括管理

I中央防災センターJ と「サブ防災センター( 2力所) 、設備

管理室( 2 力所) 、防災管理室( 4 ヵ所) J を光凶Nで接続

防 災 設 備 自動火災報知設備、非常照明、誘導灯設備、非常放

送設備、ガス漏警報設備、非常電話設備、無線通信

補助設備

ｾｾ電設備電話設備、電気時計設備・ ｉｔｖ 設備、身障者呼出表示

設備、防犯設備、 T V共聴設備、駐車場管制設備

・昇降機設備 工レベ - ' J - 設備 44台( 内テナント 30台)

エスカレ-' ; - 設惜 96台( 内テナント 59台)

・機械駐車場設備大型乗用車 20台

京都駅ビルのファサード

建築と社会 ・1997. 12 77 



ネ土

神戸市中央区三宮町3- 7- 6(神戸7 'J トクピル5階)

電話 神戸 (331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

A 、

ｾ＠室 谷 商 事 株 式

内 装 不 燃 材

本 社

支 后

奥 Lム 素 肌) ;¥0
山化工…・比itfi

本 社東京郡中央区銀座8 - 4- 9 奥山ビル T EL 03(3571 )  27031ttl F AX 03(3571 )0264  

大岨車揖所 TEL06(391) 1081- 1FAX 06(395)1109 名古屋出現所 TEL051(811 )3660

情埠宮聾所 TEL045(310)4831 FAXO' 5(310)  4  765 嘩 木 出 張 所 TELO.61(11) 1761 向XO. 61(13)・13' 1

1奇王宮製所 TELO' 8(774)18' 5  玉 城 出 世 所 TEL0191(18)0818FA叩 191(18)1614

テトカッパー防水
カツパー防水帯 ー コーパータイトオクロン防氷点

資制をご. S 1 < 下さい。

新しし、時代の、新しい扉をひらきたい。

11  ｅｾ ｹ ｦ＿ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

干 540 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1 - 2 - 1 0 ( T Sピル)

T E  し ( 06) 943 - 6 5 7 1  ( イ吃)

・東京/ 相版/ 盛岡/仙台/水戸/ 飾伺/ 岡崎/ 名古屋/ 富山/ 大倉/ 京舗/ 神戸/ 広島/ 高松/ 福岡/他全国主要書柿

キ土本

東洋シャッター株式会社

78  

大阪市西区西本町 l の13町 33

T EL. 06- 532- 0 4  6  1  ( 代表}

FAX. 06- 535- 5 18 1  

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

あ T
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社 三一五
百 号 六 回

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干547 大阪市平野区加美北 3- 4- 5

TEL06(792)  5858 FAX  06(792)  2810  

情報処理/ 編集・企画/ 印則・製本
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・ 施 工 )

組朝日工業社

本社 ・本 庄 東京都港区浜松田Tト25- 7 電話03 ( 3432)  5711  

大 阪 支 祉 大 阪 市 淀 川 区 加 島 ト58- 59 電話 06 ( 302)  2270 

支 底 北海道/ 東北/ 北関東/ 横浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

Ｎ，ヲイヲ ｾｴ 策式会社
本高・大臣本社 〒550 大阪市西区江戸堀 1丁目 9 番25号 電話 (06)44ト8231

東 京 本 社 干 102 東京都千代田区富士見 2丁目 15番10号 電話 (03)326ト8231

支 社 名古屋 ・福岡

宝 庫 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・償浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高総 ・熊本

営 鍵 所 帯広 ・函館 ・青森 ・秋田 ・盛岡 ・前橋 ・長野 ・静岡 ・豊田 . 111 ・禽山 ・

福井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那覇

出 張 所 組川 ・福島 ・川崎 ・松江 ・徳島 ・下関 ・長崎・大分 ・宮崎

i海外支 庖 シンガポール ・ホンコ ン

妓術研究所 〒354 埼玉県入間郡三芳町大字北永井390帯地電話 (0492)58- 1511

空気調和設備 ! ' X ' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 1 /冨¥1 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マー---y 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役大阪支庖長 琴 浦 健

大 阪 支 庖 大阪市中央区北浜 2 - 2  - 21 電話 06( 202) 3071 ( 代表)

本社・東京本庖 東京都千代田区有楽町 1- 4ー l 電話 03(3502)  6111 ( 大代)

支 庖 名古屋・九州・北海道・中国・東北・北陸・横浜・車関東・北関東・京都・神戸・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施 工

φ 三建設備工業ヰ結審社

大阪支応 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 苦手 5 号 電 話 ( 352) 1  1  3  1刊

本 社 東京都中央区日本才制勝抑T 2 - 2 2 電 話 ( 3667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。
空

-・・

--・・ 晃 調格式会社

本 社大阪市中央区繊且 2丁目 l 番61号ツイン21M1Di ワー 電話 06- 949- 1371

東 京 本 庄 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 7世話03- 3344- 7911

大 阪 本 応 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 γ 目 13番 20 号 電 話 06-363- 1371

支 /;5 仙台 ・械浜 ・名古屋・京都 ・神戸 ・広ね ・福岡

営 業 所 ヰL眺・茨厳 ・大宮・千葉 ・山梨 ・静岡 ・縞弁・滋賀 ・和歌山 ・松江・長崎 ・れl' 純

出 張 所 .!'tj- 森 ・秋岡 ・践岡 ・川崎 ・日 山 ・岐阜 ・三m. .r. PIR ・岡山 ・

高松・下l剥・大分 ・熊本・宮崎 ・鹿児島

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

開， よりよさ環境へ技術で挑む一一一

@ヨ9 株式会社I 置f I 貴

闘曲 目・ーー一

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目11番16号( オートセンターピル 1. 2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代 表

メンテナンス部電話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1 代 表

東 京 支 庖 東京都文京区小石JII I 丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

郵便番号112 電 話 (0 3) 5  6  8  9- 2  3  5  1 代 表

商昂は字気ですo V  ｾ＠
.  . .  黙と空気のヱンジ二- P ' ーーー-

LK: J 5f t  
・宮

空 気 調 和 d と竺k 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛 生 、てーフ7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工難横式倉祉

大阪支庖 干530 大 阪 市北 区 西 天 満 3 丁目 6 番 14号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1(代 表 )

本 社 干 100 東京者s=f f ¥: : 田区丸の内 3 丁目 3 番 1 号

電 話 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表)

ガス霞備の位計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 符 約 后

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 電 06- 466- 2268

大阪営業所

枚方営業所 枚 方 市 甲 斐 団 東 町 9 - 3 電0720- 49- 2128

給 ・ 排 水 ・ 衛生 ・ 消 火 ・ 空 調 設 備

3522 西原衛生工業所大阪庖

大阪市北区中津6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 (458) 3628番

支 底 ・1主喫鋲庁福岡・京都 ・天 理 ・川西 ・神戸

O K U J U  
スペースタリエイター

邑 箆rg;gj jlf!ij.容も妥三島むお諒錨拶窃§

「大規模天井無足場工法J

内外袋創作パネル・システム天井・間仕切

開会社オクジ: コー

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 干530

TEL(06)312-4131 FAX( 06) 312-7998 

東京九州機浜名古屋仙台宮崎 ー京都

79 



2舎町I l ，. 嗣d-('''IO. 

何時もあなたの街で

お会いしている

クリ八ラの妓術手× 会長ぬ -・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11:...‘，. ，. J:II・a

唱 F電・ー....

③時掛謀長長持

、 ず

ｾ＠

Z

F

9

 

j

9

 

a
v
v
釦

1

2

 

ル

日

μ

』

''

S

M

 

阪

3

圃

3

・
1

F

O

ト

'

n

u

町

m

田角区じ市阪大切
5

 

一
γ

/

 

祉事ｾ［語通圭義警護

人と都市の快適な環境をつくります

- 空鯛・給排水・衛生股備

空気調和

工喝配菅

水盤理

コー ジェ ネレーション

クリーンルーム

・プラント

プラント針益

システムエンジニアリング

y 凶 山 崎 聖 人

φ 住友電設株式会社 2522Z122T252禁512gj321T

- 情報通信股備

情縄通情ネットワーク

情蝿是理

通信システム

量進システム

・電力施量段備

量宜電

寒空送配電

地中退配電

官. 蝿目位計・施工・監理

・電気位備

量宜電・瞬蝿

勘カ・制梱葺置

電眠、融送、インターホン

防犯、防虫

<1>5隆監梗制調

システム肘轟

一回2

E

雄

工

日

，

正一
一

=
-
t

設

ー

-

事

施

工

金

気

式

電

線

大 阪 市 北 区 西天 満 2 丁 目 6 - 8  (堂 ビJ レ5俗 )

電 話 0 6 ( 3 6 1 )  3 6 7  1 ( 代)

東 京 都 中 央区 日 本 橋茅 場 町 2 丁 目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 ( 代)

堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

代表取締役社長

。

キ土

庖

本

支

営 業 所

設計施工

| 朝 陽 電 気 株 式 会 社 I

⑤ 
電気設備

電気役備・骨十装制御陵情・堂開段備・クリーンルーム設備・プラント段備

鎗排水衛生段備・エネルギー集中監視システム 鮫骨十施工

三宝電機織式会社

取 締 役 社 長 嘉 納 秀 一

R

一、

司

・崎山、

u

d

w

一
''A

W
士

本 社 干530 大阪市北区中之島三丁目 2 - 4  (車RR ピJ レ) 電話06 (385) 136H1的

大阪営業所〒564 吹 田 市 垂 水 町 3 丁 目 34 - 6 電話06 (385) 1361的

京都営業所 干615 京 都 市 右 京 区 西 京 極 高 野 町 21 電話075(311) 118開。

神戸営業所干650 神戸市 中央区浪花町59 ( 神戸朝 円ビル) 電話078(333) 7756附

i.'J: 本山代 表 取 締 役

事 在〒 ＵＳＰ 大飯市雄豆 ｅ 珊 Ｒ Ｍ ＶＭＸ 鍾ピＩｾＩ TEL 侃〈制)1471 .F AX 06( 捌〉弱お

東京支柱引関弼諸諸包指齢制三庁刊湾蝿ピ'" TELω( 臼72l お竹・ FAX閃( 臼7 2 l 鵬5

呂ol 豆E 〒特2名 古 屋 剤 医 金 総 寸2-14 TEL(l52( 矧 )51羽 FAX052( 側 )7日5

得戸豆活 〒657 符戸市軍区&aI l I3-6-11K  丁目ｾ TEL078(842) 創刊 FAX078(842)6416

堺研境問 干旺拍大飯府堺市三宝町七7 お9 TEL0722(27) 似00. FAX0722(27l1424  

社
ム一
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むこと / 中 山 諭 い ま 思 う こ と / 深谷j告一 実感す

るということ / 本庄千恵美世界を拡げよう / 増田敬

彦震災復興と建築/ 却 I1成平 80年の未来社会と建

築へ/ 三輪泰司 人と場所とコミュニケ ーション/ 森

傑常識を縫ってみませんか? / 霊友達彦創造と想

像/ 山本綾制 ...・ H ・....."υ ……. . . . ・ H ・・・ ー.4

・20年後の建築・都市

・20 i 1 殺の建築 ・都市の夢を語る

商臨い、叱t 街」 そして建築/ 香

iばi / 片山主孝芋治 H時寺は2初01口7年/ 喜多俊之 地下者都目市lはまで

きる力か、一人類の新fたニなる華夢手への羽凶袋一/ 金 泰彦 失

われた都市を求めて/ 泉 田 清 わ れ わ れ の 「 建 築 の

夢J/ 佐藤重夫 20年後、の夢一ん? / 末次揚子 危諸識畿

への対応応、と心qの〉再教育を/ 高回秀三 自立する建物/

徳回符英え( 1 ぽzのある都市/ 橋本秀夫活力ある高

齢化主紅i会としての日 ;本本/ 目服R部万里子 21世紀の建築士

に期待する/ 藤谷宏空つぼの建築一心の庭をつく

る期服装11- / ，，* マリヨー ーー ・… ・ ... 4  

・未来のまち一子供たちの画くまち一 一 4

. 座際会

・建築と私1 : . 11会一21i 凶を見据えてー

機尾義主[ ・田中直人 ・)11烏克也 ・本保基人 ・増田俊哉 ・

奥 謝 野 久 ・ …・ υ ・一… ・ 0 ・0 ・H ・a ・.4

木 造 建 築 物 の 伝 統 技 術 と そ の 将 来

. 総鈴

木の文イヒノレオ、ッサンスの提起/ 府通口 説 …  5  

. 各検

寺金民主築の技術と今後の訪掴/ 大森飽ニ ー …  5  

数寄与屋建築/ 告出勝郎 ・日向 進 .. ー・・… 5  

京町家の糊王 /望月秀祐 ・ ・・・・ ・・… ....5

遺跡における建物の復元/ 組l見啓三 ーー ..... ..... ...5  

伝統的造闘技術の伝j f ( ! : ' 今後の課題/ 山田昌次… 5  

. 職人紹介

伝統迎築技術を守る人々・ー 一一 ー … 5  

. 終愉

現代に生きる町家/ 大谷孝彦 一 一 ー … 5  

・コラム

イ云細林造住宅における延焼防止の試み/ ー暗 殺 5

伝御株進地築をめ寸る話題 一- ー .. ... ..5  

住む空間の復興

一法・制度の運用と新たな展開へー

. 総蛤

住u空間の復興ー阪千111'淡路大震災からの復旧 ・復興施

策ー/ 安田丑作…・. . . . .. . . …・…. " .. ..... ・a ・..... .........6

. 法律家の視点から

マンションの復興と区分所有法講/ 篠原みち子 6  

. 法律の施行

被災マンション再建の説姐と行政の対応/ 奥回初男 6

住u ' 空間の復興のための鐙築行政/ 阿部慾敏い 6  

. 鯛査活動から

住む封切に何が必裂か一高齢者のくらしの安心を支え

口

下7

るもの一/ 長岡1克子 … ・・ ・・・ ・ ・・…・ .. ... .. ... .6  

. フィールドノートから

コムスティ ・システム一地械復興事業としての提案

一/ 森崎輝行…. . . ・ H ・.....・ H ・...・ H ・...・ H ・....・ H ・.....・ H ・6

. コラム

刻印オ儀術工芸品) の市様対策/ 石川登志雄 一6

材料を有効に活用した木造住宅の航到し/ や11谷文夫 6

木造住宅復旧の実態/ 水谷長清・ー 一一ー 一 ...6 

戸建て住宅復興と規制 ・制度/ 原博元. . . . ・ H ・.. … 6

斜面地に建つマンションの復|日/ 桐谷会良 ............6

. 座絞会

住む空間の復興一復興現場から ー /石東直子 ・高田

昇・野崎隆一 ・森山制桁 ・三輪戚一 - …6  

素 材 の 不 思 議

-r感J 空間を演出するインテリア素材一

世界と日本の辰はニと素材/ 山口 昌伴 υ … 一一ー ー 7  

「感」空間] 創造のための素材へのこだわり / 斎 藤 裕

・ 司 7

紫キオの魅力を生かした陪J 空!日ls11造手法

・土/ 久住: z y : •. … υ ー ーー一 一一 ... ..7 

・金属 ・硝子/ 北岡節男. . . ・ H ・...・ M ・......・ H ・.... ・H ・...-7

・紙/ 坂 茂 ー … ・ … … … … 一 … … ...7

新開発素材州統端技術

・奮闘月汚泥土を使ったタイ ノレ製品/ 高橋洋一 .....-7

・芳棉日紙を使ったクロス/ 斎藤一郎ー ー …  7  

R 知 性 型 木 蹄 牒 材 の 開 発/ 田口持法. . . ・ H ・....-7

.  MA D E  O F  W A S T E/ ジェーン ・アット ・フィ ー

ノレド. .... .. ・…・ ・ ー…ー … 7  

総指 ・知オが演出する「感」空rm/ 波逃努俊 . . . . .-7 

新 エ ネ ル ギ ー一 環境との共生一

. プロローグ

新エオ、ノレギーへの期待/ ヰげす事文司…. . . . . . . .. ..・ H ・-… 8

・総齢

環境と新エオ、ノレギーの共生/ 石 原 修 … …  8  

. 環境と新エネルギーの共生事例

エコ ・エイド研樹宋一地溺顎境負荷の少ない建築計画

/ 森 安 研 一 . .・・ ... " ..… H ・H ・......・ H ・....・ H ・......... ..8

河内長野木戸住宅一環境と共生する住まいづ〈り /  

川 崎 正 嗣 … ・・ ・ ・・一 一一…・ 8  

ゼロ ・エオ、ノレギー住宅/ 弁田浩文. " .......・ H ・....... ..8

未来型実験集合住宅 NE XT 21ー居住実験データから

ー/ 志波徹。. . . ・ H ・...・ H ・. . ……・… H ・H ・. . . . . . . …・… 8

立川町風車村づくり / 今回報径 一 …・...・ a ・..・・ 0 ・8

. 新エネルギーに夢を求めて

S RG (SIL K  R OA D GE NE SIS) :f1'側、/ 大統康成 ・

伊 藤 浩 一 ーー ーー ー … … 8  

ソーラーボー ト太平洋を検断/ 岸靖雄・・・…. . . . ・ 8

ソーラーカーの開発/ 藤田久平日 ー ……・…・・… 8

超小型コージェオ、 ν ーショ ン一銭湯に活用した事例

一 /吉村辛口彦 .... .............. . ...... … … ..... ... ..8 

. エネルギーを暮らしに生かす

自然共生をめざしてーニュージーランドの実験住宅か

らの報告ー Ｏ ｾ Ｚ射ド 美 政 ー・ … … ・ 8  

. エピローグ

江戸 と現代ー建築エオ、ノレギーの上搬一 /石)11那市 8  

住宅・都市整備公団改革への提言

住宅 ・都市整備公団→E織変革の論理一/ 住回畠二 8

住者11公団の大きなカと今後の期待/' s安秀雄・ 8  

住都公団の錨 ｾｮ これからの御 Ｑ ＱＯ 立岡弘 8  

東京 ・大阪じり共同住宅が住まいの説姐/ 山中 干し B  

地域別街づくり公団の設立を/ ; j j ' 唖正信…. . . . . . . . . . .・8

地域に密着し半官半民を活かす/ 山 本 晃 一 8  

極キμ1句公団h笥愛歌ーニュータウン住人からの一/ ) 11淵

吉男ー …  ... . ・… ー 一 一一一一 8  

民間デベロアノ f ーに期時できるか/ 巽 和 夫 8  

大都市の立体制玄霊堂備を目指せ/ 向田光雄. . . . . ・ H ・.. .8

解説: 公団間岨の論点/ 竹 原 祐 介 … … ー ・8

クロスワード都市 O S A K A

一地下街空間の魅力を採るー

. 総鎗

場所住再生の新い、展開/ 束 孝 光 υ ・・ 9

. 書齢 1

大阪市の地下街の歴史と地下手1開 / 箕 団 幹 ー… 9

83 



. 各槍 2

回

下デ

梅田地区地下街におりる人の動きと空間の対応ー追跡

調査をもとに考えるー /吉村英祐 一 …  9  

. 各蛤3- 1

都心後合プロジェクトとしての地下街「クリスタ長

堀J/ 山田耕司・・ ・・ ... ... ... .... .… …・・9

. 各倫3- 2

地上と地下か響き合う立f柑 11市「クリスタ長堀J/ 宮下

制桂 ・神谷俊介 ー …  ・… ・・・ … 9  

. 名蛤 4

新しい街のためのエントランスロビー一西梅田ガーデ

ンアベニューー/ 岡 本 隆 H ・a ・. ... ... ... .. ... . ・ 0  

. レポート

地下衡の魅力ある空間を探るーキタ/ ミナミ ... ...9 

・MA P

OS A K A梅田周辺マップ …....・ H ・. ...・ a ・...... .. .... ...9

OS A K A地下街マップーキタ/ ミナミ ・・ ・ 9  

モザイク都市の住むかたち

. 点描

モザイ ク都市の現象/ 伊縫愈幸 ・樹、措尚・小j甫久子・

鈴木克彦 ・田中直人・検閲兵紀 ・吉村英祐・増田栄一郎

……・… .. 10

・総蛤

者断行論としての< モザイ ク都市> /田端修・. . . ・・ 10

. モザイク都市をつくる「まちJ

平野郷~自治精神を受け継やPIJ づくり - / }II 口良仁

. . 10 

者胤、の「まちJ/ 高口恭行 ・・ ・・ ... .. 10 

六甲アイランド CI T Y の街づくり / 山 本 茂 … 10 

・「まちJ に蓄積された住むかたち

伝統的事lめに暮らす/ 吉村篤一 … H ・H ・.. ・…… ・ 10 

平面的モザイクから立f納モザイクまで/ 中 田 誠

. . 10 

混在地におりる住工共生のデ子、イン/ 北{ 総笹英 10 

増殖する生活の場/ 遠藤岡l性 ・… …  10 

. 住むかたち・まちの色合い

モザイク都市の図像の彩り / 小j甫久子. . . . . . . . ・ a ・-… 10

私 の 空 間 作 法 一 会 員 作 品 一

山陽電鉄西代淑換気搭「風の門J/ 柴 田 作 + 飯 床 久 和

ぃ 11

安川ヒツレ/ 松限立. . . . ・ H ・.....・ a ・-… ・・ … ... ...1 1  

J MP/ ー尾晋示. . . ・ a ・.. .... .. . 一一 ・…・ ・ 11

象印マホーピン側四国支底/ 上羽ー稀 … .... .. .. 11 

本町の家/ i ! 掛正弘・・・ e ・.. … … .11 

鴨島の家/ 新居照和& ヴァサンティ ... .・H ・..........11

守 口 市 酌 陪 図/ 登 板 誠 一…. . . ・ H ・-… ... ..... .11

T R ANS T  AT I ON大関( 福井電気鉄道大関駅) / 遠

藤秀平. . . . . . . . . . . . ・ a ・- 一 … ー …・ … 11 

アミティ エ章欣阪/ 対す昌聡・ ・・ .. .... ... .......11 

鐙紡宝士刻保養所/ 栗原幸二 一. . .... ・H ・.....・ .. ........11

笠澄郵便局/ 山本俊輔 e ・・ H ・H ・- …. " .... …  11 

ノーリツ鍋機掬 E MCセンター/ 島崎清秀 .....11 

大阪芸術大 学 ・ 浪速娼明大学附属 ｍｾ ヶ丘幼稚園 Ｏ 椙山

歩 … ー 一 口 ・… … .... 一一 一11

医 療 法 入 社 団 葵 会 八 木 松 病 院/ 山 田 保 ・ … ..11

逆瀬台の家/ 上谷重男 …・…. . . ・ H ・- …・・…… 11 

津田邸/ 郡大千ug .. ...................・ …  11 

新長良川 流石の庭/ 長谷川弘直ー … ........ 11 

学 校 法 人 大 下学図面] l ; 園高等学校/ 沖本弘至 11 

ギャラリーホワイエ甲子園( 甲子園の土蔵) / 塚口明洋

・. 11

京料理「いそベ」ーライトスケープー/ 村上幸三郎

..1 1  

第 44回 青 年 技 術 者

- 設計・計画部門

堀井一孝/ 熊本市E川、市街ω也区市街地総合再生基本

音↑ 甑一道楽社会が地球を救う ー …  .....1 2  

新谷依子/ 東部務庁者I比 悦 ・日出地区の設官↑ 制函… 12

篠原佳貝I J /Heali ng Archi t ect ure-- f241時間生活施

設の言楓謂十手法J …… H ・H ・- …. ... ー 12 

森下 修/ 西村ボウノレプラザ. 神戸新聞社西神社宅.

“ くろしお倶楽部" ー ・ …・・ …  12 

大谷弘明/ イトーキ大阪ニューオ フィスギャラリ ー.

福岡箆葉小学校附属幼稚園. キーエンス本社 ・研究所.

愛媛県歴史文化防物館. 新居浜市立月1) 子銅山記念図書
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館. 加古川ウエノレオ、スノ f ーク・ H ・a ・....・ H ・....... ...... 12

;峯田英行/ ミノレ ・ロッシュ. 鹿島京都山科寮 .. 12  

門谷和雄/ 川崎図的闘は学. }II 崎医療協羽大学医用

デザイン判坊主比治山大学問 楓11鮒 判 官 ー・ 12

中村文紀/ Bank of  Cl1ai na大阪克苫. 住附l戸市医師

会西判明IJ 館. (1反1司守明石市魚住文化施設生駒南コミ

ュニティ施設. . . ・ H ・.....・ H ・"". . ...... . …・ ・・・ 12 

藤岡慶子/ ローレノレスクエア登美ヶ丘第 1期. 大林組

御級社宅 ( PATI ODE  ROBLE)  .... . . . ...・ .... .. 12

河辺晴重/ 盟問自W.胤協組作Ffr.&且合会館. K . MIX 本

社ヒツレ. 盟国 自W.劇漁協昨所新i悌聖書所 12  

・構造部門

徳田幸5] ，/ 舞洲ベースボーノレスタジアムの構造設計

...・a・. 12

佐藤裕司/ 免 蹴世i造建築物 ( F K千旦山寮) の構造設

計. 副首 R C造建築防 (F K R C システム) のが品開十

12 

山根一三/ 大スパン梁のたわみへのこだわり … υ12 

坂口清隆Ｏピロティ階を厚肉鉄 Ｎｴｾ で補強した高層 ｒｃ

造建物の設計 …・ ……. . ..・ H ・....…・・ ....... .... . . 12

. 般備部門

粕谷浩司/ 日立関西ヒツレの設備計値l …・・・・… 12 

加康浩司/ ザ・リッツ・カーノレトン大阪 ( RCO) の氷

蓄熱システム・ ・ .. .... .... ......・ H ・-… . 12

. 錨工部門

山口善史/ 大阪ドーム屋根のリフトア y プ工事 12  

山本圭介/ 市御也小規拠見場』こおける省カイ巴釘蓋シス

テム…. . . . . . . " …  …ー ...........................12

辻千広/ 大空間欽伺トラスアトリワムの施工方法ー

京都駅ヒツレー ー いー ………・・ 12

松田康史/ 魅力ある現揚づ くりに O A化計 雌 … 12

森康久/ 情報化による施工品虞管理業務の効率化

特 別 企 画

・まち・つくる・すまい

ー住宅・都市整備公団関西支社一

. 作品

12 

アノレピス旭ケ丘/ 神戸情報文化ヒツレ/ シェラピア来山

台四 ・五番街/ 高槻 ・阿武山六番街/ アーベイン天王

寺/ アーベイン緑橋/ サンヴァリエ針中野/ サンヴア

リエ金問/ 都品リバーシティ / さざなみプラザ第 7/

高見フロ ーラノレタウン四番街/ プロムナーデl刻目/ サ

ンヴアリエ東長居/ グリ ーンヒルズ六甲/ ラ・ヴェー

ノレ和泉中央/ 高槻 ・阿武山( トンボ池) / ヵーーデンハワ

ス光台第 2/ アーサヒノレス。/ T E RRAZ Z A芦屋}I I /

グラーノ芦屋/ 枚方北山ふれあいプラザ/ ガーデンハ

ウスいぶき野 …  …・ …ー …. ." ... ・H ・...6

・事業紹介

震災復興事業の取り組みー .. .・ H ・.. " " ..・H ・....・ H ・...... .. 6

・. 災復興事業主要プロジェク ト

中央 ・脇浜海岸通地区/ 灘 ・日出町地区/ 中央 ・脇蹄sJ

地区/ ( 仮称) 南芦屋浜団地/ 西宮浜団地( 公営) / “ 反

称) 西宮浜団地/ キャナノレタウンウエス卜 / 西宮北口

駅北京地区/ J R尼崎駅北第二地区/ J R住吉駅東地

区/ 売布神社駅前地区/ ノレゼ、フィーノレ武庫川第2五番

街/ 仁川駅前地区/ ノレゼフィ - /1I;!j 吹 台/ノレオ、タウン

街荷台 …・ …  …・・ ー ー… ..... ..6

. 座般会

担当者が諮る公団の“ いま" ・・ H ・H ・- … ー ・ 6

中間 誠 ・伊藤芳穂 ・新谷依子・井上家二 ・下村泰史 ・

山田秀之 ・藤井正男

・大阪ドーム

間 1' : 日建tltl十

協力: 竹中工務/;5 ・対欄・電通

監理. 日建設il t

純工大阪ドーム鐙胞引百除柴f本述合
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デンカC S Aファミリー製品

-子二.I nCSA ( 膨張 |生混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・ョーニ Ｎｉ ｮ Ｎ，ｾ ヨニ ｊ Ｈ グラウト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子ニＮｉ ｮ 司 ｆｾＧ ーデ ＧＭｊ ＧＱ，克 Ｈ設 ､･ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に
.=r. : . .nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・子ニ.I nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に
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式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖 TEL  -4，.: 杜 ・京 都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

i-，"H!.¥ ( 0 7 7 3 )  7 6 - 0 1 3 3  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 ネ土

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A

Q

玄式株業産;甫

T EL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T EL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土A

2

 

郷 化 成 株

T EL  滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

式東ネ土

A

ム

玄式

2 5 2 - 6 0 0 0  

株産物

( 0  6)  
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T E L 大 阪
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建築編

「建築漏水J編集委員会編

8 5 判/208頁/ 2 色 刷

定 価4120円 ( 本体4000円)

設備編

「設備漏水J編集委員会編

8 5 判/1 84頁/ 2 色刷

定 価4120円 ( 本体4000円)
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企画/ 日本建築協会

学芸出版社

干 ＶＰＰ 京都市 ｉ ｾ 京区木ｩＧ ｉｉｌｴｬ 総通商澗院Ｊ入
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大林組，鹿島，清水建設，竹中工務1苫，大成建設，松村総の 6社を中心に，

実際に発生した事例争もとに社内教育メンバーが整理 ・分析

蝋 お お 詐 ぬ a 糊 即 時 一 一 一 抑 制 時 加 吋 閣 制 拙 吋 ! J I J m I 糊 問 問 問 駒 山 議 糊 雌 糊 閣面 〈目 次〉

陸屋根/ 勾配屋根等/ パラベット

外壁/ サ ッシ ・開口官官/ ト ップライト/ 出入口まわり/ バルコニー

fi/ 床・その他/ 地下/ 結露

用路解鋭/ チェ ックリスト

浅沼謝1 ，朝日工業社，安藤建設，奥村組，鹿島，金山工務} 苫，熊谷組，

鴻池組，五洋建設，佐藤工業，清水建設，新菱冷熱工業，須賀工業，

住友建設，西武建設，銭高組，大成建設，大東lハ クス工業，竹中工務

ｽｾｩ ，鉄建建設， 戸 間建設，東海興業，東急建設，東洋建設，飛島建設，

南海建設，西ｊｊｦｾ、衛生 工 業所大阪府，西絵建設， 日産建設，日本国土開

発， ハザマ，長谷工コ ーポレーション， フジタ，不動建設， 前田建設

工業，工E柄建設，松村組， 三井建設の38社が情報提供

盤 勝 槻 - 一 一 一 醐 臨 町 糊 脚 蜘 抑 制 崎 弥 蝉 蜘 柿 柵 和 叩 叩 W 明 開 時 制 欄 間 叩 桝 嚇 岬 抑 制 婿 ( 目 次〉

給水/ 給湯/ 排水

器具まわり

績気/ 空鯛/ 電気/ その他/ 腐食

チェ ックリスト

Ir / 自由( ] ) 1  

* 解決のノウハウ集

あり得ないと思っても，不具合となっているのが現実

各社で実際に生じた事例をも とに整理・分析

現 状4 原 因 時処 置4 再発防止策までを図解で詳説

トラブル予防と対策にす ぐ役立つ 〈チェ ックリスト 〉掲載

デザイナーを目 指す人，施工監理のオーソリティ ーを 志す人へ



お風自のリフ オームに

安く早く美しく

フィルムによるドライ工法

ファンタック
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トイレ、洗面所、キッチンなど、の水廻りに

水、力ビ、汚れに抜群の強さ 11

その日のうちに入浴可能! !

壁を壊さない新工法! !

腕ｾ，ｾ の ＷＷ ン夕、 ｹ クＡ

マーキング・イノベーションで未来ヘ

- お問い合わせは

関西ベイコト株式会社ファンタック事業部 ・大阪営業部 〒541 大阪市中央区道修町村 - 6 シオノギ道修町ビル2F

包 06( 203) 5721 FAX06( 203) 5720 

- 東京営業部 干 144 東京都大田区南六郷 3 - 12-1

8 03( 3732) 8101 FAX03( 3732) 8109 

雑誌 03379- 12


